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プロローグ










　人の役に立つ仕事をするように。

　それが母の口癖で遺言。

　弱い者を守れる男になれ。

　それが父の口癖で遺言。




　10歳の時に流行り病で二人が死んでから25年、私は両親の遺言に従って二人に恥じることのないようにと必死に生きてきた。

　自分と同じように流行り病で親を失った孤児達をまとめあげて街の清掃をして日銭を稼いだり、農作業の手伝いで僅わずかな食料を得たり、時には街の近くに現れたモンスターを狩り、報奨金を貰って生活の糧にしながら日々を過ごした。

　そうやって５年が過ぎて、15歳となった年に私が住む国と隣国との戦争が始まり、私の国は連戦連敗。負けて負けて負け続けて、私が住んでいる街の近くまで敵兵が押し寄せて来て……そうして隣国兵は私の住む街の目の前で略奪行為をし始めた。

　見るに堪えないその行為を目にした私は、両親の遺言を守る為に……そんな隣国兵から皆を守る為に戦うことを決意し、志願兵となり……戦い続けて20年。

　私が35歳になった年の冬の終わりのある日に、何やら隣国との交渉が有利に終わったとかで国からの終戦宣言が出されて……そして気付けば何故だか知らないが私は救国の英雄だのと言われる存在となってしまっていた。

　全く自覚が無かったのだが、どうやら私は戦いの才能だけは秀でていたようで、他人とは段違いの戦果を上げていたらしい。交渉が有利に終わったのもその私の戦果の影響が大きかったそうだ。

　それから私は会う人会う人に褒められ続けるという戸惑いの日々を送ることになった。

　一緒に戦った仲間達に、兵士達を統率していた騎士様に、私達孤児を忌み嫌っていた街の人々に、何か凄い仕事をしているらしい国のお偉いさん達にまで褒められた。

　色々な人に褒められて、褒められて褒められ続けて、挙げ句の果てにはこの国で一番偉いという王様にまで褒められることとなって、王様は私のことを難しい言葉で褒めそやし、私に領地を与えるとまで言い始めた。

　領地を持つということが一体どんなことであるのか、無学な私にはそれがよくは分からなかったが、兎に角領地に住んで領民達を守り、領民達から金を集めて王様に渡せば良いのだと王様の近くに立っていたお偉いさんの一人が丁寧に教えてくれた。

　領地を貰ったならばすぐにでも領地に向かうのが常識なのだそうで、私は半ば無理矢理に役人達の手によって馬車に押し込まれて、そうやって何の準備も出来ないままに王都を離れることとなった。




　やたらと私を毛嫌いする役人達に見張られながら一ヶ月。

　厠かわやと寝る時以外は馬車を出ることを許されない窮屈な生活が続いたある日の午後にようやく御者が目的地に着いたぞ、との声を上げる。

　役人達にあれこれ文句を言われながらに馬車から追い出されて、そうして私は領地へと降り立つことになった。

　領地の中心らしい場所に立ち、辺りを見回しながら何処から何処までが私の領地だとの役人の説明を受ける。

　役人が指し示す先は緑の草が生え揃う草原で、その指はすぅーっと横に滑って行って……その先も草原。




　目の前に広がる草原と草原と、そして草原が私の領地なのだそうだ。




　領地が貰えると聞いて想像していたのと全く違う……違いすぎるその光景に、私が呆然としてしまっていると、そんな私に向かって役人はなんとも嫌な笑顔を浮かべながら言葉を発する。

「孤児の成り上がりモンにはお似合いの領地だな、精々頑張るが良い。

　この草原の名前はネッツロースと言う……確かお前の名前はディアスだったか？

　ならば今日からお前はディアス・ネッツロースだ」

　そんな言葉だけを残して、役人達は馬車と共に草原から去ってしまって……私は一人草原で立ち尽くすことになった。




　お偉いさんが言っていた領民達の姿は全く見当たらないし……領民どころか私が住む家も周囲には見当たらない。

　ふと今日はまだ食事をしていないということに気付いて……食事はどうしたら良いのだろうかということに考えが至り、改めて周囲を見回すが食料になりそうな物は当然に何一つ見当たらない。

　私が持っているものと言えば戦場で愛用していた大きな両刃の戦せん斧ぷと……後は身につけた麻布の服とボロボロのブーツと傷だらけの鉄鎧くらいの物で、食べられる物は何一つ無く……。




　こうして私の……領民も、家も、食料すらも無い、ただ広いだけの草原での領主生活は始まってしまうのだった。













春の日の草原で────










　草原での暮らしが始まってしまって……まず私がしなければいけない事は何か。

　答えは悩むまでもなく、水と食料を確保しつつ住む場所をなんとかすることだろう。

　これからこの草原で何をするにしても、まずは野垂れ死にを回避しなければならない。

　水場を見つけて、食料を見つけて……洞窟とか、あるいは大木の木陰だとか、そういった住むに適した場所を見つけて……うん、そうするしか道は無いだろう。

　そうと決めたなら早速行動だと私は向かう方角を適当に決めて、歩き始めた。

　歩き始めてすぐ、私は幸運にもサラサラと流れる小川の発見に成功する。川の水は川底が見える程に澄み渡っていて……思わず喜びの声を上げてしまう。

　戦争中は泥水を啜る毎日だったから、綺麗な水があるというのはそれだけでありがたい。

　川があればそこには色々な生き物が居るだろうし、食料確保にも期待が持てる。

　川の水を少し飲み喉を潤してから、しばらく川を眺めて……食料になりそうな生き物が居ないかと探すが……うぅむ、ここらには居ないようだ。

　このままここで生き物を探し続けても良いのだが……いや、住む場所を探すのも大事だと私は移動を開始する。

　何か食べられそうな物と寝るに良い場所を求めて、歩いて、歩いて、歩き続けて……そうしてかなりの時間をかけてあっちへ、こっちへと踏み潰した草を目印にしながら歩いて……。

　……うん、よく分かった、理解した。




　私の領地、草しか無い。




　何処まで歩いても何処までも果てしなく草原は広がり続けて、視界に入ってくるのは草、草、草と草ばかり。

　洞窟のような都合の良い存在が無いのは仕方ないにしても、まさか木の１本すらも見当たらないとは思わなかった。

　木があればそれで家……とまでは言わないが雨除けでも作ってそこに住むという選択肢もあったのだがなぁ……。




　ふと気付けば日が段々と傾き始める時間となっていて……他に行く所も無いのでと私は小川の側へと戻ることにした。

　小川へと戻り、歩き続けたせいで渇いた喉を潤しながら、草原へと腰を下ろして、ぼーっと風に揺れる草を眺めながら体を休める。

　草を眺めているうちに、これだけの草があるのだから、この草を何かの役に立てられないか？　との考えが頭に浮かんで来て……試しにと草を千切って食べてみれば……うん、不味い。

　膝丈ほどの長さの草の葉は簡単に千切れる程に脆もろく、柔らかく……うぅむ、これで何かを作るというのも無理そうだ。

　役立たずの草だけが大量にあってもなぁと私は深い溜め息を吐く。




　そうこうしているうちに日が暮れ始めて、辺りは暗闇に包まれていってしまう。

　数歩先も見えないこの暗闇の中ではこれ以上何か行動するのも不可能だろうと判断して、私は寝るには邪魔だと身に着けていた鎧を脱ぎ、そこらへと投げ出してから草原に寝転がる。

　今日はもう寝てしまって明日になったらまた行動するとしよう。何が出来るかも分からないがとりあえずやれるだけのことをやってみて……それでも状況が良くならないのなら、ここから逃げることも考える必要がありそうだ。

　逃げた結果、色々な人に怒られるかもしれないが……だからといってここで野垂れ死ぬなんてのはごめんだ。

　そうだな、後２日……２日程粘って駄目そうならば馬車の車輪の跡を頼りながら移動して、近くの村にでも行って……そこで何か、人の役に立つ仕事を探して生きるとしよう。




　と、そんなことを考え始めたらいくらか気が楽になって……両親の遺言も守れそうと心が軽くなってきて……そうして瞼まぶたが重くなり始める。

　柔らかい草の上で、寝心地の良い形の地面を求めながらの数度の寝返りをして……そうして私は草の匂いに包まれながら、夢の世界へと旅立つのだった。







「───！　───！」

　誰かの声がする。

「───！　───！」

　同じような内容を何度も何度も繰り返すその声は、私のすぐ側で鳴り響いていて……もしかしてこの声の主は私に話しかけているのだろうか？

「───！　───！」

　オキロだとか、オマエハダレダとか……うぅむ、全くもって五月蠅うるさい。

　五月蠅い五月蠅いと呻きながら、仕方なしに聞こえてくるその言葉の意味を考えて……声の主は起きろと私に言っているのだと寝ぼけた頭で理解する。

　今は……もう朝らしい、瞼を閉じながらも太陽の光を感じることが出来る。

　声の主はもう朝だから起きろと私に言うのだろうか。

　しかし私はまだ眠い、まだ起きたくない。

　私は声の主に背を向けるようにして寝返りを打ちながら再度夢の世界へ旅立とうと……今度はどんな夢を見ようかと考えながら微睡まどろみ……そして夢の世界に旅立ち始めたその瞬間に……恐らく背中を蹴飛ばされたのだろう、突然の衝撃が背中に走る。その衝撃と痛みに驚き私は思わず飛び起きる。

　飛び起きて目を見開いた私は、私の背中を蹴飛ばした犯人に抗議をしようと、意識を覚醒させながら犯人の姿を霞む視界で探し始める。

　次第にはっきりとしていく視界が犯人の姿を捉えて私の意識にその情報を送って来て……そして私はその犯人の姿に言葉も出せない程に驚かされてしまう。

　犯人は女性だった。

　顔に赤い塗料での炎を思わせる模様の化粧をしていて、不思議な柄の布をその身に巻きつけている女性だった。

　その格好は中々に露出度が高い格好と言えて、褐色の肌がなんとも目を引く。

　……が、そんなことよりも何よりも私の目を引き、私を驚かせるのは……女性の額だった。




　まさか額に角が生えた人が存在するだなんて……と私は青く輝く女性の角を見つめたまま……そのまま何も言えなくなってしまうのだった。







「お前は一体誰だ、こんな所で一体何をしている！」

　突然起き上るなりそのまま黙り込んでしまった私に、目の前の角の生えた女性は炎を思わせる赤い瞳できつく睨みつけながらそんな質問を投げかけてくる。

　女性が喋る度に、紐のように編み込まれた銀の髪が揺れてその先端に編み込まれた宝石達がぶつかりあってチリンチリンとなんとも美しい音を立てている。

「黙っていないで私の質問に答えるんだ！」

　高く響くその声は敵意を感じてしまう程に刺とげ々とげしいが、背に担いでいる弓に手を伸ばさない所を見ると友好的に接しようとはしてくれているらしい。

　友好的に接してくれるならば質問に答えるくらいすべきかと私はゆっくりと口を開く。

「あー……私はディアスという者だ。

　ここで何をしているかと言われると……見ての通り眠っていた所だ」

「何故こんな所で寝ていた！」

「他に寝る所が無いからだ、そこの川で水を飲んで休憩していたら眠たくなったのでそのまま寝た」

「……お前は馬鹿なのか？

　それとも何かの病気なのか？　さてはそんな風に瞳が青いのは病気のせいか？」

「……病気……ではないはずだ。

　馬鹿かと言われるとー……否定は出来ないな、無学なままに生きて来たからな」

「……。

　お前はこの草原にどうして足を踏み入れた、ここで何をするつもりだった」

「どうしてかと言われるとここに連れて来られてここで暮らすように言われたから……か？

　何をするつもりだったかはー……とりあえず川を見つけられたから、後は住む場所と食料をなんとかして、野垂れ死にを避けようとしていた……かな？」

「……。

　お前はそうやって住む場所を得たとして、その後は一体何をするつもりなんだ？」

「……何を？

　うーむ、改めてそう言われると何がしたいのだろうな、私は……。

　とりあえず死にたくはないので生きたい……ん？　おい、待て、弓に手をかけるな！

　射られたくなかったら真面目に答えろ？

　私は至って真面目なのだがなぁ……。

　うーむ……そうだな、父と母の遺言を守って人の役に立つことがしたい、それと弱いものを守りたいというのが私のしたいことだ」

「……お前は何故私に噓を吐かない？」

「え？　ん？

　なんだその質問は？

　何故も何もあなたに噓を吐く理由が無いだろう……？」

「……。

　お前は私の敵か味方か、どっちだ？」

　一体何なのだろうな、この女性は。

　さっきから意図の読めない質問ばかりを何度もしてきて……何をしたいのだろうか。

　質問の度に何やらピカピカと角が青い光を放ってくるし、質問に答える度に顔は険しくなってしまうしで本当に訳が分からない。

　そして何より今の質問、敵か味方かって初対面の人間にする質問じゃないだろう？

　私は一体どう答えたら良いのだ？

　少なくとも敵でないとは断言出来るが……しかし味方であるとも言えないし、うーむ。

「どっちと言われてもなぁ……。

　あなたと敵対するつもりはないし敵では無いと断言は出来るのだが、名前も知らない初対面の相手にいきなりあなたの味方でございますってのも変な話だろう？

　敵でも味方でもないって答えじゃ駄目なのか？」

「駄目だ！　敵か！　味方か！

　今この場ではっきり答えろ！」

　女性はその目を吊り上げながらそう言って、背に担いだ弓に手を添えながら私をきつく睨みつけてくる。

　私の返答の何が気に入らなかったのかは分からないが友好的態度が失われつつあることに私は焦りを覚える。

　適当に調子に合わせて私はあなたの味方です、と言ってしまうことも出来るが、きっと上辺だけの言葉ではこの女性は満足しないことだろう。

　いや、むしろそれがトドメとなって私を敵とみなしてしまうかもしれない。

　これ以上女性を怒らせるべきではないなと私はあまり頼りにならない自分の頭を精一杯に働かせてどう答えるべきかと考えを巡らせる。

　私は彼女の味方なのか敵なのか。真剣に考えて、考え続けて……そうしてあることに思い至る。

　ここは私の領地だ、そして目の前の女性は今まさにその私の領地の中に立っている。

　つまり彼女こそがお偉いさんの言っていた領民なのではないかということに私は今更ながらに思い至る。

　お偉いさんは言っていた、領主の仕事は領民を守ることなのだと。

　つまり私は彼女の味方であると断言出来る訳で……なるほど、彼女が目を吊り上げながら弓に手を伸ばした理由もそれで理解が出来る。

　領民を守るはずの領主が領民の味方だと断言してくれないでは怒って当然というものだ。

　彼女に不思議な角が生えていて、更にそれが光ったりしているのは……この際小さな問題だと無視することにしよう。うん、彼女は私の領民だ。

　そうして私はしっかりと彼女の目を見据えて、領主として仕事をしっかりとこなしてみせると強く心に誓いながらその誓いを言葉にして口から発する。

「私はあなたの味方だ！

　たとえどんな敵が相手でもあなたを守ってみせよう！」

　私の言葉に彼女は目を見開いて驚き、角から青い強い光を放ち始める。

　その光の眩しさに私が思わず目を細めていると、光を放っている張本人のはずの彼女が、

「何故だ！　何故青く光る!?

　この光の強さはなんだ!?」

　なんて大声を上げ始める。
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　それからしばらく彼女は何かの間違いだとか、有り得ないだとかそんな言葉を口に出し続けてから、私のことをきつく睨みつけてくる。

　彼女の言葉の意味が、睨まれる意味が分からずに私が首を傾げていると、彼女は私の腕を引っ摑んで、摑んだままに何処かへと向かって歩き出す。

「ちょ、ちょっと待ってくれ、なんだ？　どうしたんだ？

　私を何処かに連れていく気なのか？」

「私の村に連れていく！　お前は黙って付いて来い！」

　こちらのことを見ようともせずに、それでも腕はしっかりと摑んだままに彼女はそう言って、草原の草を踏み分けながらズンズンと歩いていく。




　村？　村があるのか？　この草原に？




　昨日あれだけここらを歩き回っておいて、まさか村を見逃していたとは……。

　私は自分の愚かさに少しだけ落ち込んで、ひとしきり落ち込んでから彼女に出会えた幸運に深く感謝する。

　そうして私は彼女に手を引かれるままに草原を歩き続けて……どうやって見逃したのか不思議になるくらいに目立つ、白い布製の家々が立ち並ぶなんとも不思議な村へと辿り着くのだった。













布製の家だらけの不思議な村で────










「族長に会ってもらうぞ！」

　村に入るなり女性は私を睨みながらそんな一言を叫ぶ。

　新しい地へとやって来て、最初にその地の長に挨拶するのは当然のことであるし、案内してくれるというのならばありがたいと私が頷くと、彼女は私の腕を一段と強い力で引っ張りながら、歩き始める。

　布製の丸い家が立ち並ぶ村の中を、女性とよく似た柄の布を体に巻いた、額に角のある人々の視線に晒されながら歩いていって……布製の家々の中央にある一段と大きい家へと辿り着き、その中へと足を踏み入れる。




　するとそこは初めて見る美しさに溢れた空間だった。




　天井の中央には太陽の光を取り入れる為だろうか？　大きな穴が空いていて、そこから放射状に木の骨組みが広がる姿はそれ自体が太陽の光を表現しているかのように私には思えて、なんとも美しい。

　床には初めて見るような独特の美しい模様の絨毯が敷かれていて、その上には細工の施された木製家具が並んでおり、その家具の要所要所には宝石がちりばめられたりしている。

　王宮に初めて行った時もその豪華さと美しさに驚かされたものだったが、ここはもしかしたらそれ以上かもしれないと私は思わず溜め息を漏らす。

「アルナーが余所者を連れてくるとはねぇ……その男は青なのかい？」

　ふいに嗄しわがれた女性の声が家の奥の方から聞こえて、そちらへと視線をやると……そこには布の塊が置かれていた。

　独特の刺繡がされた厚手の布を何枚も重ねて積み上げ作った、と言った感じのそれに視線をやりながら、一体何処から人の声が？　と私が首を傾げていると、その塊がモゾリと蠢うごめいて……布と布の隙間から額に角を持つギョロリとした目の老婆の顔が現れる。

　まさか人だったのかと私が無言のままに驚いていると、いつの間にやら絨毯の上に腰を下ろした女性……アルナーと呼ばれた女性がその老婆へと言葉を返す。

「はい。

　草原で眠っている所を捕まえて、草原に立ち入った目的を聞き出そうと尋問をしたのですが……なんとも要領を得ない答えばかりで……どうしたら良いのかと……。

　念の為味方かと尋ねた所、強い青でそうだと答えました」

「へぇ……その質問で強い青とはねぇ……。

　赤は無かったのかい？」

「赤は一度もありませんでした。

　全て青でした」

　赤とか青とか、一体この二人は何の話をしているのだろうか。

「全て青？

　へぇ……それは面白いねぇ。

　アルナーが連れて来た青の男……名前を教えてくれないかい？」

「……え？　あ、ああ……ディアスが私の名前だ」

　突然に話しかけられた上に青の男とか訳の分からない呼び方をされて、困惑してしまった私は言葉に詰まりながらもなんとか老婆に返事をする。

「ディアス……なんだかおかしな響きの名前だねぇ。

　ディアス、アンタはアルナーの味方だそうだが……私の味方はしてくれるのかい？」

　ふむ？　まぁこの村に住む者達は皆領民なのだろうから、答えは当然決まっているな。

「勿論だ、この村に住む者なら誰であろうと味方になるぞ、私は」

「……へぇ、そうかい。

　ディアスはどうして私達の味方をしてくれるんだい？」

「それが私の仕事だからだ」

「……。

　そりゃまた一体誰に命じられた仕事なんだい？」

「それはー……王様だな」

　王様、と私が口に出すと途端に角をピカピカ光らせていた老婆はその目を大きく見開き、それと同時にアルナーは突然に立ち上がってまたも弓を構え始める。

　私は何か不味いことを言ってしまったのだろうか？

　家の中の空気が酷く悪くなっていくのを感じ取りながら私も武器へと手を伸ばすべきかと考えて……そこで私は戦斧を草原に置いて来てしまったことに今更ながらに気付いて愕がく然ぜんとする。

　普段は武器を手放すようなことはしないのだが、寝ぼけていた所にアルナーとの突然の出会いというショックが重なった結果……私はとんでもないミスをやらかしてしまったようだ。

「アルナー、そう焦るんじゃないよ、まだ話は途中じゃないか。

　ディアス……アンタの仕事について詳しく……そうだね、どうして王様にそう命じられることになったのかを、一から全部、この私に話してやくれないかい？」

　アルナーが鋭い目で私を睨む中、老婆は淡々とした声でそう言って……私はアルナーの挙動に注意を払いながら老婆に言われた通りに王様に会うまでの顚末を説明していく。

　老婆の言う一から全部、というのが果たして私の人生の何処からなのかが私には判断が付かなかったので、本当に最初から、私が物心付いた頃からの私の知る限りの私の人生を語っていく。

「なるほどね……よく分かったよ。

　それで青とはねぇ……驚かされるねぇ。

　いやはや……角無しにもこんな男が居るんだねぇ」

　老婆は私の話が終わるなりそんなことを呟く、その中でまたも出てくる『青』という単語。

　……この二人の言う青とは一体どんな意味があるのだろうか。

　アルナーは老婆が警戒を解いたのを感じ取ってか、弓を構えるのを止めて……そして何やら神妙な面持ちとなりながら、睨むでなくじっと私のことを見つめてくる。

　老婆はそんなアルナーへと視線をやって何かを黙考してから、私へと視線を向けて来て……ゆっくりと口を開く。

「青のディアス、アンタが領民を本気で守ろうとしている立派な領主様だということはよく分かったよ。

　そこで一つ聞きたいんだがね、もし私達が領民じゃなかったら、アンタは私達をどうするんだい？」

「領民じゃなかったら……？

　いや……どうもしないんじゃないか？

　ようやく見つけたと思った領民が領民じゃなかったなら……肩を落とすことにはなるだろうが……うん、それだけだな」

「領民じゃなくても私達の味方になってくれるのかい？」

「うん……？　領民じゃなくても、か？

　まぁ……領民じゃなかったのだとしても、同じ草原に住む隣人ってことにはなるのだろうから……困っていることがあれば手助けするし、味方にもなれると思うぞ？」

　私がそう口にすると、老婆はゆっくりと何かを確かめるようにして頷いて、頷きながら角を青く光らせる。

　しかし何故老婆はそんな質問をするのだろうか？　領民じゃなかったらだなんて質問に一体何の意味が……。

　うん？　あれ？　もしかして、ここの村の人達って領民じゃないのか？

　そ、そんな訳ないよな？　役人はこの辺りも領地だと説明していたし、領地に住んでいるのは領民のはずなのだし……。

「その顔……ようやく気付いたのかい？

　そうだよ、私達はアンタの領民じゃないよ。

　それどころかアンタの王様の敵ってことになるんだろうね。長年アンタの国と戦ってきたのさ、私達は」

　老婆は、はっきりとした口調でそう言って……私はその言葉に肩を落とすどころから膝から崩れ落ちそうになってしまう。

　領民だと思った相手は領民ではなくて、それどころか敵で、つまりここは敵地の中心と言える訳で……。

　私はその敵地の中心で武器も防具も持たずに孤立しているということになる。

　その事実にショックを受けた私が言葉を発せないままに項垂れてしまっていると、老婆は敵であるはずの私に何故だか優しい声で話しかけてくる。

「青のディアス、私達はアンタの王様の敵ではあるけどね、アンタの敵ではないかもしれないよ。

　アンタは青だ、珍しいくらいの青だ。

　アンタが青だというなら私達は上手くやれるはずだよ、いつまでもそうしていないで顔を上げて私の話を聞きなさい」

　私は老婆のその言葉に……私はゆっくりと顔を上げる。

　そうして老婆の顔へと視線をやれば……老婆は顔中の皺を寄せながら優しく……まるで記憶の中の母のように優しく微笑んでいたのだった。







「まずは名乗らせて貰うよ、私の名はモール、鬼人族の長さ。

　私達鬼人族はね、長い間王国と……アンタの国と草原の支配権を巡って対立してきたのさ。

　何度も何度も小競り合って、何度も何度も戦争をして……長いことその繰り返しだった。

　……だけど50年前に起こった戦争で私達は大敗、大勢の仲間達を失いながらこの草原から逃げ出して……そうして王国はこの草原の支配権を手に入れたって訳さ」

　私に笑顔を見せていたモールは、その表情を硬いものにしながらそんなことを口に出す。

　50年前の記憶が蘇るのか、モールの瞳は酷く揺れていて……大敗の一言で済まされたそこには余程のことがあったらしいな。

　私は居住まいを正しながら、モールの言葉を飲み込んで、頭に浮かんでくる疑問をそのまま口に出す。

「50年前にこの草原から逃げ出したのなら……どうしてあなた達は今この草原で暮らせているんだ？」

「なんてことはないよ、逃げた後こっそりと草原に戻って来たってだけのことさ、戦争に負けた二、三ヶ月後のことだったかね」

「……王国はそれを今まで見逃していたのか？」

「その答えはこれだよ、これ」

　そう言ってモールは自分の額の角を指で指し示す。

　その青く輝く角が一体何だと言うのだろうか？

「この角はね、魔力を蓄えることが出来る角なのさ。

　この角に魔力を溜め込むことで、私達は角無しには使えない色々な魔法を使うことが出来てね……その一つが隠蔽魔法っていう魔法なんだよ。

　人や物の姿を隠し気配を断つことが出来る隠蔽魔法を使って、私達はこの50年の間、王国から逃げ隠れながらこの草原で生きてきたのさ」

「それは……なんとも凄まじい話だな。

　……しかし良いのか？　そのことを私に教えてしまって？

　私は王国側の人間なのだが……」

「アンタは青だからね、青じゃなかったら教えたりしないさ。

　……なんだいアンタその顔は……。まさかまだ『青』の意味を分かってなかったのかい？

　たまげる程に察しの悪い男だねぇ。

　私達にしか使えない魔法の一つに相手の魂を見極める魂鑑定というものがあるのさ。

　相手が私達にとって危険な存在だったり敵意を持った存在だったりするとね、角が光って、その光の色や強さで、その危険度を教えてくれるってわけさ」

「あー……なるほど、つまり青は敵意無しと、そういうことか？

　それにしたってその秘密を教えてしまうのは迂う闊かつ過ぎると思うが……」

　私がそう言うとモールはニヤリと口元を歪ゆがめての笑顔を浮かべる。

「いいや、敵意無しは白だよ。

　青はね、私達に幸福や恵みをもたらす相手を前にして出す光なのさ、その度合によって光は強くなる。

　もしアンタが私達と話している途中で少しでも敵意を持ったり噓を吐いたりしたら途端に青い光は濁り始めて赤に近くなるはずなんだけどね。

　アンタは一度もそれが無かった……ま、アンタの昔話を聞いてそれも納得だよ。

　打算も何も無いままに、親の遺言を守って馬鹿みたいにその歳まで生きられるなんてそんな生き方、中々に出来ることじゃないからねぇ」

「……それはー……褒められているのか？」

「何を言ってるんだい、私はさっきからずっと褒めているじゃないか。

　私も随分と長く生きているけどね、アンタみたいな馬鹿者は生まれて初めて見たよ」

　そう言ってモールはカッカッカと笑い声を上げる。

　うーむ、そう言われても全く褒められている気がしないな。

「そんな馬鹿者がこの草原の領主になったってのは私達にとっては幸運な出来事……と言う訳だね。

　アンタはどうやら王国の貴族達とは縁が無いようだし、私達に対する敵意も持っていないようだ。

　その上隣人として仲良くしてくれるってんなら……そりゃもうありがたいってもんだよ。

　いくら隠蔽魔法で隠れているっていっても、それにも限度があるし、隠蔽魔法で隠れたままじゃ村も広げるのもままならなかったからねぇ……」

「ふぅむ……。

　何故そこまでしてこの草原にこだわるんだ？

　どこか……王国の手の届かない所にでも行ってそこで大きな村を作っても良かったんじゃないか？」

「故郷ってのはそう簡単に捨てられるもんじゃないさ……それにね、私達の生活を支えてくれるメーアという家畜は草をたくさん食べるんだよ。

　柔らかい草が豊富な草原はそうあるもんじゃぁないし、ここは離れがたい場所なのさ……」

「……なるほど。

　私としてはあなた達に思う所も無いし、この草原に住むのも、村を広くするのも自由にして貰って構わない。

　何しろ領民を守ってお金を集めろとしかお偉いさんには言われてないからな……。

　まぁその領民はまだ一人も居ない訳だが……」

　この草原にそうまでして住みたいのであれば、それ程この草原が大事なのであれば、そうしてくれたら良い。

　そう考えて私がそんな発言をすると、途端にモールは顔を歪める。

「はーっ……アンタは本当に馬鹿者だねぇ！

　少しは交渉しようだとか、条件を付けようだとか考えないのかい？

　全くしょうがない男だよ！

　……アンタ、家も食料も無いんだろ？　ならそれを私達が用意してあげるよ、家畜も少しだが分けてやるさ。

　その代わりにアンタは今後貴族達に何を言われても私達のことを見逃しておくれ。

　見逃すってのはつまりこの村のこと、私達のことを王国の人間に言わないようにするんだよ？　たとえ相手が王様相手であろうともね。

　それと領民をなんとしてでも集めて立派な領主におなり、アンタが失脚したら元も子もなくなるからね。

　それにアンタが居なくなったらお次はどんな奴がここの領主になるのやら、前みたいなロクデナシはもう勘弁だよ」

「まぁ領主の仕事は勿論……この村のことも最初からそのつもりだったから見逃すのも黙っているのも構わないが……。

　……ん？　前みたいな？　……ここに前任者が居たのか？」

「ああ、居たともさ。

　といってもそいつは他に場所に家を持っていて、そこで暮らしていたようだけどね。

　たまにこの草原に顔を出して……まぁ趣味の悪いことをするような阿呆だったよ。

　アンタが来る少し前に……病死したみたいだねぇ」

　そう言うモールの顔は何やら暗く陰っていて……どうやら前領主は余程に趣味の悪いことをしていたようだなぁ。

　モールの側に立つアルナーも前領主のことが話題に上がってから何やら顔を強こわ張ばらせているし……前の領主は一体何をしたのやらなぁ。

　それについての詳しい話は……まぁ聞かない方が良いのかもしれないな。

「ま、あんなヤツの話は良いじゃないか。

　それよりもこれからの話をしようじゃないか。

　アンタにはさっき言った通りに家をやるよ、この家よりは小さい家になるが……そうだね、アンタとアルナーが出会ったという川の近くに建てさせよう。

　着替えに生活雑貨なんかも用意してあげるよ。

　それと食料はとりあえず干し肉を……一週間分やるとしよう。

　後はメーアの番に……しばらくの世話係としてアルナーも貸してあげるよ。

　草原での暮らしに慣れるまで、二人で一緒にその家で暮らしな」

　モールのその言葉に私は驚いてしまって何も言えず……アルナーは私より何倍も何十倍も驚いたといった表情で目を見開いて……わなわなと震え始める。

「アンタは家畜の世話の仕方も知らないだろう？

　家を建てた後の手入れだって必要だ。

　ここいらに住む獣の対処法に、病気を避ける暮らし方に、覚えることはたくさんあるんだから、アルナーにそこらを教わりな。

　アルナー、アンタもそれで良いね？　余所者を村に連れて来たのは誰でもないアンタなんだから、最後まで責任を取りな」

　アルナーはそんなことを言うモールに目を吊り上げながら何かを言おうとする……が、モールの一睨みに言葉を飲み込んでしまって……渋々ながらに頷いて私の世話係になるという話を受け入れる。

「さ、これで話はまとまったね。

　それじゃぁ領主様、これからよろしく頼むよ」

　そんなモールの一言で話し合いは終了となり、こうして私は目標としていた住む場所の確保と食料の確保に成功することになった。

　世話係のアルナーと一緒に暮らすことになったのは予想外過ぎる展開だったが、偉い人には執事だとかメイドだとか世話係が付き物だと聞く。

　王宮にもたくさんのメイドが居たからな、そういうものだと思うことにして受け入れよう。




　王宮で見たメイドとは雰囲気が違って、少し……いや、かなり野趣溢れる感じだが……そんなメイドも悪くないはずだ、うん。













小川の側で────










　モールとの話し合いがまとまった後、私はアルナーと共に、アルナーに叩き起こされたあの場所へと戻って来ていた。

　そこでは早速、鬼人族達の布製の家……ユルトと呼ばれる幕家の組み立てが始まっていて、その作業は３人の鬼人族の男達の手によって手早く進められていく。

　建設予定地の草が刈り取られ、そこに床になるらしい布が敷かれたとかと思えば、すぐに壁となるらしい骨組みが建てられ始めて、同時に柱付きの天窓が床の中央部分に置かれた平らな石の上に突き立てられる。

　その後、天窓と壁の骨組みが連結されてそれで大体の形は完成、細かい部分を調整しながら白い外布をその骨組みに被せる作業が始まる。

「は、早いな、組み立てが始まったかと思ったら、もう形が出来上がってしまったぞ」

「組み立てやすく、解体しやすく、そして持ち運びやすいのがユルトの特徴だ。

　隠蔽魔法でも避けられぬ危機が迫った時にはユルトを解体してユルトごと村の全てを持ってその危機から逃げる……その為のユルトだ」

　私の世話係となったアルナーが淡々とした口調で説明をしてくれる。

　不承不承といった感じで私の世話係となったアルナーだったが、こうして誰かに物を教えること自体は嫌いではないようで、話し合いが終わってから今までの間にも色々なことを私に教えてくれていた。

　草原では病になりやすいとのことで、病の元を洗い流す為に毎日水浴びをしろだとか、髭は病の元を溜め込んでしまうから毎日剃れだとか、爪も手入れをしっかりしろだとか、服は毎日洗えだとか、細かいことを本当に色々と、だ。

　モールが分けてくれると言っていた家畜、メーアのことは世話の仕方と共に特に熱心に教えてくれた。

　メーアはくるりとつむじのように曲がり込んだ２本の角を頭に生やした、白いふわふわの体毛で全身を覆っている家畜で、モールが言っていた通りに鬼人族の生活を支える大事な存在であるらしい。

　家畜として飼育する目的は肉……では無く、その体毛だ。

　その毛は耐久性と耐水性に優れているのだそうで、織り込んで布にすると耐久性、耐水性が更に増し、とても手触りの良い最高品質の布が出来上がるのだとか。

　それはユルトの外布に使われたり、寝具に使われたり、鬼人族が身につけている布や下着に使われたりと生活のあちこちで活躍するだけでなく、行商人に売ることで鬼人族達の重要な収入源にもなっているらしい。

　その話を聞いて私は王国から行商人が来るのか？　との質問をしたのだが、アルナーの答えは沈黙。

　どうやら行商人の詳細については私には明かせないらしい。

　恐らく王国ではない外国から来る行商人なのだろう。

　……まぁ、それについては何も言うまい。

　ユルトの組み立て作業が終わったならメーアの飼育小屋も組み立ててくれるのだそうで、それが終わる頃に番のメーアが村から届けられるそうだ。

　モールが特に若く健康なのを選び出してくれるそうで、それに多少時間がかかってしまうとのことだった。

　貴重な家畜を分けてくれるだけでなく、そうまでしてくれるのだから、なんともありがたい話だ。

　メーアは草を食べれば食べる程に毛を伸ばすのだそうで、そのメーアの毛を刈り取って鬼人族の村に持っていけば、その量に応じて食料や生活用品を分けてくれるそうだ。メーアの毛を自分で加工しても良いぞと言われたりもしたが……そんな技術は私には無い。

　兎に角メーアの毛があればある程食料が手に入るというのだから、メーアの世話をしっかりすることは勿論、出来ることなら繁殖させて数を増やしたい所だな。

　時たま野生のメーアが草原に現れることもあるらしく、野生のメーアは見つけた者が自由に捕獲して良いそうなので、もし見かけたなら全力で捕獲に走るとしよう。

　メーアの数が増えれば毛の生産量が増えるのは勿論、繁殖の機会も増えるのだから見逃す手は無い。

　そうやって少しずつでも良いから着実にメーアを増やしていって……ここでの生活を豊かにしていこう。

　色々と世話をしてくれたモールの……鬼人族の期待に応えることも忘れてはいけない。

　生活を豊かにして、領地を豊かにしていって、そして領民を増やして……。




　ん？　領民を……増やして……？

　領民を増やす??




　あれ？　領民を増やすってのは具体的にどんなことをしたら良いんだ？

「ところでアルナー……聞きたいことがあるんだが……領民の増やし方を知っているか？」

「そんなこと私が知る訳がないだろう。

　……私に言えることは人間はメーアのようにはいかないだろうということだけだ」

　呆れたような声色でアルナーがそう返してくる。

　そうだよなぁ、知る訳ないよなぁ、そんなこと。

　領民だと思っていたアルナーは……いや、鬼人族達は領民ではなかった。

　つまりは私の領民は０人のままな訳で……。

　メーアのようにいかないとのアルナーの言葉は鬼人族の村から領民を貰ったりは出来ないぞとの釘刺しなのだろうし……野生の領民なんて存在する訳がないしなぁ。

　うぅむ、私は一体どうしたら良いのだろうか……。

　領民が何処かから湧いてきたりは……しないよなぁ……。




　それからしばらくの間、頭を悩ませたが……領民の増やし方は全く、欠片も、きっかけすらも思い付けなかった。

　私に学があれば何かを思い付いたのかもしれないが……残念なことに私に頭の中に学というものが存在していない。

　他の領主は一体どうやって領民を増やしているのだろうなぁ……農業や戦争のことなら少しは分かるのだが……。

　と、私がそんなことを考えながら唸っていると、アルナーは半眼で私のことを一睨みしてから声をかけてくる。

「先程から唸ってばかりで鬱陶しい男だな、お前は」

「……それは悪かったが、私も必死なんだよ。

　領民を増やさなければ話にならないのに、その方法が全く分からないんだ」

「……領民領民とお前は言うがな、今の状態で領民を増やしてお前は一体その先をどうする気なのだ？

　ユルトは一つ、食料も干し肉がお前の分しかないのだぞ？　そのことを分かっているのか？

　人が増えた所で待っているのは惨めな餓死か、病死だぞ」

「ああっ！　そういえば!!

　りょ、領民が増えたらその分を鬼人族がくれたりは……」

「ふざけるな！

　何故私達がそこまでしてやらねばいかんのだ！」

「や、やはり駄目か。

　いや、悪かった、今のは忘れてくれ。

　しかしそうなると、領民の確保よりも先に、家と食料の方をなんとかしなければいけないのか……。

　何人かの食料となると、メーアの毛との交換だけでどうにかなるものでもなさそうだなぁ」

　私はそうしてまた唸り声を上げながら頭を悩ませていく。

　そもそも今の家と食料だってモールからのお情けで貰ったようなものなのに、領民の分となるとどうやって手に入れたら良いのだろうか。

　領民に、家に、食料に、考えなければいけないことが増えてしまったせいで私の頭の中は完全にこんがらがってしまう。

　そんな状況の頭では考えても答えは出るはずもなく……それでも領主としてどうにか答えを探さなければと私は頭を悩ませて、悩ませ続けて……次第に私の頭は熱を持ち始める。

　これが噂に聞く知恵熱なのだろうか。

　そうして私は湯気でも出るんじゃないかという程に頭を熱していって……完全に茹だってしまう。

　茹だりながら頭を悩ますそんな私にアルナーは溜め息とともに話しかけてくる。

「……はぁ、全くお前のような馬鹿者の領民になぞ私なら絶対にならないぞ。

　……おい、馬鹿領主、これを受け取れ」

　そう言ってアルナーは手の平程の大きさの……何か、粉のようなものが詰まった革袋を私に手渡してくる。

「それの中身はマタビの粉末だ、それを使え」

「マタビ？　なんだそれは？」

「獣が好む香りを出す草のことだ、それを振りまけば香りを嗅ぎつけた獣が寄ってくる」

「へぇ、そんな草があるんだなぁ。

　えーっと……それで獣が寄ってくるから何なんだ？」

「……少しは自分の頭で考えたらどうなんだ、馬鹿領主。

　獣を狩ればその肉が食料となるだろう？

　肉以外にも毛皮や角が手に入り、それらには色々と使い道がある。村に持っていけば量次第だがユルトとの交換も可能だろう。

　そうして突っ立っているくらいなら男らしく狩りでもして、それで領民を集める為の地固めでもしたらどうだ」

「おお！

　それは良いな！　狩りは得意だぞ！

　何しろ頭を使わないで済むからな！

　なら早速獣を狩ってくるとしよう！

　あーっと……ユルトの手入れと、これから来るメーアのことはアルナーに任せてしまっても構わないか？」

「ああ、構わん。

　世話係としてそれくらいはやってやるさ、繊細なメーアは馬鹿なお前には任せられんしな。

　一応言っておくが……マタビの粉は遠くに行ってから使えよ、ここの近くで獣に暴れられても困るからな。

　風下にずっと行って、ここのユルトが見えなくなるくらいに離れたらそこで使え」

　私はアルナーに向かって大きく頷き、分かったと返事をして、早速にと拾っておいた戦斧を担ぎながら風下へと向かって駆け始める。

　そうやって草原をただただ無心で駆けていると、茹だっていた頭は冷えていって冴え渡っていくかのようだ。

　これは狩りをしているうちに領民集めの方策も思いつくかもしれないなー。いやはや、体を動かすってのはなんと素晴らしいことなんだろうな！













見渡す限りの草原で────










　そうして草原をしばらくの間駆け続けた私は、先程居た場所から十分に距離を取ったのを確認して、アルナーから貰った革袋の口紐を解いていく。

　革袋の口を広げて中を見ればそこには茶色の粉末が入っていて……ツンと鼻をつく草のものとは思えない独特の臭いがそこから漂ってくる。

　これを振りまけば獣が寄ってくるんだよな。

　それでえぇっと？　これをどのくらい振りまけば良いんだ？

　アルナーは量については特に何も言ってなかったよな。

　うーむ、とりあえず全部いっておくか？

　これをそこら辺に振りまいて……いや、ただ振りまくのも芸が無い。

　出来るだけ多くの獣に寄って来て貰いたい所だし……そうだ、高く放り投げるのはどうだろうか？

　香りが風に乗って遠くまで届いてくれそうだし……うん、それが良い。




　そうして私は口を大きく開けたままの革袋を風が強く吹くタイミングを計って全力で空へ向かって放り投げた。

　その結果は見事に目論見通りとなって、革袋から撒き散らされる粉末達が風に乗って飛んでいく。

　落下する革袋と共に風に乗らなかった一部の粉末が自分の頭に降り注ぐこととなってしまったが……まぁ、大体は上手くいったのだから良しとしよう。

　後はこのままここで獣が寄ってくるのを待って、それを狩っていけば良い訳だな。

　んー……何匹分くらいを狩ればユルトと交換して貰えるのだろうか、流石に１匹ってことはないだろうから……５匹……いや、10匹くらいが妥当だろうか。

　そうすると……とりあえずユルト10軒を目指すなら、１００匹は狩らないといけないということになるな。

　今日でいきなり１００匹を狩るというのは流石に無理だろうし、何日かは狩りを続けることになりそうだな、まぁ狩りならば何日続けても苦にはならないし、十分なユルトが集まるまでやり続けるとしよう。
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　とそんなことを考えていると早速にマタビの効果があったのか、風下の方からドドドドドと音が聞こえて来て……そちらの方へと視線を向ければ黒く蠢く何かの姿が見えてくる。

　果たしてどんな獣が来たのやら。随分と派手に足音をさせているし、これは結構な数の大物が釣れてくれたか？

　おお、遠目に見て分かる程に大きい獣が来てくれたようだ。

　随分と数が多くて……10や20どころの騒ぎではないぞ……と言うか多すぎるだろう!?




　一体何頭いるんだあれは!?




　黒い毛皮の大きな２本の角を構えた牛のようなその獣は、一目には数え切れない程の数がそこにいて……一体この草原のどこからあれだけの数が現れたのやら。……いやはや、マタビの効果恐るべしだな。

　この数を全て狩れたなら……これはいきなりの目標数達成もありえるかもしれない、と私はやる気を滾たぎらせながら戦斧を振りかぶる。

　獣達はそんな私に一直線に向かって突進し続けて来て、私と獣との距離は段々と縮まって……。

　そうして私と獣達の戦いの幕が開くのだった。







　戦斧を振り上げて、振り下ろして、振り上げて、振り下ろして。

　その繰り返しで猛然と突進してくる獣達の命を絶っていく。

　私の戦い方はこんな風にして力任せに本能のままに戦斧を振り回す、ただそれだけだ。

　志願兵として戦争に参加することになって、しばらくしたある日にまずお前は訓練をしろと言われて訓練教官とか言う人から剣とか槍とか弓とか、色々な武器の使い方を教わることになったのだが……そのどれもが私の性には合わずに、結局、私が選んだのは戦斧によるこの戦い方だった。

　そもそも急所を狙えだとか、鎧の隙間を狙えだとか、戦斧以外の武器は扱いが複雑過ぎる。

　相手の動きを読んだりしながら、武器の扱い方を考えながら戦えとか……そんなことが私に出来る訳がないだろうに。私の頭の出来の悪さを舐めないで欲しいというものだ。

　その点、戦斧はあれこれ考える必要が無いのが素晴らしい、ただただ相手に向かって振り回して、盾で防がれたならその盾ごと、鎧に防がれたならその鎧ごとに相手を粉砕したら良いのだからこんなに素晴らしい武器は他には無いだろう。

　訓練教官はそんな戦い方では早死するだとかと散々に私に怒鳴り散らしていたが、私が戦斧と共に戦場から生還して、そしていくつかの小さな戦果を上げて見せると次第に何も言わなくなっていった。

　私の戦果に納得したのか、それともただ呆れていただけなのか……。

　うぅん、今思えば後者だったのだろうなぁ。

　何しろ私の戦い方には致命的な欠点があったのだ。

　その欠点とは……戦斧の扱いが乱暴すぎて戦斧が戦いの途中で壊れてしまうというものだ。

　流石に武器無しの素手では、全身を鎧で覆う敵兵を相手するには無理があり……戦闘中に戦斧が壊れてしまったせいで死にかけたなんてのは、何回あったか数が多すぎて覚えていない程だ。

　しかしそんな欠点は今も愛用するこの戦斧を手に入れたことで克服することになった。

　隣国兵の、なんたらショーグンと名乗っていた男を倒して手に入れたこの戦斧は、とても……異常なくらいに頑丈で、私が全力で振り回しても、何度敵に叩きつけても決して折れたり壊れたりすることがなかったのだ。

　……それどころか、この戦斧はちょっとした刃欠けなどの損傷なら手入れ無しで勝手に直ってしまうという不思議な力まで持っていた。

　なんたらショーグンとの戦いを終えた後に獅子の顔のような意匠が気に入ったからという理由で拾った物だったのだが、まさかそんな不思議な力を持っているとは思いもよらなかった。

　そのことに初めて気付いた時に私は、夢でも見ているのかと驚いて、本当に驚いて……夢から覚めろと自分の頰を殴ったりしたものだ。

　何はともあれ、そうして私の戦い方の欠点は克服されることとなって、武器が壊れないという安心感から私はそれまで以上に全力で暴れまわるようになり……その結果が皆に褒められる程の大戦果という訳だ。




　……とまぁ、そんなことを考えながら、ひたすらに戦斧を振り回していた訳だが……ざっと辺りを見回せば……うん、群れの半分程を狩れたようだ。

　……動きが単調な獣が相手であれば、そんな考え事をしながらでも余裕だな。

　さて、残りの獣達をどうするかだが……獣の群れの残り半分は、私の周囲に広がる惨状を目の前にしてすっかりと萎縮してしまったようで後退りを始めている。

　逃げる獣を一々追い回すのは流石に面倒そうだなと考えて、私が戦闘態勢を解くと、獣達はその途端に一目散にこの場から逃げ出し始める。

　そんな獣達を追わずに見送ってから……あることに気付いて私は呆然となる。

　獣をたくさん狩れた……それは良い、これだけの数ならたくさんのユルトや食料と交換して貰えそうだから……それは良いのだが、しかしこのたくさんの獣達を一体どうやって鬼人族の村まで運んだら良いのだろうか？

　周囲に転がる獣達は……数え切れない程の数であり、それらを運ぶ手段など当然に私は持っていなくて……一人でこれら全てを何度も往復しながら運ぶとかは……いくらなんでも無理がある。

　何か良い手段が無いものかと一応頭を悩ませては見たが、私の頭では当然に良い答えなど見つけられるはずもなく、ならばもうアルナーに相談するしかないだろうとの結論となる。

　そうして私はとりあえず狩りの成果の証明にと１匹だけを背負い上げて、アルナーの下へと戻るべく来た道へと足を向けるのだった。













出来上がったユルトの側で────










　うーむ、運ぶ手段も考えずにただ暴れるだけ暴れてしまって……またアルナーに馬鹿領主と言われてしまうのだろうか？

　彼女がそうする時の視線と声はとても冷たく氷のようであり、中々に堪えるものがあるんだよなぁ。

　と、そんなことを考えながら歩くと、完成したらしいユルトと組み立てが終わりつつある飼育小屋が見えてきて……そうしてそこに立っていたアルナーが獣を背負う私に気付いて……何故だか嬉しそうな表情を浮かべながらこちらに駆け寄ってくる。

「やるじゃないか！

　初めての狩りで黒ギーを狩るとは、中々の男気だ」

「え？　あ、ああ……黒ギーって言うのかこれ。

　いや、それがな、私が狩ったのはこいつだけじゃないんだ。

　マタビを撒いてな、それで襲って来た群れの半分程を狩ったのは良いんだが……狩った獣達の数が多すぎて、一人では運びきれそうになくてな。

　……何か良い方法は無いだろうか？」

「群れの半分？　半分とはどのくらいなんだ？」

「あー……数え切れん、30か40か……１００ってことはないと思うんだが……」

「そんなにか！

　30だとしても凄い数じゃないか！

　なんだなんだ全く……いきなりそこまでの男気を見せるとは見直したぞ」

　と、何故だか機嫌よくそう言うアルナーに、私は戸惑ってしまう。

　こちらに駆け寄って来た時もそうだったが、何故そんなに機嫌が良いんだ？　さっきまでとはまるで別人のようじゃないか。

　それに……なんだ？　男気……男気を見せる？

　私と私が背負う黒ギーという獣を見るアルナーの顔はすっかりと満開の笑顔となっていて……私はその笑顔に戸惑ってしまう。

　何故にそこまで機嫌が良いのかと、私がアルナーに尋ねようとした丁度そのタイミングで、モールが約束の２頭のメーアを連れながらこちらへやってくる。

　モールはこちらに近づくなり真っ先に私の背の黒ギーへと視線を向けて、そうして皺だらけの顔を歪めて、笑顔となって声を弾ませながら口を開く。

「おや、黒ギーを狩ったのかい？

　アンタ、中々やるじゃないか、早速男気を見せたね」

「族長！

　こいつが狩ったのはこれだけじゃないらしい、30も40も狩ったそうだぞ！」

　モールが喋るなりに元気に声を上げるアルナー……うん、二人ともえらく機嫌が良いな。

「本当かい！　そいつは大したもんじゃないか。

　全く初日から随分な男気を見せてくれるねぇ」

「本当にな！　初めて見たぞ、こんな男気！

　族長、私は早速村に行って男連中を呼んでくる。日が沈んでしまう前に、こいつ……ディアスが狩った黒ギー達を回収しないといけないからな！」

　と、そう言ってアルナーは村の方へと駆け出していく。

　モールはメーアを飼育小屋の中に入れとくよ、と私に一声かけてから飼育小屋の方へと向かっていって……私はそのまま一体何が起きているのやらと呆然と立ち尽くしてしまう。

　いやいや、なんだってアルナーはなんであんなに機嫌が良くなったんだ？

　私のことをディアスと名前で呼びまでしたぞ？

　それにさっきから繰り返されている男気とは一体何なんだ？

　アルナーとモールの言う男気という言葉にはどうにも私の知る男気とは別の意味が込められているように思える。

　そう思わないとどうにもあの二人の会話は不自然で……一体鬼人族の言う男気にはどんな意味が込められているのだろうか？　と私は首を傾げながら頭を悩ませる。

　しばらくの間、私がそうしていると……モールが飼育小屋にメーアを入れ終えたようで杖を突きながらこちらへと戻って来て……手に持つ杖で黒ギーの血まみれの私の戦斧をコツンコツンと叩いて声をかけてくる。

「なんだいなんだい、全く大したもんじゃないか。

　戦争で活躍したとは聞いていたが……アンタ本当に強いんだねぇ。

　黒ギーを一度に30も狩るだなんて、見事な男気だよ」

「あー……モール。

　その男気ってのは一体何なんだ？

　アルナーとモールの会話を聞いていると、どうにも私の知っている男気とは意味が違うように聞こえるんだが……」

「……何だって言われてもねぇ、男気は男気だよ。

　その男の価値、働き者かどうか、甲斐性があるかどうか、そんなことを全部ひっくるめて男気っていうんだよ」

「働き者……甲斐性か。

　……んん？　私にその男気があるとして、それでなんでまたアルナーの機嫌が良くなるんだ？」

「アンタね……アルナーだって立派な大人の女なんだよ？

　良い男気を前にしたら機嫌が良くなるに決まってるじゃないか。

　そうなるのは別にアルナーに限ったことじゃないよ、村の女なら誰だってそうさ。私だって若かったら黙ってなかったよ」

「……もしかしてだが……男気があると女にモテるだとか、そういう話なのか？」

「それ以外に何があるんだい？

　女にとっては男気が全てだろう？」

「いや、顔が良いとか、話が合うだとか、甲斐性以外にも色々とあるだろう？」

「……はぁ？　アンタ何を馬鹿なこと言ってるんだい？

　顔が良いから何だってんだい？　それで腹が膨れるのかい？　話が合えばそれでメーアが増えるのかい？

　男気の無い男と結婚したら自分だけじゃなくて、生まれてくる子供まで飢えるんだ。

　女にとっては男気が全てだよ、それ以外のことなんて何の価値もありゃしないよ。

　顔の良さで価値が出るのは女だけさ」

　……なるほど。

　種族が違い、住む場所が違えばその常識も、価値観も違うと言う訳か。

　それにしても甲斐性が男の価値の全てとは……。

　うぅむ、鬼人族とはこれからも長く付き合うことになりそうだし、余計なトラブルを起こしたりしないように、そこら辺の意識の違いを改めてしっかりモールに教わった方が良いかもしれないな。

　とそんなことを考えながら私が唸っていると……モールは一体何を勘違いしたのかニヤけた顔をしながら声をかけてくる。

「ちなみにアルナーと結婚したいっていうならね……アルナーは結構な美人で働き者だからねぇ、やや多めになるよ。

　黒ギーなら30頭、若いメーアなら20頭ってところが妥当かね。

　アンタなら簡単に狩れるんだろうし、手を出したくなったらちゃんと手順を踏むんだよ」

「は……？　はぁ!?

　アレをたったの30頭でアルナーと結婚!?

　いや、それは人身売買だとかそういう話ではないのか！」

「……何を馬鹿なこと言ってるんだい？　売買じゃなくて結納だよ、結納。

　王国では結納をしないのかい？

　自分と結婚する為にそれだけの男気を見せてくれたならそれで女は誰だって、それこそアルナーだってイチコロってもんだよ。

　十分な結納品を納めればそれで結婚は成立、村の女ならそれで納得して文句を言ったりはしないよ。

　ちなみに私の時は、村一番の美人で働き者と評判だったからねぇ、旦那は良いメーア40頭も持ってきてくれたよ。

　旦那の見せてくれたあの男気には、そりゃぁもう嬉しさのあまりに涙が出たもんだったよ」

　……き、鬼人族の結婚観恐るべし。王国とは根本の考え方からして全く違うんだな。

　ま、まぁ、今私が考えるべきことは領民をどう集めるかということで、結婚だとかそういうことは後回しだ。

　というかアルナーと結婚とか……そんなことをしてしまったら、その先にどんな生活が待っているのやら……。

「何をそんなに顔を険しくしてるんだい？

　ははぁ、さては子供の心配だね？　安心しな、角有りと角無しの間にも子供はちゃんと出来るさね」

「違う、全然違う、そんな心配は一切していない」

　私の強い口調で上げた否定の声はモールの耳には何故か届かないようで、モールは角無し、つまり私のような人間と結婚した鬼人族の娘の結婚生活の話や、子育ての極意なんかを話し始める。

　私はそんな話を聞きながら、鬼人族との価値観の違いや、アルナーの態度の変化など、予想外の所で増えてしまった悩みの種に頭を痛ませるのだった。













翌日の朝、ユルトの中で────










　何やら香ばしい匂いがしてきて、その匂いに促されて腹が唸って目を覚ます。

　……そうか、ここはユルトの中……天井の穴から注ぐ太陽の光を見るに、もう朝か。

　あー、なんだろう、寝床が凄く柔らかい……そうか、これがメーアの布と毛を使った寝床か。

　戦斧は……ああ、寝床の横に置いてあるな……私はどういう経緯でこの寝床に寝たのだったかな？

　うーむ、頭の中がはっきりとしないな。

　目を擦って眠気を頭の中から追い出しながら、頭の中に渦巻く記憶を整理していく。

　昨日……あれからまずアルナーが村の男衆を連れて戻って来たんだったな。

　そして獣達を置きっぱなしにしている場所の大体の位置を私から聞いてそこに向かっていって……。

　アルナー達が獣達を回収している間にモールに……そうだ、メーアの世話の仕方を教わったんだったな。

　メーア達はオスはフランシス、メスはフランソワと名付けて……フランシス達の体を存分に撫でたり飼育小屋の水飲み場に水を汲んでやったりしているうちに、アルナー達が戻って来たんだったな。

　獣達を運んでくれた男衆達は、その数の多さに驚き、本当に私が狩ったのかと疑い、柔らかな態度で私に接するアルナーにまた驚きと忙しそうにしていて……そんな男衆を横目に、モールとアルナーとで狩った獣の数の確認と、それらと交換して貰うユルトや食料の数の話し合いなんかが行われて……それらが終わってモール達が獣達と共に村へと帰り……そうだ、それでアルナーと二人で食事をしたんだったな。

　アルナーが干し肉と村から持って来ていたらしい芋とで煮物を作ってくれて……それがまた美味しくて美味しくて食べすぎてしまってー……。

　そうやって満腹になって、うとうととして……それでそのまま寝てしまったのか。

　……ならば誰が私をこの寝床まで運んでくれたのかという疑問が浮かぶが……まぁ、アルナーなんだろうな。

　あの煮物の匂いがまたこうしてユルトの中に漂っているってことは、アルナーは食事の準備をしてくれているのだろうか？

　……うん、眠気も無くなって頭もはっきりしてきたことだし、そろそろ起きるか。

　起き上がってユルトの中を見渡せば、ユルトの外に煙突を突き出す竈かまどで料理をしているアルナーの姿が見える。うぅむ。なんとも楽しそうに料理しているなぁ。

「おはよう、アルナー」

「おはよう、ディアス！

　食事はもうちょっとだけ待ってくれ、今薬草を足したところなんだ、だからもう少し煮込まないと……」

　私が挨拶をするとアルナーは竈を見つめたままにそう返事を返してくる。

　なんでも朝食の時に体を暖めたり病を寄せ付けなくなる効能のある薬草を食べるのが草原では重要なのだそうで、今しがたそれを昨日の煮物の残りに足した所なのだそうだ。

　私への説明を終えたアルナーは鼻歌混じりに竈の上の鍋をかき混ぜ続けて…そうして少しの時間の後にその朝食は完成となる。

　朝食が出来たなら早速にとアルナーは組み立て式の足の短いテーブルの上に木の器に入れた朝食を並べていく。

　床に置かれたクッションの上に座って食べるのがユルトでの食事作法なのだそうで、椅子などは使わないらしく、テーブルの足が短いのはその為なんだそうだ。

　私とアルナーはテーブルを挟んで向かい合って座り、薬草入りの煮物を食べ始める。

　木のスプーンですくい上げて口に運べば……うぅむ、美味い。

　薬草を入れたせいで不味くなるかと思ったがそんなこともなく、爽やかに抜ける香りとちょっとした辛味が付いたことで昨日の晩飯より格段に美味くなっている。

「驚いたよアルナー、出来たての昨日より美味くなるなんてな」

「そ、そうか？　そんなに手間はかけてないんだがな……。

　まぁ褒められて悪い気はしないぞ……うん……」

　素直な感想を私が言うと……アルナーは褒められたのが余程に嬉しいのか頰を赤く染めながらもじもじと体をよじらせる。

　その態度と表情は初めて会った時とは全くの別人と言って良いくらいに別物で……変われば変わるものだな。

　アルナーはしばらくの間、体をよじらせ続けて……そんな自分を見る私の視線に気付いたのか、咳払いを一つしてから、姿勢を正して口を開く。

「お、オホン！　……そ、それでディアス、今日の狩りはいつ始める？」

「んん？　昨日の狩りで色々と手に入ることになったのだし、それで十分じゃないのか？」

「……いや、ここに人を集めるのならまだ足りない物がいくつもある。

　まずは井戸だ、川の水は上流に獣達が住み着くと病の元に汚されることがあるからな、飲み水を確保する為に井戸は必要だ。

　それと厠だ、糞尿も病の元だからな、しっかりと処理する場所も必要になってくる。

　村にいる職人達に井戸と厠を作って貰う対価の為にまだまだ狩りをしなければならない」

「なるほど……なら今日も黒ギー狩りか」

「いや……黒ギーはもう十分だ。

　というか同じ獣ばかり持ってこられても村の皆も困ってしまうからな、しばらくは別の獲物にしたほうが良い。

　……ディアスは昔にモンスター狩りをしていたのだろう？　ならばモンスターを狩るのはどうだ？」

　モンスター、瘴しよう気きを持つ生物ならざる生物達か。

　瘴気の渦から発生したり、ダンジョンから這い出てきたりするモンスター達はモンスター以外の生物全てを何故だか憎んでいるようで、その憎しみのままに無闇矢鱈に襲ってくる厄介な存在だ。

　その肉は瘴気まみれなので食用などには向かないが、外皮や爪、角、心臓部にある魔石などは生活の様々な場面で有用になることがある。

「なるほど、モンスター狩りか、悪くないな。

　しかしアルナー、ここら辺にモンスターなんて居るのか？」

「数は少ないがな、探せば居るぞ」

「……この広い草原の中から少ないモンスターを探すのか……？

　えらく時間がかかりそうだし、それならマタビで黒ギー以外の獣を狩った方が……」

「それについては私に任せておけ、私は魔物を探す魔法を使えるからな。

　私と一緒に狩りに行けばすぐに終わるぞ」

「……アルナーと一緒に？

　それは……構わないが、二人で出かけてしまうとフランシス達から目を離すことになるが……大丈夫なのか？」

「もう少しすると、村から昨日の狩りの対価を運ぶ為に男衆がやってくるはずだから、メーアについてはそいつらに任せておけば大丈夫だ。

　早速支度を整えて、男衆達が来たなら二人で一緒に出かけよう！　退屈な狩りも二人でやればきっと楽しいぞ！」

「あ、あぁ、分かったよ」

　アルナーの頰がまた赤くなっている。

　先程の言葉も『二人で一緒に』の部分にやけに力がこもっていたし……うーむ、今のアルナーと二人きりになってしまって平気なのだろうか……。

　私のそんな心配を他所にアルナーは食事を終えて、さっさと片付けをして支度をしようとはりきりながら食器を壺に汲んだ水で洗い始める。

　食器を洗って竈の後始末が終わったなら、朝の身支度の時間だとアルナーは私に獣の毛で作られた歯を磨く為のブラシと髭剃り用の小刀を手渡してから川に行って身支度をしてこいと私をユルトから追い出し始める。

「アルナーは川で身支度をしないのか？」

　私の背を押すアルナーにそんなことを聞けば、なんでも女性の身支度は色々と道具を使ったり、手間がかかったりするのでユルトの中でするのが常識なのだそうで……私はそういうものなのかと納得し、素直にユルトから追い出されて川へと向かうことにする。

　ブラシでの歯磨きを終えて、川に反射する顔を見ながらの髭剃りに私が悪戦苦闘していると、鬼人族の村から男衆達がユルトの建材や食料を担ぎながらこちらへとやってくるのが見える。

　髭剃りの途中の……不格好な顔で挨拶に向かうべきか、それともまずは髭剃りを終わらせるべきかと私が悩んでいると……アルナーが男衆の声を聞きつけたのかユルトから出てくる。




　ユルトから出て来たアルナーを一目見るなりに男衆は色めきだって、周囲に響き渡る程の歓声を上げ始めて……そして私は私でアルナーを見るなりに驚きの声を上げてしまう。




　何故私達がそんな声を上げてしまったのかと言えば……アルナーの化粧が全くの別物に変化していたからだ。

　鬼人族特有の炎を思わせる模様の赤い塗料での化粧は、鬼人族の老若男女の誰もがその顔にしているのだが、今のアルナーにはそれが無い。

　赤い塗料は全てが洗い流されていて、瞼の上の青紅に、唇の赤紅に……。

　そんな化粧の変化の理由は……まぁ、うん……流石に頭の足りない私でも分かってしまう。

　アルナーは私がアルナーの化粧の変化に気付いたことと、驚き声を上げたことが嬉しかったのか、満足そうな笑顔を見せて来て……どうだと言わんばかりに私に向かって頷いて見せてから……男衆達の方へと駆け寄って挨拶を交わしていく。

　そのままの流れでアルナーが少し出かけるのでメーア達の世話を頼むとの声を上げると……男衆達は色めきだったまま、アルナーのことを見つめたまま、思わずといった感じで、それに頷いてしまい……直後にハッとなって我に返る。

　何やらこの後に用事があってやはり無理だとか、断りたいだとかの声を男衆達が上げ始めるが……しかしアルナーは一度話を受けたのだからと男衆の言葉を突っぱねる。

　啞然とする男衆達に適当に手を振ってみせて、後のことは頼んだと、それだけを言ってアルナーはこちらへと駆け寄ってくる

「ディアス、私の方の身支度は終わったぞ。

　後はディアスが終わればいつでも出かけられるな。

　……男衆もメーアの世話を快諾してくれたから、今日はずっと一緒に居てやっても良いんだぞ？」

　そんなことを言うアルナーは、とても良い笑顔となっていて……私達の様子を窺っていた男衆達は、そんなアルナーの笑顔に魅了されながら……私に嫉妬の視線を投げかけてくる。

　嫉妬の視線は刺々しく辛辣で『あんなアルナー見たことがない』『何故アルナーがお前なんかに』『余所者が』『俺のアルナーに何をしやがった』なんて男衆達の心中が無言のうちに伝わってきてしまう程だ。

　実際化粧を変えたアルナーは見違えるくらいに見目よく、魅力的になっているので嫉妬する気持ちも分からないでもないのだが……しかしまぁ、私に嫉妬されても困るというか、なんというかなぁ……。

　そして肝心のアルナーはと言えば男衆の嫉妬の視線に気付きもしないでただただ私に笑顔を向けるばかりで……うぅむ、これは男衆達が怒り出してしまう前にさっさと出かけてしまった方が良さそうだな。




　そうして私は多少雑になるのも仕方なしと手早く髭剃りを終わらせユルトに戻り……鉄鎧を着て戦斧を担いでと準備を整えて、弓を肩にかけ矢筒を腰に下げたアルナーと共に、ユルトの側を、嫉妬に燃える男達の側を離れたのだった。













草原を北に向かいながら────










　これから向かうのは草原の北部にあるモンスター出現地帯だそうだ。

　近くにダンジョンでもあるのか、そこにはかなりの頻度でモンスターが姿を見せるらしい。

　そこでモンスターを探し、モンスターを何匹か狩って……その素材を持ち帰れば厠と井戸の対価には十分だろうとのことだ。

「モンスターを探すのは私の魔法に任せてくれ！

　私は家事だけじゃなく魔法も得意なんだ！」

　跳ねるような足取りで私の先を駆けていたアルナーが、そんなことを言いながらこちらをじっと見つめてくる。

　こちらを見つめてくるアルナーの目は、何かを期待するかのように輝いていて……さて、どう返事したものかと少し迷ってから……、

「それは凄いな」

　との一言を私が返すと、それでアルナーは満面の笑みとなって、更に足取りを軽くし始める。

　アルナーのこの……なんともいえない変化は果たしてどう受け止めて良いものかと迷う所がある。

　一緒に暮らす以上は仲良く出来ることは良いことだと思うのだが……うぅむ。

　と、そんなことを考えているうちに、どうやら目的としている北部に着いたらしくアルナーは足を止めて、弓に矢を継いで軽く構えながら周囲を見回し始める。

　とても大きな岩山が近くにあり、その岩山から冷たい風が吹いてくる影響で、ここいらはあまり草が育たないとかで、北部の一帯は草原というよりは荒野に近い印象だった。

　まばらに生えた背の低い草に剝き出しの土が広がる大地。

　その大地には岩がごろごろと転がったりしていて……なるほど、いかにもモンスターが生息していそうな風情ではあるな。

　アルナーと私はそんな荒野を歩いて回ってモンスターの姿を探したのだが、モンスターの姿は見当たらずに……アルナーはならば自分の魔法の出番だなと目を輝かせ始める。

　そんなアルナーに向かって私が頼むとの一言を口に出すと、アルナーは喜色満面になりながら頷いて見せて、私から少し離れた所に立ってから瞑目し何か呪文を唱え始める。

　呪文に呼応して最初に光ったのはアルナーの角だった。

　普段は青く輝いている角が白い光を放ち始めて、その光は辺りの空気に溶けるようにして広がっていく。

　角の次に光ったのはアルナーの編み込まれた髪の先にある宝石達だ。角と同じ光を放ちながら宝石達はゆっくりと宙に浮かんでいって、そんな宝石に引っ張られる形でアルナーの髪は周囲にふわりと漂い始める。

　角と宝石から発せられ続ける白い光達はしばらくそのままに光り続けて……そして突然にその光が波のようにうねったかと思ったら光の一部が赤く染まり始めて……その赤く染まった部分へと光が集約されていく。

　赤く染まり、一つの塊となった光は槍のような鋭く尖った形を作り上げ、ある方向を指し示し始めて……その赤い光の槍に触れながらアルナーは呪文を唱えるのを止めて目を開く。

「……見つけた。

　かなり大きいモンスターだ。

　……他のモンスターが見当たらないのはこいつが何かしたせいかもしれない」

　ここから北に見えるあの岩山の麓の辺りにそれは居るらしい。

　その大きさはかなりのものであるらしく、危険なモンスターかもしれないそうだ。

　先程までとは打って変わっての緊張した面持ちでそう言ってくるアルナーに、私は戦斧を軽く構えながら言葉を返す。

「危険なモンスターかもしれない……か。

　よし、まずは私が一人で様子を見てくるからアルナーはどこかに隠れて───」

「いや、私も一緒に行こう。

　忘れたのか？　私は隠蔽魔法が使えるんだ。

　相手が私達の手に負えなそうなら隠蔽魔法で身を隠して、二人で一緒に逃げるぞ」

　私の言葉を遮ってそう言うアルナーは、じっと強い視線で私を見つめて来る。

　……ああ、そういえばそうだったな、アルナーには隠蔽魔法があるのだったな。自分は魔法は一切使えず、魔法に頼った戦い方を知らないのでうっかりしていた。

　アルナーに危険が無いのであればと私が頷き、

「分かった、一緒に行こう」

　との声を返すと……アルナーは満足げな表情で頷き返してくる。

　そうして私とアルナーは、モンスターが居るという岩山の麓への移動を開始したのだった。













岩山の麓で────










　岩山の麓に居たモンスターは、遠目にもはっきりと分かる程に巨大なモンスターだった。

　モンスターに奇襲されやしないかと慎重に、警戒しながらここへと移動してきたのだが……しかしあの大きさならば奇襲を心配する必要は無かったな、なんてことを考えてしまう程にそのモンスターは大きい。

　長い首に４本の足、ごつごつとした甲羅を背負ったそのモンスターを一言で表すなら……、

「……亀？」

　であった。

　体が大きすぎるせいか、動きは緩慢に見えて……そしてその甲羅の形が如何にも亀っぽい。

　首が異様に長いので亀ではないかもしれないが……いや、うん、あの頭の感じは亀だな。

　なんだか目がぼーっとしているというか……何処か間抜け面にも見える。

　初めて見るその亀のモンスターを眺めながら、果たしてあれは強いのだろうか？　と首を傾げていると……すぐ側に立つアルナーは顔色を悪くしながら震える声を漏らす。

「あ、あれはアースドラゴンだ、な、なんでドラゴンがこんな所に……」

　ドラゴン？　ドラゴンといえば赤くて羽があって空を飛んで炎を吐くあれだろう？

　あれはどう見ても亀だし、なんだか全体的に黄色っぽいというか茶色だし、とてもドラゴンには見えないのだが……。

　だがアルナーの緊張した表情は噓を言っているようには見えない。

　……もしかしたら鬼人族は亀のことをドラゴンと呼んだりするのだろうかな？

「よし、相手が亀であれドラゴンであれ、とりあえず一発殴ってみよう。

　アルナーは隠蔽魔法で隠れていてくれ」

「ば、馬鹿なことを言うな！　相手はドラゴンだぞ！　勝てる訳が───」

　アルナーは戦斧を構えながら歩き出す私にそんな声を……恐怖に震えた声をかけてくる。

　なぁに、所詮相手は亀だ、そう怖がることもないさ。

　亀ならば足も遅いことだろうし、いざとなれば逃げるのも容易だろうとも。

　私は振り返って不安一色に表情を染めているアルナーに安心しろとの一声をかけてから、亀に向かって走りだす。

　とりあえずその硬そうな甲羅にこの斧が通じるかどうか、試してみるとするか……！







　戦斧を振り上げながら駆ける私に亀はすぐに気付いたようだった。

　ギョロリとした目で私を睨んで……睨んだままに動かない。

　私が攻撃しようとしていることには気付いているようだったが……回避しようともせず、迎撃しようともせず……どうせお前の攻撃など自分の甲羅には通用しないのだと言わんばかりの余裕の態度を見せつけてくる。

　ならばその余裕ごと甲羅を粉砕してやろうかと私は甲羅に狙いを定めて亀との距離を詰めていく。

　相手は亀だ、首や足を狙ったところでどうせ甲羅の中に引っ込めてしまうのだろう。

　だったら最初から甲羅を殴ってしまったほうが話は早い。

　そうして私と亀の距離は縮まり……戦斧の刃が届く距離となって、私は甲羅目掛けて戦斧を全力で叩きつけた。





ガァァァン。






　という音と共に凄まじい衝撃が戦斧を持つ手に伝わってくる。

　今までに経験したことのないその衝撃から、甲羅の硬さが尋常ではないということが理解出来る。

　分厚い石積みの城壁や鉄製の城門を戦斧で殴りつけた時もここまでの衝撃を感じることはなかったというのに……一体この甲羅は何で出来ているんだ？

　私の攻撃を受けた亀の甲羅には傷一つ無く……反対に私の戦斧の刃の方にヒビが入ってしまっていて……こいつは参ったな、と私は戦斧の刃を返し、反対側の刃でもって甲羅が駄目なら亀の首を刎ねてやろうと戦斧を横薙ぎに振るう。

　亀はその攻撃は予想していたとばかりに目を細めて失笑を漏らすかのように口元を歪めながら素早く首と手足を甲羅の中に引っ込めることで戦斧の横薙ぎを回避してみせる。

　ならばと私がその首を引っ込めた穴に戦斧を叩き込もうとそちらに狙いを定めると、驚いたことに甲羅の一部がグググと稼働してその穴を覆ってしまう。

　まさか亀の甲羅にそんな仕掛けがあるとは……予想だにしていなかった事態に私は驚きで思わず動きを止めてしまう。

　どう攻撃したら良いものかと戦斧を構えたまま固まる私に、甲羅の中に引きこもっての籠城を決め込む亀。

　……そのまま私も亀も動かないままに、時間が経過する。

「でぃ、ディアス！　今のうちに逃げろ！

　アースドラゴンを一人で相手にするだなんて無謀過ぎる！」

　戦況が膠こう着ちやくしたのを見てか、離れた場所でこちらを見守っていたアルナーが声を上げる。

　逃げる……か。……しかしこのまま尻尾を巻いて逃げるというのも何か悔しいな。

　どうせ逃げるのであればやれるだけのことをやってからにしたい。

　と、そう考えた私は亀の甲羅によじ登り、甲羅の上に足場になりそうな場所を見つけそこに仁王立ちになって、戦斧を高く振り上げる。

　馬鹿と言われるかもしれないが、無駄なことをすると笑われるかもしれないが、他に攻撃する場所が無いのだから仕方なし。愚直に甲羅を殴ることにする。

　一撃で駄目なら二撃三撃と繰り返すのが私の戦い方だ、さて、体力が尽きるまでに何回殴れるかな？　と私は思いっきりに全力で戦斧を甲羅目掛けて振り下ろす。

　そうやって戦斧を振り下ろす度に……鈍い衝撃音と、ついでとばかりに戦斧にヒビが入る音が周囲に響き渡る。

　二度三度とそんな攻撃を繰り返しても相変わらずに手応えは無く、甲羅は無傷のままだ。

　戦斧にヒビが広がって、そろそろ不味いかと言う所まで来たら一旦攻撃を止めて、戦斧に『直れ』と力を込めて命じる。

　放っておいても自然と損傷を修復してしまう不思議なこの戦斧、実は意識的にそれを行うことも出来たりする。

　こう、直れ！　と念を込めながら力を込めるのがコツで……なんか、こう、上手くやるとかなりの速度で修復が行われる。

　そんな戦斧の不思議な力が発揮された結果、戦斧がうっすらと光りながら修復され始める……と、同時に、それを見ていたらしいアルナーの悲鳴に近い驚愕の声が聞こえてくる。

　うん、まぁ、誰でもこれを見たら驚くよな。

　私も初めてこれに気付いた時は、それはもう酷いくらいに驚いたもんだ。

　戦斧が放つ光が収まり……しっかりと戦斧が修復されたのを確認してからまた戦斧を甲羅に叩きつけて、繰り返し叩きつけて、そしてまた戦斧を修復させる。

　亀はそれでも籠城を続けて……ならばと私は更に何度も何度も戦斧を叩き続けて……アルナーはそんな私の戦い方に言葉も無いようで、呆然としながら私と亀の戦いを見つめ続けている。

　私はいつか甲羅を砕くことが出来るだろうと、亀はいつか私の体力が尽きるだろうと考えてお互いに戦法を変えることはなく、そのままに時間は過ぎていき……お互いが想像する決着は中々に訪れずにいつしか日が傾いて空が赤く染まり始める。

　うーむ、参った、全然割れないぞ、この甲羅。流石に夜になったら諦めて帰らないといけないよな。

　亀のモンスター如きを倒せないとは悔しいが、うぅむ、仕方ないか……。

　遠くで呆然としたまま暇そうにしているアルナーにも悪いし……次が最後の一撃かな。

　と、そんなことを考えながら私は最後と決めた一撃を甲羅の頂点に向かって振り下ろす。

　……するとバキリ、との音が周囲に響き渡った

　攻撃を弾く鈍い音でも、戦斧が砕ける音でもなく、今日初めて耳にするその音は……どうやら甲羅が割れた音のようだ、よくよく攻撃した箇所を見てみれば戦斧は甲羅を割って亀の身に深く突き刺さっている。

　まさか最後と決めた一撃が甲羅を割ってくれるとは思っていなかった私は、そのまさかの出来事にしばらく呆然と硬直してしまって……そしてハッと意識を取り戻し慌てて斧を振り上げて、亀にトドメを刺すべく力を込める。

　亀はここに来て急激な動きを見せる。流石にこれ以上甲羅を殴られてはたまらないのか、慌てた様子でウゴウゴと蠢き、甲羅を揺らし、甲羅を稼働させ始めて……その頭と足を甲羅の外に出し始める。

　そして恐怖なのか驚愕なのか、亀は震えて揺れる目で私を睨みながら首をくるりと捻り、大きく開かれた口を、甲羅の上に居る私へと向けてきて……その口からこの戦い初の亀の攻撃が放たれる。





ゴウゥゥッ。






　との音と熱量が私へと凄まじい勢いで向かって来て……驚くことに亀は口から火球を吐き出したようだ。

　いや、そんな攻撃が出来るのなら、なんで最初からその攻撃をしてこないんだよ!?

　凄まじい熱量を放ちながら私へと向かってくるその火球を回避する為に、私は甲羅の上から飛び降りて……飛び降りながら亀の足に狙いを定めて戦斧を振るう。

　亀は慌てて甲羅の中に足を引っ込めての回避をしようとするが、それよりも早く戦斧は亀の足に直撃し、そこから血が噴き上がって……亀はその痛みからか足を激しくバタつかせながら、





ヌボゥゥォォォォォ。






　と、太く響く悲鳴を上げる。

　亀はこんな声で鳴くのだなとの驚きを抱きながら私はドスンと地面へと落下する。

　攻撃に全力を傾けたが為に、受け身も取ることが出来ず、したたかに体を地面へと打ち付けてしまって……体のあちこちが痛みを訴えてくる。

　だが今は痛みを気にするよりも、機会を逃さず攻撃を仕掛けるべきだと、私はすぐに立ち上がってバタつく亀の足に狙いを定め戦斧を振っての攻撃を放つ。

　すると亀は敵からの攻撃に対しそうするしか手立てが無いのか、攻撃を回避するでもなく、攻撃から逃げるでもなく、甲羅の中に首と足を引っ込めることで攻撃を防ぐ。

　ガァァンと甲羅に戦斧がぶつかり、攻撃が弾かれて……私は体勢を立て直し、戦斧を構え直して、亀の次なる行動に備えた……のだが、亀は甲羅の中に引きこもったまま動こうとはしなかった。

　またそうやって甲羅の中に籠城するのであれば甲羅の割れた部分を再び攻撃するだけだぞ？　と私が甲羅を登ろうとすると、亀は慌てた様子で頭と足を出しての抵抗をし始めて……ならばと私はその頭と足を目掛けて戦斧を振るう。
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　そんな攻防が何度か繰り返されて……そうする中で何度か首や足を狙っての攻撃が成功して、亀の体に傷が増えていく。

　亀は恐らく今までに甲羅が弱点として狙われる戦いを経験したことがないのだろう。

　どう戦って良いのか分からずに混乱してしまっているようで、焦りと恐怖とが相まってか、その動きはどんどん鈍く、硬くなっていっているようだ。




　この調子で戦っていけば問題なく勝てそうだなと、そこで私は勝利を確信する。




　亀はそれでも諦めることは無く、首と足を引っ込めたり、出したりを繰り返す中で、たまの私の隙を見つけては火球を吐き出しての攻撃をしかけてくる……が、その狙いは混乱のせいなのか定まっておらず、火球はあらぬ方向へと飛んでいく。

　そんな火球攻撃を何回か繰り返された時だった。亀は火球を吐き出しながら偶然に、離れた場所で私達の戦いを観戦していたアルナーの姿をその視界に収める。

　あの女は一体何だとアルナーを睨む亀を見て……私は一瞬、体を強張らせてしまう。

　あの火球がアルナーに放たれたなら、アルナーはあの火球を避けられるのだろうか？　アルナーにあの火球が直撃したら、アルナーはどうなってしまうだろうか？　と、そんなことを考えてしまったのが強張りの原因だ。

　亀はそんな私の一瞬の強張りを見逃さず、混乱に歪んでいたその目を正常なものへと回復させて、冷静さを取り戻し……そして口元を歪めてニヤリと笑い、その笑みでもって次はあの女を狙ってやるぞと私に伝えてくる。




　瞬間、何かの感情で私の中が沸騰した。

　アルナーを狙わんとする亀のことが許せなかったのか、あるいは何がなんでもアルナーを守らなければと思ったのか……兎に角自分でもよく分からない感情に突き動かされて、体の奥から力が吹き出してきて……その力でもって私は地面を蹴り飛んで、一気に亀の甲羅の上へと駆け上がる。

　亀が何かをする前に、亀がアルナーへと火球を吐き出してしまう前に、素早く、力強く、全力を込めた一撃を甲羅の割れた部分へと叩き込む。

　断末魔は無かった。

　甲羅という防壁を失ったそこへと攻撃を受けて、一度だけビクンとその体を震わせた亀はそのまま動かなくなって……それが戦いの終わりを告げる合図となった。




　ああ、全く厄介なモンスターだった。

　というかあの火球。あれをいきなり連発されていたりしたら相当に苦戦したと思うのだが……何故亀はそうしなかったのだろうか？　自らの甲羅が破られることなど起こるはずがないと慢心していたのだろうか？

　モンスターでも慢心したりするんだなぁ。

　などと、そんなことを考えながら亀の上に立っていると、顔を真っ赤にしながら、何故だか目に涙を溜めたアルナーが私と亀の近くに駆け寄ってきて、わんわんと声を上げ始める。

　興奮しているせいか、アルナーの言葉はぐちゃぐちゃに歪んでしまっていて何を言っているのかはっきりと聞き取れない。

「……あ、アルナー？

　一体どうしたんだ？」

　との私の問いにアルナーは応えない、応えないままに騒ぎ続ける。

　何はともあれ当初の予定通りにモンスターは倒せたのだし、この素材を鬼人族の村に運びたいと思うのだけれども……お、おい、アルナー、大丈夫か？

　アルナーはその顔を真っ赤に染めながら……夕日を浴びたせいかその赤い目を更に赤くしながら……興奮した様子で何やら言葉を吐き出し続ける。

　……うん？

　何やら今ここで私と結婚を、とか、そんなことを言っていた気がするのだけど……いや、それは気の所為だ……と思いたい。

「アルナー、落ち着いてくれ。今は兎に角家に帰ることを考えないか？

　そろそろ夜になってしまうし……この亀を運ぶのだって大変だ、その、結婚だとかの話は後にして───」

「……後!?　後でなら結婚してくれるのか!?」

　……私が結婚という単語を口にするなり、はっきりとした口調となってそんなことを言い始めるアルナー。

「いや、後でなら結婚してやるとかそういう話では……後で話し合おうと言っただけで……」

「安心しろ、ディアス！

　結納品ならそのドラゴンの一部だけで十分だ、あぁ、全く、そこに転がる破片だけでも十分だとも！」

「いやいやいやいや、そういうことじゃなくて、お、落ち着いて、落ち着いてくれアルナー……！」




　結局そのままアルナーの興奮は中々冷めてくれずに……帰りが遅いと心配した男衆が様子を見にくるまで続いてしまうのだった……。













翌朝、鬼人族の村で────










　亀を鬼人族の村まで運ぶのはそれはもう大変な重労働だった。

　何しろ亀はでかくて重い、亀の死体を押すにしても引くにしてもかなりの力が必要だ。

　様子を見に来てくれた男衆だけでは手が足りずに、鬼人族の村中の男衆が集められる事になって、数頭の馬達の力を借りたりしながら……それでも亀を運ぶには一苦労で、かなりの時間がかかることとなって……村へと辿り着いたのは夜が明けた翌朝のことだった。

　そうやって辿り着いた村ではモールをはじめとした女衆全員が今か今かと私達と亀の到着を待っていて、私達と亀が村に到着するなり鬼人族の村は大歓声に包まれる。

　ドラゴンだ、ドラゴンだとの謎の声を上げて大合唱をしてから男衆と女衆は協力し合って亀の解体作業を始める。

　解体の音頭を取る声や、様々な素材が手に入ることへの喜びの声が飛び交う、中々に刺激的なその光景を、私が一人でぼんやりと眺めているとモールが杖を突きながらこちらへと近寄って来る。

「まさかアレを一人で倒すとはねぇ……。

　それで？　こんなもんを寄越して私達にどうしろってんだい？」

「ああ、井戸と厠を作って欲しくてな、代金はアレの素材で足りるかな？」

「足りるどころの話じゃないよ、アレの足が１本もあれば、そこら中一面を埋め尽くす数の厠と井戸が作れちまうよ。

　アンタ……ドラゴンの価値ってもんを知らないのかい？」

「……まさか……アレは本当にドラゴンなのか？

　どう見ても亀に見えるのだが……」

「何を馬鹿なこと言ってるんだい、アンタは。

　あそこで解体されているドラゴンの口を見てみな、牙があるだろう？

　亀に牙があるのかい？

　火球を吐き出しもしたんだろう？　そんな亀がいるものかね」

　言われて亀の口に注目してみると……確かにアレの口の中には鋭い牙が並んでいて……うーむ、まさか本当にドラゴンだったとは。

　伝説に名高いドラゴンを私が倒したとは……なんとも現実感の無い話だなぁ。

「ディアス、ドラゴンの解体が終わったら素材のほとんどはアンタに返すよ。

　ドラゴンの素材は価値が高すぎて私達の手には余るからね。

　私達が差し出せるのはドラゴンをアンタの代わりに解体してやることと、井戸と厠の建設……それと追加のユルトの資材に食料と薬草になるかねぇ、ああ、そうだ、素材やらを入れる為の倉庫用のユルトも建ててやるよ」

　とモールは一気にまくしたててくる。

　どうやらあの亀……いや、ドラゴンの素材はかなりの価値があるらしい。

「それで私達は素材のほんの一部だけを貰うことにするよ。

　……ああ、それといくらかの素材を預からせても貰うよ。

　行商人がこの村に来た時にそれを渡してやれば行商人がアンタに興味を持つはずさ……行商人との縁は欲しいだろう？

　……後はアルナーの結納分かね、ドラゴンの牙と爪の１本もやれば、アルナーの両親は大喜びだろうさ」

「ちょ、ちょっとまってくれ、素材とかはモールの裁量に任せるし行商人のことも任せるが、結納とは一体何の話だ!?」

「ここまでのことしでかしちまったんだ、アルナーとの結婚は嫌でもして貰うよ。

　隣人がドラゴン殺しとなったらもう深い縁を結びでもしないと、私達は恐ろしくて夜も眠れなくなっちまう。

　それにね、ドラゴンを殺す程の男気だ、アルナーと結婚しなきゃ村中の独り身女達がアンタに群がり始めるよ？　そうなっても良いのかい？

　今、女達が大人しくしているのはね、王国の人間は一人しか嫁を娶らないというのを知っていて……アルナーがその一人だと思っているからだよ。

　もしアルナーと結婚しないだなんて話になったら……ドラゴンを倒す程の男気だ、そりゃぁもう大変なことになるだろうねぇ」

「隣人との縁結びという事情は分からないでもないが……しかし、どうしても結婚しなければ駄目か？

　……例えばー……婚約で済ませるとか……」

「婚約ねぇ……生憎鬼人族にそんな習慣は無いからねぇ。

　結婚するだけして、手をいつ出すかはアンタの自由。そこら辺が妥協点だろうね。

　それにね、アルナーはもうアンタとの結婚は決まったもんだと思って、結婚の準備を進めてしまっているよ？　今更になって結婚しないってのは通用しないんじゃないかねぇ」

　モール曰く、アルナーは既に、実家に戻って両親に私との結婚の話をしてしまっているらしい。

　いつの間にか姿が見えないとは思っていたが……うぅむ。




　そうして私とアルナーとの結婚は正式に決まった、決まってしまった。

　私へと向けられた村の女衆の熱すぎる熱視線に気付いてしまっては、もうその話を受け入れる他に無かったとも言える。

　アルナーのことは嫌いではないし、美人だとも思う。

　家事は出来るし、私のことを好いてくれているし……。

　うーむ、そう考えると悪い話ではない……のか？

　……私も、もう35歳になるのだし、そろそろ結婚を急ぐ歳ではあるか……。

　んん……？　そういえばアルナーは何歳なんだろうか？

　モールはドラゴン狩りを祝う祭りと結納と結婚式の準備があるからと何処かへ行ってしまったから……あそこにいる男衆に聞くとしようか。

「なぁ……忙しそうにしている所に悪いんだが、アルナーが何歳なのか知っているなら教えてくれないか？」

「ん？　ああ、ドラゴン殺しの旦那かい、えぇっと確かアルナーは今年で15だぜ。

　結婚解禁の歳になってすぐに旦那みたいな大物を捕まえるんだから、アルナーは大したもんだよ」

　聞きたいことはそれだけか？　と男は立ち去って……私は呆然としながら立ち尽くす。

　15歳だって？　若いだろうとは思っていたが、まさかそこまでだとは……。

　35歳と15歳……うぅむ、まるで父娘じゃないか。

　第一に王国法じゃ結婚は18歳からだ。

　これは当分は婚約状態のままだろうな……アルナーが18になるまで……３年か。

　そうだな、３年間は婚約状態のままで……それまでに領内を発展させて……立派な領主になるとしよう。

　それでアルナーと結婚するに相応しい、家庭を持つに相応しい男になっていたなら……うん。

　その頃には私の気持ちの整理も付いているだろうし、覚悟も決まっている……はずだ。

　いや……それまでには覚悟を決めてみせよう、領主としても男としても。

　とりあえず今日の所はこれから始まるらしい祭りと結納と結婚式を乗り切らなければならないか。

　鬼人族の結婚式がどういうものなのか想像も付かないが……きっと鬼人族に相応しい騒がしい式なのだろうなぁ。

　ドラゴンと戦って徹夜でドラゴンを運んでの結婚式か……。

　疲れが溜まっている今には中々厳しいスケジュールになるが……なんとか気合で乗り切るとしよう。

　……そういえば結婚してアルナーが私の家族になるってことは、それはつまり領民ってことで良いの、かな？

　ああ、いや、婚約状態だし、その場合はどうなるんだ……？

　領民なのか、領民じゃないのか。

　うーむ、どっちになるのだろうな？













三週間と少しが過ぎた日の朝、ユルトの側に作られた井戸で────










　朝の陽射しの中、石積みの井戸を覆う木の屋根からぶら下がる滑車のロープを引いて、井戸の底から水をたっぷりと蓄えた桶を引き上げる。

　その桶から取っ手付きの桶へと水を移して……よし、今日はこぼさなかったな。

　井戸を使い始めた時は使い方を知らないのもあって色々と大変だった。力を入れすぎて滑車からロープを外してしまったり、勢いのあまりに桶を壊してしまったり、水を移すときに桶を傾けすぎて水をこぼしてしまったり、桶を運ぶ途中でひっくり返してしまったりと本当に色々な失敗をしてしまった。

　しかしもう井戸を使い始めて一週間と少しになる、流石にそういう失敗からは卒業しないといけないなとゆっくりと慎重に桶を運んでいく。

　アルナーが作ってくれた服を汚す訳にはいかないからな、兎に角慎重に、慎重に、だ。

　メーアの毛で編んだ布で作った白シャツに黒ギーの毛皮で作ったベスト、黒ギー革のズボンにブーツという今の格好は、王城で見たお偉いさん達の格好に似ていて結構気に入っていたりする。

　服を作ってくれると言うアルナーに、こんな服が良いとのリクエストをした結果、出来上がったのがこの服で……裁縫の出来が良いのは勿論のこと、予想以上の着心地の良さにも驚かされた。

　アルナーの裁縫の腕は、もしかしたら王都の裁縫師にも劣らないのではないだろうか。

　こんなに出来の良い服を手ずから作って貰ったのだから汚さずに大事に着ていきたいと、服を汚さないよう気をつけながら、慎重に足を運ぶ。

　慎重に足を運び、ユルトの側に置かれた水瓶の側へと移動して、水瓶に桶の中身を流し込んだら再び井戸へと向かい、水を組み上げてまた水瓶へとの作業を繰り返す。

　そうやって水汲みを繰り返しながら、私はふと井戸の周囲を……人の気配の無いそこへと視線をやって……そして深い溜め息を吐く。

　井戸はアルナーとの結婚……じゃなくて婚約式の翌日から作り始めて、二週間と少しで完成となった。

　そしてそこから一週間と数日が経った訳だから……つまりアルナーと婚約してから……大体一ヶ月くらいの時が経とうとしているわけだ。

　それだけの時が経ったというのに、我が領内には私達以外の人影は無く……つまりは一人として領民が増えていないのだ。

　人が増えた時の為にと大きめに作って貰った井戸と厠は、本来はもっと大勢の人間の生活を支えるものだ。

　狩りの成果であるたくさんのユルトの建材達も未だに倉庫で眠ったままで……なんというか物悲しくなってしまう。

　一軒だけ組み立ての練習用にと建てたユルトがあるが……その中身はほぼ空っぽとなっていて……うぅーむ。

　アルナーは私の家族であり、こうして一緒に住むのだから、自分はここの領民であると言ってくれているので……一応は領民が一人増えたと言えなくも無いが……しかしアルナーは領民というよりも家族になるからなぁ……。

　いくつものユルトが立ち並ぶ、鬼人族の村のような光景をここで見る為にも、どうにかして領民を増やしたいとは思うのだが、しかしその方法がなぁ……。どうしたら良いのか今でも全く思い付かない。

　今日までに色々と考えて、検討して、頭を懸命に使ってみはしたのだが……しかし良い案を思いつくことはないままで……。

　……そうして私はもう一度深い溜め息を吐いてから肩を落とす。

　肩を落としながら領民が空から降って来たりはしないかなとそんな馬鹿なことを考えていると……何故だかアルナーが笑顔で、輝かんばかりの笑顔でこちらに駆け寄ってくる。……何かあったのだろうか？

「ディアス！　子供だ！

　やっと子供が出来たぞ！　妊娠だ！」

　笑顔のアルナーから発せられたその言葉に、私は驚き……そして笑顔になって、喜びのあまりに水の入った桶を落としてしまう。

　お気に入りのズボンを桶の水で汚してしまった私だったが、それでも喜びの方が勝った私は……その喜びを表現する為に天へと向かって両手を突き上げるのだった。







「よーしよしよし！

　よくやった、よくやったぞ！

　こんなに早く子供が出来るとはなー、全く大したもんだ！」

　そう言って私は撫で回す、頭を撫で背中を撫で、腹……はちょっと怖いから触れないようにして他の部分を撫で回していく。

　妊娠した彼女……フランソワは嬉しそうに目を細めて私にもっと撫でられようと体をすり寄せてくる。

　枯れ草が敷き詰められただけの簡素な造りの飼育小屋の中で私はそんなフランソワを撫でて、撫でて、撫で続ける。

　するとフランソワの夫、フランシスが何処か落ち着かない様子でソワソワと私とフランソワの周囲を歩き回り始める。

「ははは、なんだその顔は、嫉妬しているのか？　フランシス。

　よしよし、お前も撫でてやるからなー」

　私がそう言うと少し拗ねた表情を見せていたフランシスはコクリと頷きながら近寄ってきて、撫でろ撫でろと体をすり寄せてくる。

　フランシスとフランソワと名付けたメーア達はとても賢い生き物だ。こちらの言うことを、言葉を完全に理解している。

　やってはいけないと教えたことは絶対にやらないし、どこそこに行ってくれ、こっちに来てくれ、しばらく待っていてくれ、などの言葉もちゃんと理解して従ってくれる。

　アルナーが言うにはその賢さこそがメーアの持つ最大の武器なのだそうだ。

　その賢さでもって危険を遠ざけ、捕食者達を知恵の力で欺き、騙すことでメーア達は厳しい自然界の中を生き抜いているらしい。

　それ程までに賢いメーア達が何故家畜になっているかと言えば、メーアがそれを望むからなのだそうだ。

　自分達より強い人間達が守ってくれる上に世話までしてくれて、住む場所まで提供してくれるのだから、それはもう喜んで自ら進んで家畜になったりするらしい。

　野生から家畜となった場合、人間の言葉を覚えるまでに一週間もかからないというのだからメーアの賢さには驚かされる。

　そんなことを考えながら笑顔の私がフランシスとフランソワを撫で続けていると、側に立ち、こちらを見ていたアルナーが何故だか表情を曇らせ申し訳なさそうにしながら口を開き始める。

「あー……その……実はだな……ディアス、メーアの妊娠は喜んでばかりもいられない。

　その……賢い分メーアは恐怖だとか精神的負担に敏感で、妊娠中は特にそれが激しくなる。

　恐怖に追い詰められて死んでしまうこともあるくらいだ。

　それで……その、妊娠中のメーアは群れで一番強い者、つまりここではディアスになるんだけど……。

　そのディアスがフランシス達の側にいて守ってやる必要がある、そうやって安心感を与えるんだ。

　つまりそれは寝る時も一緒に居る必要があってだな……」

　歯切れ悪くアルナーはポツリポツリと言葉を発しながら説明を続ける

　なるほど、つまりは私はしばらくの間飼育小屋で寝なければならず、だからアルナーはそうして申し訳なさそうにしているんだな？

　いやいや、良いとも良いとも、気にするな。

　フランシスとフランソワ、そして生まれてくる子供の為なら出産までの間ここで寝るくらいなんでもないさ。

　アルナーの説明を聞いて思ったそんな考えを、そのまま言葉にしてアルナーに伝えると、アルナーは違う違うと顔を横に振る。

「えぇっと……そうじゃなくて、フランシス達をユルトに迎えるんだ。

　番になったばかりの所で引き剝がすのも良くないからフランシスとフランソワの両方をそうする必要がある。

　村の男の中にはそれを酷く嫌がる連中も居てな、メーアの繁殖期には結構揉めたりするんだ。

　ユルトの中はどうしても汚れてしまうし、匂いもついてしまう、メーアの視線が気になって自分の家の中なのに落ちつかないって男も……」

「ははぁ、なるほどな。

　一緒に住むくらい私は全然構わないぞ、フランシスもフランソワも大事な家族だしな。

　それに戦争中はそれはもう汚くて臭い宿舎に志願兵仲間達とぎゅうぎゅう詰めだったからなぁ……それに比べれば天国みたいなもんだよ」

「そ、そうか！

　そう言ってくれると助かる！

　男気だけでなく優しさも持ってくれているとは……流石私の良人おつとだ！」

　アルナーはそう言いながら良い笑顔となって……そしてそんな私達の会話を静かに見守っていたフランシスとフランソワがメァーメァーと声を上げ始める。

　人間の言葉を理解する程に賢いメーア達の鳴き声は、慣れない者にはどれも同じに聞こえるが、実は微妙に発音の仕方、音の高さなどの細かい部分で違いがあるらしく、それらの違いでその鳴き声に色々な意味を込めてくる……らしい。

　私はまだそれらを聞き分けたり理解したりは出来ないが、アルナーは理解することが出来るのだそうで、よく草原や飼育小屋でフランソワと会話している所を見かけたりする。

　先程のメァーメァーとの鳴き声にもどうやら意味が込められていたようで、それを聞いて理解したらしいアルナーは頰を染めつつ……何故だか体をくねらせ始める。

「な、何を言うんだフランソワ、私とディアスはまだそんな……。

　ふ、フランシス！　下品だぞ！」

　メァーメァー。

「こ、こういう少しずつ絆を紡ぐ生活も悪くないから、良いんだ、遠慮なんかするな。

　ディアスもああ言ってくれてるんだしな……。

　……わ、私達の……その事情は放っておけ！」

　メァーメァー。
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　なんとなしにアルナーとフランシス達の会話が不穏な方向へと向かっている気がして、私はそっと飼育小屋を後にする。

　常にフランソワの側に居ろとのことだったが……会話に夢中のようだし、少しくらいは構わないだろう。

　先程水をこぼしてしまったので汲みなおす必要もあるし、フランシスとフランソワの飲み水の分も考えたら水汲みはしっかりしておかなければ。

　決して不穏な会話から逃げだした訳ではないんだ、うん。

　これから朝食の時間になる訳だし、水汲みは欠かせないよな、うん……うん。




　水汲みを終えて、ユルトの中にフランシス達の寝床……倉庫から引っ張り出した大きな桶に枯れ草を敷き詰めた物を用意し、フランシス達をその寝床へと移動させて……そうしてから私とアルナーは少し遅めの朝食を取り始める。

　アルナーが作ってくれたいつも通りに美味しい朝食を楽しんだら、後片付けをしてー……身支度を済ませて、さて、今日は何をしたものかな。

　領民集めは方法が相変わらず考えつかないままで、狩りをしようにも黒ギーとドラゴンの処理で村は当分手一杯になるからと、それが落ち着くまでは止めて欲しいとモールに言われている。……何よりフランシス達の安全の事を考えると選ぶ訳にはいかない選択肢だ。

　なら後は……アルナーの家事の手伝いか、ユルトの組み立て練習をするかになるかな。

　……いっそ、その両方でもやろうかな？

　と、そんなことをユルトの中でぼんやりと私が考えていると、洗濯をする為小川へと出かけようとしたアルナーの青く輝いていた角が突然に緑の光を放ち始める。

　その光にアルナーは足を止めて、瞑目し始めて……私はその光を見ながら首を傾げる。

　あれは一体何の光なんだろうな？

「草原に仕掛けておいた魔法に何かが引っかかった……方向は東……どうやら何かがここに近付いて来ているようだ。

　相手は……恐らく人間で、馬もいるな、数は10……だと思う」

　アルナーの言葉に私はすぐさまユルトの寝床近くに置いておいた戦斧に手を伸ばして、その柄をしっかりと握りしめる。

　緑はそういう魔法の光か、なんともまぁ随分と便利な魔法があるのだなと驚きつつ……今はその魔法のことよりも、その人間達とやらのことを考える方が大事だと考えを切り替える。

　東というと……王都のある方角になるか。……王都の方から来る客になんて心当たりは無いし……盗賊だとかの場合はー……面倒なことになりそうだな。

「アルナー、私が様子を見てくるよ。

　その間、隠蔽魔法でフランシス達と隠れていてくれ、このユルトと井戸なんかも隠せるようならそれも頼む。

　……可能性は低いだろうが相手が私に会いに来た客ってこともあるかもしれないから……私が練習で組み立てたあのユルトだけは隠さなくて良い。

　もし客だったならあそこで話を聞くことにするよ」

　私がそんなことを言っていると……不安そうな顔でフランシスとフランソワがとことこと近付いてくる。

　そんなフランシス達の頭にそっと手を置いて撫でてやりながら……私は言葉を続ける。

「フランシス、フランソワ、少しここを離れる、なぁに心配する必要はないぞ、すぐに戻ってくるからな。

　……そう心配そうな顔をするな、大丈夫だ。10人程度の数なら、ドラゴンより強いってことはないだろう」

　私の言葉にアルナーは私なら大丈夫だろうと余裕の表情を見せてくれているが、フランシスとフランソワの表情は暗く、その不安の程が見て取れる。

　……言葉で大丈夫と言ってもその不安は拭い去れないか……。

　ならばさっと行ってさっとその原因を片付けてなるべく早くここに戻ってくるだけだ。

　しかし一体全体、何者がやってきたんだろうな？













ユルトを離れ、草原の東で────










　ユルトを出て草原を東に進みながら、さて何処にいるのかなと目を凝らす。

　数は10人……草原では目立つはず……お、居た居た。

　距離は中……いや、遠かな。騎兵が３に歩兵が４か、アルナーによると数は10とのことだったが……ああ、馬の数も含めての10なのか。

　あの人数で弓を持っているとなると厄介だな……鎧を着てくるべきだったかな？

　……ん？　騎兵の３人は女か？

　んん？　なんだあの女達の鎧……派手というか、豪華というか、金と銀の装飾に……なんだアレは？　鎧にドレスが縫い付けられているのか？

　あんな造りでは身を守る強度など無いだろうに。どうやら余程の馬鹿がやってきたようだなぁ。

　問題はあの馬鹿は敵なのか味方なのかだが、盗賊には見えないし……んん？　よくよく見れば歩兵の鎧は王国の物かな？

　ならばあれは味方か……っと、歩兵の一人がこっちに気付いたな。

「ディアスさん！　お久しぶりです！」

　手を振りながら駆け寄って来ながらそんなことを大声で叫ぶあの黒髪の若者は……もしかして戦場で一緒だったクラウスか？

「クラウス、お前太ったなぁ、無精髭も無くなって別人みたいだぞ」

「そりゃぁ太りますよ、戦場ではロクなものを口に出来ませんでしたから。

　領主様になってご馳走三昧のディアスさんの方が……って、あれ？　あんまり太ってませんね？」

「毎日美味い物は食べてはいるがご馳走って程の物は口にしていないぞ。

　……それよりもクラウス、こんな所までわざわざ何しに来たんだ？」

「ああ、俺はただの案内役です、それと護衛かな。

　あちらの……馬上の方々がディアスさんに用事があるとかで、案内役を命じられたんですよ」

　そう言ってクラウスが視線で指し示すのはドレス鎧の３人衆。

　うーむ、改めて見ても全く知らない顔だな、一体私に何の用だというのだろう。

「そういう訳でディアスさん、お屋敷まで案内してくれませんか？

　あちらの方々も長旅で疲れていらっしゃるので……」

「屋敷と言われてもなぁ……ユルト……じゃ分からないか。

　今私が住んでいるところなら案内出来るが、それで良いか？」

「ええ、お願いします。

　領主様になったディアスさんのお家ってどんな感じなのか楽しみです」

　楽しんで貰えるような家はここには無いんだがなぁ……まぁ口で説明するより実際に見て貰った方が早いか。

　そうして練習用ユルトが見える所までクラウス達を案内すると、そこには隠蔽魔法の効果か、練習用ユルト以外に何も無い、ただただ広い草原だけが広がっていて、本邸のユルトも井戸も厠も倉庫も飼育小屋も完全にその姿を消していた。

　うーむ、隠蔽魔法恐るべしだな。

　クラウスのことは信用出来るが、他の奴らは何者かも分からないままだし、隠蔽魔法はこのままの方が良いだろうな。アルナー達には用事とやらが終わるまでの間もう少しだけ待って貰うとしよう。

　練習用ユルトのことを見つめながら何故だか呆然としてしまっているドレス鎧達とクラウス達をユルトの中に入るようにと促して……兵士のうち二人が馬番として外に残り、それ以外の全員がユルトに入る私に続いて、恐る恐るといった様子でユルトの中に入ってくる。

　私はそんなクラウス達を見ながらユルトの一番奥に腰を下ろして、クラウス達にも適当にそこら辺に座るようにと声をかける。

　何故だか渋い顔をするドレス鎧達とクラウスを含めた兵士達はしばらく戸惑い、不承不承といった感じでそこらに腰を下ろし……そして集団の先頭に座った一番豪華なドレス鎧を身に纏った女が口を開く。

「英雄ディアス殿、お目にかかれて光栄です。

　私はディアーネと申します……それで、その……この布の家は一体……？

　使用人達の姿も見えませんが……お屋敷はどこか……別の場所で建設中ですか？」

　銀の長い髪を揺らしながら、銀の瞳で真っ直ぐに私を見つめるドレス鎧の女はそんなことを言い始める。

　使用人？　お屋敷？　一体何の話だ？

「あー、ディアーネさん、で良いのかな。

　使用人なんてここにはいないし、屋敷なんて立派な建物もここには無いぞ。

　ここにあるのはこの家だけだ。

　……見栄えは悪いかもしれないがこれでも私なりに頑張って組み立てたんだよ」

　私がそう言うとディアルナと二人のドレス鎧、それに兵士達がざわつき始める。

　困惑……というより、混乱しているようだ。

　ディアーネとドレス鎧二人は小声で何やら相談し始めて……相談が終わると再びディアーネが口を開く。

「あの……ディアス殿、今なんと仰られたのですか？

　ご自分で組み立てられたと……？

　大工職人はどうしたのですか？」

「職人？　こんな何も無い草原に職人なんて居る訳無いじゃないか」

「最寄りの街で職人を何人か雇えばよろしいのでは……？

　父……いえ、陛下が用意した支度金と……それにディアス殿には長年の兵役に対する多額の報奨金も出たという話でしたが……」

「……うん？

　一体何のことを話しておるのかは知らないが、多額も何も私は銅貨の１枚だって貰って無いが……？」

「っ……今……今なんと仰られたのですか？」

「金なんて貰ってないと言ったんだ。

　領主になれと突然言われて、なんの説明も無いまま馬車に放り込まれて、そのままこの草原に連れてこられて……その途中で何かを貰ったりだとかそういうのは一切なかったよ。

　金どころか水も食料も無しで……最初はここで野垂れ死ぬかと思ったもんだよ」

　私がそう言うとディアーネさんは身を震わせながら俯いて、黙ってしまう。

　ユルトに来てから私のことをずっと睨んでいたドレス鎧の金髪の三つ編み娘と、茶色の短髪娘は何故だか激しく動揺し始めて……兵士達、特にクラウスは何故だかその表情を歪めながら体を強張らせて……何故だか怒りの感情を表現し始めている。

　……そのまま誰も何も言葉を発さないままにしばらくの時間が過ぎて……うーむ、結局ディアーネさん達は何しにここに来たんだ？

　クラウス達が怒っている理由もよく分からないし……どうしたもんだかなぁ。

　正直な所、いつまでもアルナー達を待たせたままでもいられないので、彼女達にさっさと帰って欲しいのだが……。

「あー、それでだ、ディアーネさん達は何の用事で私に会いに来たんだ？」

「……戦争です。

　今王都では新たな戦乱の気運が高まっているのです。

　……その為、救国の英雄たるディアス殿に派兵とご助力を頂けないかと思いまして……こうして、私がお願いに上がりました。

　報酬は私……それか後ろに控えるプリネシアかミラルダとの婚姻を───」
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　戦争だって？　冗談じゃない、今は何があってもフランソワの側を離れる訳にはいかないんだぞ。

　それに報酬が初対面の相手との結婚だなんて……そんなのは報酬になってないだろう。

　……私にはアルナーとの婚約のこともあるし……うん、この話は断ろう。絶対に断ろう、何がなんでも断ろう。

　それなら後は何と言って断るか……だが、アルナーのことは秘密にしないといけないよな。えぇっと……。

「悪いがディアーネさん、私はもう戦争に参加する気は無い。

　兵士の一人どころか領民の一人もいないここからの派兵も不可能だ。

　それに報酬が婚姻と言うけどな、前の戦争は20年続いたんだぞ。

　今回も20年だなんてことになったら俺は55歳だ、そうなったら結婚どころかその前に寿命で死んでしまうよ。

　……30を過ぎてからは体力も衰えるばかりだし……何より戦争ばかりで人生を終えるというのもな」

　私のそんな言葉にディアーネも他のドレス達も皆俯いていて……よし、このまま畳み掛けよう。

「それにわざわざ私みたいな老い始めた人間に頼る必要はないだろう？

　王城には随分と立派な鎧を身に着けた若者がたくさん居たじゃないか。

　戦場では見ない顔ばかりだったが、パッと見た感じ彼等も相当に鍛えているように見えた、私なんかより彼等に戦って貰った方が良いと思うぞ。

　ディアーネさん達だってどうせ結婚するなら若い男のほうが良いだろう？」

　そんな私の言葉に対してディアーネが返してくるのは無言と沈黙と静寂だった。

　……うーむ、返事がない……クラウス達も怖い顔のまま、怒ったままだし、どうしたものかな。

　今は何よりフランソワのことが気になるし、こうしている今もアルナーは隠蔽魔法を使い続けている訳で……その魔力がいつまで保つかも気になる所だ。

　こんな話はさっさと切り上げたいのだがなぁ。

　お、ディアーネさんが顔を上げてくれたぞ、よしよし、後は帰りますと一言……。

「どうか考え直しては頂けないでしょうか、報酬に関しては他にも……領地の拡大なども───」

　諦め悪いな！　この人！

　今の領地でも手に余っているというか、領民が一人もいないままで土地だけ増えてしまっても困ってしまうだけだ！

「これ以上の領地を貰っても嬉しくはないし、たとえどんな物を……金貨の山を目の前に積まれたとしても私はもう戦争には行かないよ。

　……そういう訳だから、用事がそれだけならもう帰ってくれないかな？」

　私のこの言葉に対する３人娘の反応を一言で表すなら啞然、だったと思う。

　口をポカンと開けて、何も言葉も出てこないという表情だ。

　クラウスはと言えば何故か笑顔になっていて、他の兵士達の纏う空気もなんだか軽い物となっていて……ああー、なるほど、皆早く家に帰りたいんだな？

　そこで私が帰れと言ったもんだから、それでそんな笑顔になって……うんうん、なるほどな。

　３人娘は身動ぎ一つせず、言葉も発さないままだし……ならばここは家主として私がビシッと一言、言ってやろうじゃないか。

　一つ息を吐いてから傍らに置いておいた戦斧に手を伸ばし、戦斧の石突を床に叩きつけて、

「用事が無いならさっさと帰れ、長々と居座られても迷惑だ」

　と一喝する。

　３人娘に付き合わされているクラウス達が可哀想だし、ここは心を鬼にしないとな。

　するとクラウス達は笑顔のまま無言のままに立ち上がって、一礼してからユルトの外へと出ていく。

　３人娘は私の一喝に顔を青くしたり赤くしたり忙しそうだったが、クラウス達が出ていってしまったことに気付いて慌てて立ち上がりユルトから出ていく。

　私はそんなディアーネ達を追いかけるようにしてユルトを出て、彼女達が引き返して来たりしないようにと戦斧を構えたまま仁王立ちで彼女達の背中を睨み続ける。

　ディアーネは馬の上に跨りながら何度か何か言いたげにこっちへと振り返ったりしたが……そのまま何も言わないままに馬を歩ませ始め……そうして一行は草原の向こうへと消えていった。

　……はぁー、やれやれ、クラウス達も大変だなぁ、あんな３人娘のお守りを押し付けられて───

「あの女達、全員が赤だったぞ、兵士の一人は強い青で、残りは白だった」

　!?

　私は突然に聞こえて来たアルナーのその声に驚き飛び上がる。

　飛び上がりながら声のした方を見ればそこにはアルナーとフランシス、フランソワの姿があって……いっ、いつの間に!?

「すまない、驚かせてしまったか？

　フランソワがやはりディアスの側に居たいと、ディアスが側に居ないと嫌だと涙を流し始めてしまってな。

　それでこっそりと隠蔽魔法を使ったままディアスの側まで来てな、そのまま様子を見ていたんだ」

「あ、ああ、なるほど……ごめんな、フランソワ、側を離れてしまって」

　そう言ってフランソワの頭を撫でてやると、フランソワは潤んだ目のままメァーメァーと喜びの声を上げる。

　しばらくそうやってフランソワを撫で続けていると、とフランシスとアルナーまでもが羨ましそうな顔をするので、フランシスを撫でて……アルナーの頭もそっと撫でる。

　……頭を撫でるだけで顔が真っ赤になってしまうようでは、まだまだしばらくは婚約状態のままが良いだろうな。

「それで……女達が赤っていうのは魂鑑定の魔法のことか？

　敵意を持っていると赤になるんだったよな？　つまりあの３人はアルナーにとって危険な相手ってことか？」

「違う、私だけじゃない。

　私が使う魂鑑定は、私とディアスにとって危険か、敵意を持ってるかを教えてくれる。

　私達はもう……家族だからな」

「なるほど……。

　敵意があったってことは戦争だとかなんとか言っていたのも噓だったのかもしれないな。

　いやはや、追い返して正解だった。

　そして私達にとっての強い青の兵士というのは……恐らくクラウスのことなのだろうな……」

　仲の良かったクラウスの魂が強い青だったことを嬉しく思いながら……クラウス達の去った方向をじっと眺めて……そうしてから私はアルナー達と一緒に歩き出す。

　ついでなのだし、このままフランシス達の食事も済ませるとしよう。

　生えたばかりの柔らかい草を食べさせるのが良いんだったよな。泣かせてしまったお詫びに今日はフランソワ達の食事にいくらでも付き合ってやるからな。

　よしよし、良い子だ、フランシス、フランソワ。お腹の子の為にも腹いっぱいに食べるんだぞ。













一週間が過ぎた日の、朝のユルトで────










　陽の光を顔に感じて……右に寝返りを打てばモフリという感触があり、左に寝返りを打てばまたそちらでもモフリという感触が伝わってくる。

　目をうっすら開ければ白い毛玉が視界を埋め尽くしていて……その白い毛玉の正体は、言うまでもなくフランシスにフランソワだ。

　フランシス達の寝床はユルトの中にちゃんと用意したのだが、それを見たフランシス達はその寝床で寝るのは嫌だと拒否の鳴き声を上げて……私の側で私に張り付きながら寝ることを希望するとの鳴き声を上げ始めた。

　用意された寝床よりも私の側の方が何倍も安心感が強く安眠出来るのだそうだ。

　拒否する理由も無かったので私はそれを承諾して……その結果が今の私の寝姿だ。

　左にフランシス、右にフランソワ。手触りの良い柔らかい毛に包まれてなんとも暖かい。

　今はまだ春になったばかりの肌寒い季節、朝のこの時間にこの暖かさはとてもありがたいのだけど、これからの季節……夏のことを考えるとちょっとだけ不安になる暖かさでもある。

　メァーメァー。

　私が目覚めたことに気付いたフランシスの朝の挨拶だ。

「おはよう、フランシス」

　メァーメァー。

「フランソワもおはよう」

　フランシスとフランソワは早起きで……アルナーが目を覚ます夜明け頃には既に目覚めているらしい。

　それでもこうして私が目を覚ますまで、身み動じろぎもせずに居てくれるのは私の眠りを邪魔しないようにと気遣ってのことだとか。

　起床の挨拶も終わったのでフランシス達はフルフルと身を震わせながら立ち上がる。

　私も起き上がって、軽く体を動かしていきながら意識を覚醒させて、朝食の準備をするアルナーと朝の挨拶を交わして、フランシス達と共にユルトを出る。




　朝の爽やかな空気の中フランシス達を散歩させて、用を足させて。

　それが終わったらブラシで軽く毛を梳いてやって……毛並みを整え、毛に絡むゴミなどを取ってやってフランシス達の朝の世話は終了。

　ユルトの中で抜け毛やらをばらまかれても困るからな、この毎朝の世話は欠かす訳にはいかない。

「この一週間でちょっとは私のブラッシングも上手くなっただろ？」

　フランシス達にそう声をかけると、メァーメァーとの返事。

　むう、その鳴き声と表情は……肯定的な感じではないな、まだまだ上達の余地ありか。

　そうやってフランシス達の世話が終わったならユルトに戻りフランシス達の足を拭いて土を落としてやってから……自分のブーツの土も落としてユルトの中へと入る。

　するとなんとも腹の減るいい匂いがユルトの中を支配していて、テーブルには綺麗に並べられた朝食があり、笑顔のアルナーが私の着席を待っていて……待たせて悪いなと声をかけてから、アルナーの向かいのクッションに腰を下ろす。

　そうして朝食をスプーンで口に運んで……うん、今日も美味い。

　お互いの体を鼻で突き合いじゃれ合うフランシス達のことを眺めたりしつつに食事を進めて、もう少しで完食という所で、アルナーの角が輝き始める。

　その輝きは３人娘が来たあの時のような緑の光だ。

「んん？　まさか……またか？」

「ディアス、まただ。

　一人しか居ないから前回よりはっきり分かる、人間で方向は東だ。

　東で……ふらふらと右往左往しているな」

「一人？

　たった一人でこの草原に……？

　旅人でも迷い込んだか？」

　との疑問を口にしてから……食事の残りを一気に口の中にかきこむ。

　モグリモグリと咀嚼し飲み下しながら立ち上がり寝床近くの戦斧を摑み上げ、何はともあれその人間と会ってみるかと、ユルトの出口へと向かい歩き始めると……アルナーとフランシス、フランソワまでもが私と一緒になって歩き始める。

「ん？　まさか一緒に来るのか？」

「相手が一人なら私達が一緒に行っても問題無いだろう、隠蔽魔法で隠れて大人しくしているから大丈夫だ。

　……ディアスの側から離れて泣くフランシスをまた見たくはないからな、駄目だと言っても付いていくぞ」

　ああ、そういえば前回の時は泣いてしまったのだったな。

　フランソワを悲しませるのは私もごめんだし……まぁ、仕方ないか。

　ならば一緒に出かけようかとフランシスとフランソワ……そしてアルナーの頭を撫でる。

　そうして私は隠蔽魔法で姿を消したアルナー達と共にユルトを出て真っ直ぐに目的の人物の下へと向かって歩き始める。

　相手は一人、目立ちまくっていた前回と違って見落としてしまいかねないからと目を凝らし注意深く視線を巡らせながら歩いて、歩いて……お、居た居た、発見。

　布のマントで身を包んで大きな荷物を背負って……黒髪の……って、あの顔は……！

「おーい、そこにいるのはクラウスじゃないかー！」

　私が大声を上げると俯きがちに歩いていたクラウスはこちらに気付くなり、満面の笑みで駆け寄ってくる。

「いやー……ディアスさんのお宅に伺おうとしたんですが、あの布の家が何処にあったのやらすっかりと迷ってしまいまして……。

　目印になるものが何かあれば良かったんですが……草しかないので困っちゃいましたよ」

「まぁ草原ってくらいだからなぁ……それよりクラウス、あの変な鎧を着た娘達と一緒に王都に帰ったんじゃなかったのか？

　それにお前……着ていた鎧はどうしたんだ？」

　駆ける途中で開けたマントの下に見えたのは汚れた麻布の服とズボンだけで、以前着ていた立派な鎧の姿は無く……腰に下げられた剣も王国兵のそれではなく質素な作りの鞘に収められた短めの剣になってしまっている。

「それがですね、兵士の仕事クビになっちゃいまして、それで剣も鎧も取り上げられちゃいました」

「なっ!?

　なんでだ!?

　……も、もしかして私のせいか!?　私があの３人娘を追い返したからか!?」

　私が狼狽うろたえながらそう言うとクラウスは首を横に振る。

「ディアスさんのせいではないですよ、自分で選んだことですから」

「そ、そうなのか？」

「ほら、あの……あの人達が言ってたじゃないですか、また戦争が始まるって。

　このまま王都に帰ったら俺なんかは間違いなく最前線行きになっちゃいますから……それが嫌でわざとあの人達に嫌われるようなことをして無事クビにって感じです。

　やりたいこともあったんでちょうど良かったですよ」

「そ、そういうことか。

　戦争がごめんだってのは私も同じだから気持ちは分かるが……。

　しかしクラウス、やりたいことがあるっていうならなんでこんな所に来たんだ？」

「それは勿論やりたいことっていうのが、ここの仕事だからですよ。

　……ディアスさん、俺……貴方の所で働きたいです！

　領兵として俺のこと雇ってくれませんか！」

　そう言ったクラウスの顔は至極真面目な顔で……真剣な瞳でじっとこちらを見つめてくる。

　戦場で共に戦い、孤児出身の上に正規兵ではなかった私を差別することもなく嫌うこともなく、それどころか慕ってくれさえしたクラウス。

　私がクラウスの命を助けることもあったが、クラウスに命を助けられた経験もあり、クラウスはとても頼りになる存在だ。

　そんなクラウスが味方になってくれるというのなら、それは願ってもないことだ。

　私は破顔しながら雇うと即答しそうになって……一歩踏みとどまり周囲に視線を巡らせる。

　すると私のその様子で私が何を言いたいのかが伝わったのだろう、アルナーが隠蔽魔法を解いて姿を現しながら口を開く。

「その男は今の会話でもずっと青のままだったし、私は構わないぞ。

　……ディアス、私にも意見を求めてくれてありがとう」

　私が何も言わないうちにアルナーはそう言って笑顔を見せてくれる。

　当然アルナーの意見も聞くともさ……家族なんだしな。

　そんなことを考えて……恥ずかしいので口には出さずに私はアルナーに笑顔を見せてからクラウスに向き直る。

　するとクラウスは、その口を大きく開けた愕然とした表情をしていて……そしてそのままわなわなと震えながらに声を上げる。

「でぃ、でぃ、でぃディアスさん!?

　そ、そのいきなり現れた女性と……その白い羊みたいな生き物は一体!?」

「んん、まぁ、その……なんだ。

　アルナーは私の……婚約者だ、こっちのはメーアという家畜で、名前はフランシスとフランソワ、皆私の大事な家族だ。

　姿が消えていたのは、アルナーの魔法の効果だな。安全の為に隠れて貰っていたんだよ」

　私がそう言ってアルナー達を紹介すると、アルナーはよろしくとの短い挨拶をし、フランシス達はメァーメァーと鳴き声を上げる。

　クラウスはアルナーが私の婚約者であるとの私の説明に目を丸くしながら……アルナーの顔を見つめてから、額にある角を凝視して……そしてまた顔へと視線を移動させる。

「お、驚きました。

　まさかディアスさんが婚約だなんて……。

　そのお相手が凄く美人でっ……しかも魔法でっ、角がっ───」

「まぁまぁまぁ、そこら辺の細かい事情は追々な、今はとりあえずここから移動しよう。

　朝の身支度もまだ済ませていないし、フランシス達の世話に食事に……やることが一杯なんだ。

　領兵ってのはあれだろ？　確か街の警備兵みたいな仕事する人達のことを言うんだろ？

　ならクラウス用の武器と防具も用意してやらないとだし、クラウスが住む家も組み立てないとだしな」




　そうして私達はユルトへと向かって移動を開始した。

　移動しながら鬼人族という隣人達と友好関係を結んだことや、アルナーとのことをクラウスに説明していく。

　鬼人族が持つ力のことなどは私が勝手に言ってしまうのは不味かろうと、既に見せた隠蔽魔法以外の事は伏せつつ、ユルトに井戸に厠に食料に、そういった物を融通してくれる協力関係であることが説明の中心となる。

　その後はフランシス達のこと、メーアの賢さにその毛の貴重さ、フランソワが妊娠中であることを説明するのも忘れない。

　勿論アルナー達にもクラウスのことを説明していく。

　24歳の王国兵、両親は確か終戦の少し前に亡くなったんだったよな。

　出会ったのはクラウスが捕虜の酷い扱いをなんとかしようと奔走していたのがきっかけだったか。

　色々あってそれは失敗に終わってしまって、捕虜もそのひどい扱いが原因で亡くなってしまって……その後のクラウスの大泣きに一晩中付き合わされたんだったよな。

　他にも色々とあるクラウスとのエピソードをアルナー達に話してやっているとフランシスがクラウスに近寄って何やら体をすり寄せ始める。

　メァーメァーとの鳴き声を上げながら柔らかい体毛と角を交互にクラウスの脛辺りにしつこくぶつけて……そのせいでクラウスは痛そうに顔を歪めているが……一体アレは何をしてるんだろうな？

「あれはフランシスなりの挨拶だ、どうやらディアスの話を聞いてクラウスに心を開いたみたいだな。

　だからああやって群れの新参者に立場を教えているんだ」

　アルナーのその言葉に私は驚いて……クラウスもかなり驚いているな。

「立場を……？

　フランシスのあの鳴き声にはどんな意味が……？」

　と私が尋ねると、アルナーはゆっくりと頷きながらその行為の説明をしてくれる。

「フランシスは自分はディアスに体毛を捧げたり、子供を作って群れを増やしたりと貢献してるんだぞ、とそう言っている。

　お前も頑張ってディアスの為、群れの為に貢献しろよ、というフランシスなりの応援だな」

「つまりクラウスはフランシスの格下だと？

　クラウスもあれで結構腕が立つんだが、それを格下と見るとはなぁ……」

「何かあれば群れで一番強いディアスが守ってくれるという確信があるからああいう態度に出るんだ。

　それだけの貢献をフランシス達はしているがクラウスはしていない。そういうことだ」

　アルナーのその説明にフランシスは自慢気に鼻を上へと突き上げ、クラウスはなるほどと唸りながら頷く。

　ふとフランソワの方を見ると……フランソワは、少しだけそんなフランシスに呆れているようにも見えるな……。

　フランシス、そうやって調子に乗らない方が良いみたいだぞ？













ユルトへと戻って────










　そんなクラウスとフランシスのじゃれ付きを眺めながらユルトへと戻り、クラウスは以前ここに来た時とは全く違う、隠蔽魔法のかかっていない拠点の姿を見て呆然となる。

　ああ、うん、分かるぞクラウス、事前に説明されていたとしても驚いてしまうよな。

　呆然としたままのクラウスはとりあえずそのまま放置することにして、私とアルナーはまずはやるべきことをやってしまおうとユルトの中へと入っていく。

　食事の後片付けに朝の身支度にと、健康的な生活の為にもこれらは欠かすわけにはいかない。

　身支度などが終わったならクラウスに声をかけ、クラウスと共にクラウスが住むことになるユルトの組み立て作業だ。建てる場所は私とアルナーが住むユルトの隣で良いだろう。

　クラウスは自分が住むのは練習用ユルトで良いとは言ってくれたんだが、あれは練習中の失敗で傷をつけてしまったり外布に穴を開けてしまったりしているので、そんな状態のユルトにクラウスを住まわせるってのは流石に申し訳ない。

　なぁに、二人掛かりでやればすぐ組み立て上がるのだからさっさとやってしまおう。

　アルナーはユルトの掃除に洗濯か、ならフランシス達は組み立て作業の間、目の届く場所で食事を済ませておいてくれ。

　ユルトの組み立てが終わったら竈の使い方や生活する上での注意点、開閉式の天窓の操作の仕方などをクラウスに教えていく。

　ああ、分かるよクラウス、単純な造りに見えるのにロープを引くだけで開閉する布天窓ってのは凄いよな。

　……物珍しいのは分かったからそう何度も開閉を繰り返すんじゃない、あんまり乱暴にすると壊れることもあるんだぞ。




　よしっ、これでやるべきことは大体終了か？

　ああ、クラウスの装備のことがあったか……まぁそこら辺は昼飯を食べつつ話すとしよう、もう昼過ぎだしな。

　クラウスの分もアルナーが用意してくれるはずだから一緒に私達のユルトで食べるとしよう。

　そうしてクラウスとフランシス達と共にユルトへと戻ると……香ばしい匂いがユルトの中に充満していて……ああ、今日は黒ギー肉の香草焼きか、これがまた美味いんだよなぁ。

　香ばしい匂いをいっぱいに吸い上げて堪能しながら、いつもの定位置のクッションへと腰を下ろし、早速頂こうと香草焼きに手を伸ばしながらアルナーに声をかける。

「アルナー、クラウスの装備についてなんだが、鬼人族の村で作って貰うことは可能か？」

「短めの剣や鉈なた、槍に弓矢は村で作れるな。

　だがディアスが着ていた鎧みたいなのは難しいだろうな。商人から買った方が早いと思う」

「なるほど……。そういえば倉庫に仕舞い込んだままのドラゴンの素材は武具の材料に使えたりするのか？」

「使える、というか村で既に作り始めている。

　牙や爪を使った剣と槍に、ドラゴンの腱やらを使った弓も作っているという話だ。

　後は甲羅の盾なんかも作っているらしいな」

「ああ、なら完成したらそれと素材とを交換して貰うとしよう、甲羅で胸当てとか籠手とかすね当てなんかも簡単な造りで良いから作って貰えると嬉しいな。

　ってどうしたクラウス、なんだその変な顔は……ああ、分かった、金の心配だな？

　安心しろ、装備はタダで支給してやるさ、クラウスには今後増える───かもしれない領兵のまとめ役、隊長をやってもらおうと思っているからな、これくらいはさせてくれ」

　クラウスは私とアルナーの会話に何やら激しく動揺し、驚き、混乱し、食事に手をつけないままに狼狽えていた。

　安心させてやろうと私が口にした装備をタダでやるという言葉は何故だかクラウスの動揺などを更に悪化させてしまったようで、クラウスの顔色がどんどんと悪くなっていってしまう。

　あまりの様子に病気だろうかと私が心配して近づこうとすると狼狽えながらクラウスは口を開いてどうにかこうにかといった様子で声を発し始める。

「でぃ、でぃ、ディアスさん!?

　ど、ドラゴンってあのドラゴンですか!?

　素材が倉庫にあるってことは……まさか倒したんですか!?」

「ドラゴンはドラゴンなんだが、クラウスが想像しているようなドラゴンとは全くの別物だぞ。

　アースドラゴンって名前でな、空は飛ばなかったし、ぱっと見はただの亀で全然ドラゴンっぽくはなかったな。

　ちょっと前にアルナーと一緒にモンスター狩りに行ってな、それで草原の北で見つけて甲羅を叩き割って倒したんだ」

「た、倒したって……そんな簡単に……。

　アースドラゴンって騎士団が総出で攻城兵器とかを持ち出してようやく倒す相手ですよ……。

　それに貴重なドラゴン素材の装備を俺なんかにくれるだなんて……」

「素材は有り余っているから遠慮する必要はないぞ。

　色々な獣を狩ることになるだろうから、剣に槍に弓に、防具もしっかり揃えてやるさ。

　領の安全を守って貰うんだ、その為ならドラゴンの素材くらい幾らでも出してやるさ」

「そこまで俺のことを……わ、分かりました！

　ドラゴン装備に相応しい男になれるように、そしてディアスさんの期待に応えられるように俺、死ぬ気で頑張ります！

　そしてディアスさん……いえ、ディアス様にアルナー様、フランシスさん達に……これから増える領民も勿論、領内の全てをどんな敵が相手だろうと必ず守ってみせます!!」

　そう叫んだクラウスは叫んだ勢いのままに立ち上がって拳に天に向かって振り上げる。

　やる気になってくれたのは嬉しいが、様付けはちょっと……え？　立場を明確にする為に必要？

　そ、そんなものか。

　まぁ……うん、やる気になってくれたなら良かったよ。

　領兵隊長として、そして領民として、これからよろしく頼むぞ、クラウス。













10日後、ユルトの側の草原で────クラウス










　草原の上に広がる青い空を見ながら、槍を突き出し、振り上げて、振り下ろす、槍を突き出し、振り上げて、振り下ろす。

　槍の動きに合わせての呼吸をしながらそれらの動作を繰り返して、休むことなく繰り返して自分の体を虐いじめるようにして槍を振り回し続ける。

　ディアス様の下で働くようになってかれこれ10日、俺は毎日欠かすことなくこうした訓練を繰り返していた。

　槍だけではなく剣と弓の訓練に、体力をつける為の走り込みに、ディアス様がお暇な時はディアス様に手合わせをお願いして、そうやって少しでもディアス様の強さに近付いて、ディアス様と共に戦うに相応しい力を手に入れる為にと必死に懸命に精一杯に今やれること全てに手を出した。

　王都は今、次の王位を巡る後継者争いで荒れている、第一王子派、第二王子派、第一王女派、第二王女派、第三王女派に分かれた貴族達の、貴族特有のなんとも醜悪でろくでもない謀略の応酬が繰り広げられているからだ。

　その下らない争いのせいで戦後の国民の慰い撫ぶや、帰還兵や傭兵達への報酬支払いが疎かとなってしまっていて……その結果民や兵達が荒れて暴れてと、王都周辺はそれはもう酷い有様となっている。

　王都から離れての辺境はどうなのかといえば辺境もまた王都周辺以上に酷い状況だ。

　王都の監視の目が届かないからとろくでもない領主達はやりたい放題の暴れたい放題、特にここの隣領のカスデクスの野郎の酷さといったら……ここまでの旅路で一度目にしてしまったが……あれは……本当に酷くて……思い出すのもおぞましい。

　ディアス様が貰えたはずの金を貰えなかったり、第三王女がディアスさんに会いに来たりしたのはそんな後継者争いの余波であるのは疑いようがなかった。

　金の亡者と噂の第二王子辺りがディアス様の金を奪ったのだろうし、他の勢力に比べ武力に劣ると噂のあの第三王女派は形なり振り構わずにディアス様を取り込もうとしていたのだろう。

　事が後継者争いだけに余波がそれだけで終わりだとはとても思えない、これからも様々な形で余波達がこの領へと届いてくるはず。

　そしてそんな余波達にディアス様がどう対応するのかは……決まっている。

　第三王女を一喝し追い返したあの時の、第三王女が言う所の礼儀知らずの蛮族のような態度で対応するのは疑いようがないことだろう。

　そうなればきっと余波どころではない大波がこの草原に、ディアス様達に襲いかかってくるはずで……だからこそ俺はその時の為にと懸命に訓練を繰り返す。

　ディアス様は戦争の時の、出会った時のままの人柄で、何も変わっていなかった。

　優しいままで真っ直ぐな性格のままで、お人好しのままで。

　偉くなっても出世して領主になっても、その性格は変わらないまま、あの時のまま。

　それを知った時俺はディアス様の為に死ぬのも良いかな、なんてことを考えた。

　王都の馬鹿共や、カスデクスのような馬鹿共の為に死ぬよりは何倍も、何十倍もマシな死に方が出来るんじゃないかと考えた。

　戦争が終わって平和な日々が始まるかと思っていたのに、国内は荒れたままで、むしろ貴族達は更なる戦争を望んでいるかのような振る舞いで……。

　だから俺はここに来た、ここなら格好良く死ねるかな、なんてことを考えながらここに来た。

　ディアス様はそんな俺に……俺なんかの為にドラゴンの素材で作った装備の数々を用意してくれた。

　今手にしている槍はドラゴンの牙から作られたドラゴンスピアだし、身に着けている胸当てに籠手、腰当てに脛当て、それら全てにドラゴンの甲羅が使われている。

　王都の貴族でも……いや、王族でもその手に出来るか分からないドラゴン素材の装備をこんなにたくさん……。

　ディアス様はそれ程に俺に期待してくれている、ただ格好良く死のうなんて馬鹿なことを考えていた俺なんかに期待してくれている。

　ならば俺は、ディアス様のその期待に応えなきゃいけないだろう。

　そうなったらもう死んでる暇などない、生きて生きてそしてディアス様の次に強い男となってこの人を支えなければならない。

　何よりディアス様は本気で領主になろうとしている、立派な領主になろうと、どうしたらここを発展させられるのか、どうしたら領民が集まるのかと日々頭を悩ませている。

　それは極々領主として当たり前のことだけど、今それをやれている領主は国内にディアス様以外には存在しない、だからこそ俺は───って、何事だ？

　ディアス様とアルナー様に、更にはフランシスさん達までもがこんな時間にユルトから出て来るとは……。

　ディアス様の表情も硬いしこれはただごとではないぞ。

「ディアス様、どうしたんですか？

　もうそろそろ夕暮れ時ですけど、こんな遅い時間にお出かけですか？」

「ああ、アルナーがまた気配を捉えたみたいでな。

　東からで数が12人だそうだ。

　その気配のうちの一つが今にも死にそうな程弱っているらしくてな、手遅れになる前に急いで様子を見に行こうと思うんだ」

　婚約者とは名ばかりのディアス様と毎晩を共にする奥方アルナー様は、王都でも聞いたことのないとんでもない効果の魔法をいくつも習得されている。

　その一つが生命感知魔法という魔法だ。色々と下準備というか仕掛けが必要だそうで、相手の数とか相手との距離とかで正確性が失われるらしいのだけど、それにしたって便利な……本当にとんでもない魔法だ。

　俺の二回の来訪をどちらとも、しっかりと感知していたって言うんだから驚かされる。

「俺も行きましょうか？

　敵……盗賊なんかの可能性もありそうですし……」

「いや、クラウスはここで待機していてくれ、今日は鬼人族の村から荷物が届く日だからその受け取りを頼みたい。

　もし相手の様子がおかしいようならすぐにアルナー達を帰すつもりだから、その時はここでアルナー達のことを守ってやってくれ」

「……分かりました、お任せください」

　そう言ってから槍を地面に突き立てながら胸の前に拳を置いて敬礼をする。

　ディアス様は俺の敬礼に頷いて、戦せん斧ぷを片手に東の気配の方へと向かって歩いていく。

　その途中アルナー様の角が輝いて、アルナー様とフランシスさん達の姿が溶けるようにして消えていって……ううむ、あれも凄い魔法だよな。

　さて、相手が何者かは知らないがもしもの時の為に戦いの準備はしっかりと整えておくべきだろう。

　防具のベルトを締め直して、腰に剣を下げ、弓矢を背負って、槍を片手にしっかりと持ってディアス様達のお帰りを待ちながら体力を使いすぎない程度に走り込みをしておこうか。

　そうやって体を温めておけば、いざという時すぐに動けるだろうしな。







　ん？　あれ？　草原の向こうに見えるのはディアス様か？

　思った以上に早く帰ってこられたな……まだ鬼人族の荷物も届いてもいないぞ。

　一体向こうで何があったんだ……？

　段々とこちらに近付いてくるディアス様の様子を見る限り……相手は盗賊だとかの敵ではなかったみたいだな。

　何しろその一人をディアス様が背負っちゃっているし……あれで敵ってことはないだろう。

　ああ、その人が死にそうな程弱ってるっていう人ですか……助ける為に急いで帰って来たと。

　なるほど……確かに今にも死んじゃいそうですね、その人……っていうかその人達……。




　ディアス様達がそうして連れて来たのは12人の老婆達だった。

　ボロ布を身に纏い、頰被りをしながら薄汚れた白髪を揺らす老婆達。

　聞けば老婆達は棄民なのだそうだ。

　隣領カスデクス公爵の次男がつい先日内乱を起こしたのがその原因らしい。

　悪逆のカスデクス公爵とその長男討つべしと次男は兵を挙げ、多くの領民とカスデクス領の領兵達が次男の味方となったとか。

　対する公爵と長男はコネと金の力でもって戦争が終わってしまって仕事を失っていた傭兵達を国内中からかき集めての抵抗を始めたらしく、その結果隣領では結構な規模の戦いが続いているのだそうだ。

　中々に終わらない内乱のせいで困窮したカスデクス領内のある村が口減らしをするとの決断をして、そして老婆達を村から……カスデクス領から追い出してしまったらしい。

　老婆達のまとめ役マヤ婆さんは、特技なのだという占いで自分達に生きる道は無いのかと探り、占いの結果に従って歩いて歩いて、食料も水もないまま老いた体で歩き続けて……そうやってディアス様達と出会ったのだそうだ。

　生きる道を求めて諦めずに歩き続けて、そしてここに辿り着くこととなった老婆達は思い思いの場所に腰を下ろしながらアルナー様が淹れた薬湯をチビリチビリと飲み始める。

　歩けない程に弱り、ディアス様に背負われていた老婆もぐったりと地面に横になりながら、それでもその薬湯をどうにか一口飲んだことで、少しずつではあるが悪かった顔色を回復させ始めていて……あの様子なら今すぐにどうということはなさそうだな。

　そうやって老婆達の世話を終えたディアス様は……なんとも言えない笑顔でこちらへと駆け寄ってくる。

「やったぞ、クラウス！

　領民が一気に12人も増えた！」

「ディアス様……やっぱりあの老婆達を領内に迎えるんですね？　そして領民として扱うんですね？

　老婆達が棄民である以上どう扱うのもこちらの自由ではあるのですけども……生産性が無いというかなんというか……」

「それがまた凄いんだよ、婆さん達は皆70歳以上でマヤ婆さんに至っては90歳だそうだぞ。

　長生きだよな、奇跡みたいな話だよな。

　長寿の秘訣とか聞けると良いな」

「60でも長生きだというのに全員が70以上って……。

　それはつまりいつ死んでも、明日死んでもおかしくないってことですよ、ディアス様。

　だからこそ棄民に……って、ああもう聞いてない」

　そうしてディアス様は俺との会話もそこそこに嬉しそうに、本当に嬉しそうに笑いながら倉庫へと突入して中からユルトの建材を両腕で持てる限りいっぱいに抱えながら引っ張り出し始める。

「ちょ、ちょっと待ってください、俺も手伝いますから!!

　すぐに手伝いますから、そうやって無理矢理に引っ張り出さないでください、大事なユルトが壊れちゃいますよ！」

　そう叫んでから俺は手に持っていたドラゴン装備を投げ出し、ディアス様の下へと駆けていく。

　優しくお人好しなのは良いことですし、素晴らしいことですけど、お人好しすぎるのも困るんですよ！

　聞いてますか、領主様！

　何事も程々で、程々でお願いしますよ!!













立ち並ぶユルトを眺めながら────ディアス










　マヤ婆さん達を草原で拾ってから３日が経ち、ここも賑やかになったもんだと辺りをぐるりと見渡す。

　私とアルナーが住むユルトに、クラウスが住むユルト、倉庫に、飼育小屋に、厠小屋に、井戸、そしてマヤ婆さん達が住むユルトが三つに、マヤ婆さん達の希望で組み立てた集会所用の大きなユルトが一つ。

　鬼人族の村程の規模ではないにせよ、そうやってユルトや建物が並ぶ光景はなんとも壮観で……もうここのことを村と呼んでも良いんじゃないかな？　とすら思えてくる。

　ここを村とするなら村の名前はどんな名前が良いかな。

　分かりやすくて覚えやすい名前……草原村……ユルト村……うーむ、どれもいまいちだな。

　しばらくあれこれ考えて……良い案が全くと言って良い程に思い浮かばず……これは誰かに意見を聞いた方が早そうだと考えを切り替える。

　ならばと私の足元で毛繕いをしていたフランシス達に行くぞと一声かけて、アルナーとマヤ婆さん達が居る集会所へと足を向ける。

　アルナーとマヤ婆さん達がそこで何をしているかと言えば、答えはフランシス達の毛に関する作業だ。

　メーアの毛は刈り取ればそれですぐ使えるという訳ではなく、洗ったり解ほぐしたり、そして紡いだりと色々な作業が必要になる。

　結構な手間と、結構な時間がかかるそれらの作業をうちでやるには流石に人手が足りず、今まで刈り取った毛は何も手を入れないまま鬼人族の村との物々交換に使っていた。

　刈り取った状態そのままに交換されていく毛を見たマヤ婆さん達はこんなに上質な毛をそのまま交換に使うだけだなんてもったいない、ちゃんと処理して価値を高めるべきだ、いっそ処理した毛糸を使ってうちでも何か作るべきだとの声を上げた。

　元々居た村でそういった仕事もしていたし、作りたい物が色々とあるし、何より何もせずただ私達の世話になりながら生きていくだなんてのは耐えられない、自分達も領の為に働きたいと口々に言うマヤ婆さん達。

　ある程度歳がいった人が仕事も何もしないでいると、病気になったり呆けたりするぞ、とのアルナーの意見もあって、それならばとメーア毛の処理をマヤ婆さん達に任せることになった。

　毛を処理して毛糸を作って、交換用にするなり自分達で何か作るなりは自由にやってよし。

　ただ鬼人族との物々交換は続けたいので一定量は交換に回すように。との許可を出すとマヤ婆さんは上手くやってみせるから期待しておきなさいと満面の笑みを見せてくれた。

　そういう訳でマヤ婆さん達は朝食が済むなり集会所へと集まって、メーア毛を洗ったり解したり、鬼人族から譲って貰った糸車で紡いだりと毎日忙しそうに……楽しそうに働いている。

　集会所に近付けば、そうして働くマヤ婆さん達の歌が聞こえて来て……そのなんとも言えない優しい響きに胸が温かくなる。





　糸よ、糸よ、細うなれ。

　紡いで下げて、巻き上げて。

　可愛か領主の財となれ。

　糸よ、糸よ、細うなれ。

　紡いで縛って、愛合わせ。

　綺麗か奥に子を持たせ。






　繰り返し響いてくるそんな歌。

　歌詞の一部に思う所がないでもないが……まぁ水を差すようなことは言うまいと口をつぐみながら集会所入り口の布をそっと捲り上げる。

　今日は紡ぎの作業をやっているのか、ユルトの中でカラカラと糸車が一斉に回っている。

　糸車をまわしながら歌を口ずさみながら、アルナーもマヤ婆さん達も皆が皆、笑顔で……うぅむ、なんとも平和な光景だなぁ。

　私がそうして眺めていると、アルナーとマヤ婆さん達は私に気付き、作業と歌が一段落するところまで作業を進めてから、手を止める。

「どうかしたのかい？　ディアス坊や、今日は珍しく難しい顔をしているんだね」

　皺だらけの顔で鷲鼻を上下させてマヤ婆さん。坊やって歳でもないんだがなぁ。

「ああ、人も増えてユルトも増えたからここを村ってことにしようかと考えていたんだ。

　それで村の名前を考えていたんだが、中々良い名前を思いつかなくてな。皆は何か良い案は無いか？」

　私がそう言うとマヤ婆さん達は顔を見合わせて、そしてあれやこれやと意見を出し始める。

　ディアス村？　駄目だ、却下だ、却下。

　ディアス・アルナー村も勘弁して欲しい、愛の村？　それもちょっとなぁ……。

　ああ、クラウス、お前も来たのか……村の名前なら良い考えがあるって？

　おいおい……ドラゴン殺し村はいくらなんでも語呂が悪すぎるだろう。

　そっちも却下だ。

　うーむ、中々良い案が出てこないな。

　いっそフランシス村にでもしてしまおうか……。

　……ん？　なんだ、アルナー、君も何か案があるのか？

「……イルク村というのはどうだ？

　古い言葉で最初の村という意味になる。

　分かりやすいし、語呂もそう悪くないだろう」

　イルク村か、イルク村……イルク村。

　うむ、悪くなさそうだ。

　周囲へと視線をやって……クラウスがやや不満気ではあるが、他の皆も特に異論も無いようだ。

　よし、我らが領内初めての村の名前はイルク村で決定だな。




　領民が増えて、何も無かったここに村と呼べる物が出来て、こうして物作りも始まって……これは順調と言って良いんじゃないか？

　この調子でどんどん領民を増やしてこの草原にもっともっと村を増やしていって、この仕事風景のような賑やかで平和な光景を広げていきたいもんだ。

　んん？　なんだ？　皆急に立ち上がってどうした？　今日の仕事は終わりなのか？

　え？　村が新しく出来て、その名前が決まったんだからお祝いするのが普通？　今晩は盛大に宴？

　お、おお、そんなことをする必要があるのか。

　いやいや、反対とかじゃないんだ、勿論構わないぞ、今日は皆で盛大に騒ごう。




　そうして行われた宴は……傍から見れば質素なものだった。

「さぁさぁ、今日は夜更けまで皆で歌って踊り続けるよ」

　結構な時間を働いて疲れているだろうに疲れを見せずにそう言ったマヤ婆さん達が手拍子を楽器に歌を披露して。

「え、俺が踊るんですか？　しかもフランシスさん達と!?」

　婆さん達にせがまれて悲鳴を上げたクラウスが歌に合わせてフランシスとフランソワと共に焚き火の前で踊り続けて。

「酒もどうにかして手に入れないとな、料理はなんとかなるが宴に酒が無いのが物足りない。

　ん？　私か？　酒は飲むぞ、一晩で大瓶一つ分は飲むぞ」

　その歳でそんなレベルの酒豪なのかと私を驚かせるアルナーが作った香草と肉多めの料理を皆で食べて、そうして日が沈んで辺りが真っ暗になって夜更けとなって、空が白む明け方近くまで皆で騒ぎ続けた。

　宴というには少しばかり物足りず、静かで質素で、しかしとても楽しくていつまでも続けたくなる、そんな宴。

　私も十分に楽しんだが皆もそんな宴を楽しんでくれたようで、翌日の昼頃に寝不足で目を擦りながら起き出した皆はまた宴をしたい、今後はいつ宴をするのかとそんなことを口々に言い始める。

　次の宴かぁ、新しい村が出来るとかの良いことがあったら宴をする訳だし、領民を集める方法とかここを発展させる方法とかを皆が考えてくれたら、宴を開く機会が訪れるんじゃないかな？

　あ、あれ？　皆急に目つきが変わったな。

　……アルナーにクラウスにフランシス達まで……。

　前に私が意見を求めた時と比べ物にならない程の目つきというか、やる気というか。

　皆がこうしてやる気を出してくれたのは嬉しいんだけど……なんだか釈然としないぞ。

　ああ、うん、分かった分かった、それじゃぁ皆でどうしたらこの領が、そしてこのイルク村が発展していくのか、案を出し合っての話し合いを始めようじゃないか。













翌日、小川の側で────










　領民集めの方策の話し合いが行われた翌日の昼、私は小川近くに腰掛け、小川の流れを眺めながらフランシスとフランソワのことを撫で回していた。

　まずは頭をゆっくり撫でてから、毛を押し付けるようにしての撫で方で、首、背中へと手を移動させていく。

　フランシスはやや乱暴に力強く撫でて、フランソワは優しくふんわりと撫でる。

　別にフランシスにだけ意地悪している訳ではなく、フランシス達がこの撫で方を好むのだ。

　それと好みとは関係なくフランソワのお腹を撫でる時は出来る限り優しく慎重に。

　フランソワの妊娠が判明してからそろそろ一ヶ月が経つ、まだ目立つ程に大きくなってないとはいえ、膨らみを感じる程度には子供が育っているようだし、十分に気をつけないといけない。

　メーアの妊娠期間は五ヶ月程という話なので今が春なのを考えると出産は秋頃になるか？

　秋になる頃、この領、そしてイルク村はどうなっているんだろうなぁ。

　領民はどれくらい増えているのだろうか、新しい村が出来ていたりするのだろうか、領民が減っているというのは……あまり考えたくはないな。

　昨日の話し合いを経て、皆で知恵を集めての領民集めは一様に動き出している。

　クラウス発案の領民募集の看板を領の境界近くに立てるだとか、アルナー発案の行商人が来ることがあったら金を払ってこの領を宣伝して貰うだとかは特に問題も無いのでやるだけやってみようと言うことになって、看板作りの方については既にクラウス主導で始まっている。

　だがそれはすぐに領民が集まるというものではなく、確実に領民が集まるというものでもなく……何かもっとこう、すぐに効果のある良い領民集めの案は無いものかなぁ。

　……そういう意味ではマヤ婆さんの出した案……私がすぐさま却下したあの案が手っ取り早く最適解なのかもしれないが……しかしアレはなぁ……。

「なんだい、ディアス坊や、あたしのことを呼んだかい？」

「う、うおぅっ!?

　ま、マヤ婆さんか!?

　いや、呼んだも何も私は声すら出してないんだが……」

　音も無く気配も無く、突然に私の横に現れたマヤ婆さんの登場に私は驚いてしまって、フランシス達を撫でる手の動きを思わず止めてしまう。

　フランシス達が撫でるのをいきなり止めるんじゃないとの抗議の角突きをゴッゴッと私の脇腹に繰り出す中、マヤ婆さんはゆっくりと口を開く。

「……そうかい、なんだかディアス坊やが呼んでる気がしたんだが気の所為だったかね。

　それはそれとして坊や……昨日の話の続きなんだけどね、どうして奴隷は駄目なんだい？

　ドラゴンの素材を売って大量に奴隷を買えば領民なんてあっという間に増えるだろう？

　何故そうしないんだい？」

　そう、マヤ婆さんの出した案というのは奴隷の購入のことだった。

　幼い頃に売り払われた者、重い罪を犯した者、返せない程の借金を重ねた者、あるいは囚われた異民族などが人間として扱われなくなり道具として扱われ、そんな扱いが死ぬ時まで続く生き地獄……それが奴隷制度だ。

　奴隷はそう高くない値段で買うことが出来る、それこそあっという間に村一つ分の人数を揃えることも可能だろう……だが私は……。

「奴隷……というか奴隷制自体が好きではないんだよ。

　戦場で何度か奴隷兵を見たがそれはもう酷いもんだった。

　皆が皆、やせ衰えていて、若い奴隷は満足に体も成長していなくて……戦いの先に抱く希望も何もないもんだから、生きようとすらしない。

　戦場で早く死んで楽になりたいと敵の剣に飛び込んで刺さりに行く奴隷もいたくらいだ……」

「……それなら坊やが奴隷達をひどい扱いをしないであげたら良いだけの話じゃないのかい？」

「買うこと自体が問題なんだ、奴隷商人に金が回れば新たな奴隷が生まれてしまう。

　ここで奴隷が売れると知れば尚更だろう。

　奴隷商人になるような連中が法を正しく守って奴隷集めしているとは到底思えないからな。

　……うちの領では奴隷を持つことも売ることも禁止したいと思っているよ」

「そうかい、そうかい。

　……良かったよ、坊やが奴隷を嫌いで。

　あたし達も奴隷は嫌いだからねぇ……一安心一安心」

　そう言ってヒェッヒェッヒェと笑うマヤ婆さん。

　私はそんなマヤ婆さんに何を言っているのだと驚きながら声を上げる。

「は、はぁ!?

　嫌いならなんで奴隷だなんて案を言い出したんだ？」

「ここに人が増えて行くうちにその一人が奴隷推進だなんてことを言い出してしまうんじゃないかと心配したんだよ。

　そうなる前にあたしが言ってしまって、それで坊やを奴隷反対の方に誘導して領法で奴隷を禁止に……なんてことを考えていたんだけど、どうやらその必要もなさそうで良かったよ」

「それならそうと回りくどいことをせずに、そうしてくれと言ってくれたら良かったのに……」

　マヤ婆さん達はアルナーの魂鑑定で皆が青だったし、青の人から何か提案があれば私は前向きに受け入れるんだがな。

「そうだね、坊やの言う通りだよ。

　ごめんねぇ。

　カスデクスのことがあったからどうしても悪い方に考えてしまってねぇ。

　気持ちが焦ってしまったのかもしれないね」

「カスデクス……確か隣の領主のことだったか？

　……クラウスも酷い領主だとかなんとか言っていたような……」

「その通りだよ。

　領主として褒められたもんではないのは勿論、領主と長男は奴隷狩りを趣味だと公言して憚はばからないロクデナシ。

　次男は次男で女奴隷を集めて侍らせているロクデナシ。

　あそこで住んでる間はそれはもう奴隷に関わる酷い話ばかりを耳にしたもんだよ……」

　そう言いながらじっと私を見つめるマヤ婆さんの目は……静かに揺れていた。

　私はその目をじっと見つめ返して。

「この領はそんなことにならないから大丈夫だ」

　と強く頷く。

　そんな私を見てマヤ婆さんは満足そうに笑って、ありがとうねとの一言を残してからユルトに戻ろうとゆっくりと歩き去る。

　マヤ婆さんのことを見送りながら……マヤ婆さんの言葉を嚙み締めながら私はフランシスとフランソワのことを撫で始める。

　ところでフランシスにフランソワ、マヤ婆さんと話してる最中も角突きを繰り返すのは流石に反則じゃないかな？

　あれだけやられたら、きっと私の両脇腹は痣だらけだぞ？

　会話に夢中でおざなりにしたのは悪かったが、それにしたって限度ってものが……ああ、うん、分かったよ、撫でるよ、撫でたら良いんだろう。

　今日はもうこれといって用事も無いし、残りの時間はお前達の為に使うよ。

　……ってアルナーがこっちにやってくるな……確か今日は家事で忙しいと言っていたはずだが……もしかして、また来客か？

「ディアス、行商人達がようやく来てくれたそうだ、村での取引を終えてもうすぐこちらにも来てくれるようだと村の男衆が知らせてくれた」

　鬼人族の村に来ているという行商人、以前アルナーに行商人について質問した時は何も答えてくれなかったので詳しくは知らないが……王国外から来ているんだったかな。

　……まぁ、相手が何者であれ、我が村にとっては待ちに待った行商人様だ。食料やら生活雑貨なんかを売って貰うだけでなく、領の宣伝を頼んだりもしなければならない。

　つまりは当然私が出迎える必要もある訳で……。

　だからフランシスにフランソワ、撫でるのを中断したからってそんなに怒らないでくれ……おおい、角突きの威力が上がっているぞ、痛い痛い。

「……行商人達が来るまではまだ時間がある。

　それまではそのままフランシス達と遊んでくれていて良いぞ。

　クラウス達に知らせるのは私の方でやっておくよ」

　お怒りのフランシス達の様子を見てアルナーが苦笑しながらそう言ってくれる。

「そ、そうか。

　悪いなアルナー、色々任せっきりで。

　行商人との取引が終わったら私も家事を手伝うよ」

　私がそう言うとアルナーは柔らかな笑顔を見せてくれながらこの場を立ち去って……そして私はフランシスとフランソワをこれでもかと二人が満足するまで撫で回していく。

　撫でて撫でて撫で回して、いい加減に手が疲れたなという辺りで鬼人族の村がある方向から行商人と思われる一団が現れる。

　車輪の回る音と馬の鳴き声と……荷物が揺れる音や何かが揺れるカランカランという音を上げながら、こちらにゆっくりと近付いてくる行商人の一団。

　それをよく見ようと立ち上がり、背伸びをしながら目を凝らす。

　大きな黒毛の馬２頭が引く幌馬車はかなりの大きさで、その周囲を護衛が囲んでいる。

　幌馬車の屋根には吊るされた鐘があって、馬車が揺れる度にそれが揺れてカランカランと音を出している。あの音で客に商人が来たぞと知らせているのだろうか？

　そんな馬車が段々と近付いて、その姿をはっきりと視界に収めた瞬間から私はその馬車から目が離せなくなって……そのまま硬直してしまう。

　馬車……というか、馬車の御者台に居る御者から目が離すことが出来ない。あ、あの御者の姿は一体……。

　何かの獣の革で作られたらしい茶色の服を身に纏い、丈の長いブーツで脚を覆って、頭の大きさに比べてかなり小さい帽子を被りながらゆっくりとこちらに向かってくる……カエル頭。

　ピョコンと顔の上に載った目に、左右に大きく広がるでかい口に緑の肌。

　カエルのような顔をした人、とかそういう話ではなく、間違いなくにアレはカエルで、カエルが服を来て馬車を操っていたのだ。

　私がそんなカエル人間達から目を離せないでいると……クラウスが様子を見る為かこちらへと駆け寄ってきて、

「へはっ!?」

　とそのカエル人間を見るなり驚きの声を上げて硬直してしまう。

　行商人がどんな商品を持って来たかと見に来たマヤ婆さん達も、例外なくカエル人間を見るなり悲鳴のような驚きの声を上げ始めて、ざわつき始める。

「ああ、やっと来たようだな。

　あれがフロッグマンの行商人だ」

　と最後に現れて、私達のそんな様子に気付きもせずにそう言うアルナー。

　フロッグマン……。そんな人種も存在するんだな……。

　というかアルナー、それならそうと事前に一言欲しかったぞ？

　いきなりあの見た目は心臓に悪いにも程があるよ。

　そうしてフロッグマンは驚愕し硬直したままの私達の目の前まで馬車を走らせて来て……ゆっくりと速度を落としていって馬車を停止させる。

　馬車を止めてから吸盤が先端についた指で馬たちをひと撫でしたフロッグマンは御者台から降りるなり、護衛達と共に一列に並んで見せて……帽子を脱ぎ行儀よく頭を下げながら挨拶を始める。

「やぁやぁ、あんさんが噂のドラゴン殺しのディアスどんですかい。

　あっしは行商人のペイジン・ドと言うモンです、お会い出来て光栄でさぁ。

　今日は色々と珍しいモン持ってきましたんでん、良い取引をさせてくだせぇや」

　ゲコゲコゲコと独特の音を、膨らむ喉の奥で鳴らしながら、その音と同時に男を思わせる低い声を発しながら喋るフロッグマン。

　私はペイジンと名乗ったフロッグマンにどうにかこうにか挨拶を返しながら、言葉での挨拶を交わすだけでなくペイジンと、鉄の鎧兜で全身を覆う護衛達と握手を交わしていく。

　ペイジンの手のじっとりしっとりした感触に驚かされ、護衛達の毛深さに驚かされ、驚きに満ちた握手を終えたなら、ペイジン達を案内すべく倉庫前へと移動する。

　そうして倉庫前に着くなりペイジンがゲコゲコと口を開く。

「……そしたらディアスどん、早速でアレですけど、あんさんが倒したっちゅー噂のアースドラゴンの素材のこと見せて貰って良いですかい？

　モンスターの素材は大きさとか品質で価値がかなり変わるものですけん、先に鑑定の方を済ませてから取引きといきまひょ」
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　確かにそうした方が話が早そうだなと思いつつ、ちらりとアルナーの方を見て……アルナーの角が白く輝いているのを確認してから私はペイジンに分かったと頷いてクラウスと共に倉庫の中へと向かう。

　白は敵意なしの色だったよな。

　色々な品物を領内に流通させてくれる行商人が青じゃないってのは、あくまで向こうは商売目的、それ以上の好意は無いってことなんだろうか。

　んー……青では無い相手に素材をどれくらい渡すか迷うところだが……この領に行商に来る価値無しと思われるのも不味いよな……。

　多すぎず少なすぎず……牙１本、爪１本、盾くらいの大きさの甲羅１枚くらいが良いだろうか。

　そもそもドラゴン素材がどれくらいの価値の物なのかがよく分からないからなぁ……とりあえずこれで様子を見るとしよう。

　私が牙と爪を持ち、クラウスが甲羅を持ち、そうして二人で倉庫を出る。

　私達が倉庫を出るなり、鉄の鎧兜姿を身に纏った護衛達は口を大きく開きながら驚愕し、ペイジンはニコニコと引き攣った笑顔のままに……顔色を緑から深緑に変化させていく。

　あれ？　何かまずかったかな？

　もしかして小さめの物ばかりを選んだのに気付かれたか？

　それで機嫌を悪くしたとか……？　いや、そういう感じでもなさそうだな。

「あー、ペイジン。

　これがアースドラゴンの素材なんだが……何か問題でもあるのか？

　顔色が悪いー……みたいだぞ」

「ゲッ、ゲコゲコゲコゲコ、問題だなんてとんでもねぇでさぁ。

　ディアスどんがお一人でドラゴンを倒したっちゅう話だったさかい、小物だと思っちょったんですけど……いやいやいや、それを見ると随分と大物だったようでん？」

「んん？　これで大物なのか？

　まだ１匹しか見つけてないからそこら辺のことが良く分かってないんだ。

　また狩れたらと思って暇な時に探してはいるんだが、中々見つからなくてなぁ」

「……わ、わざわざ次を探してはるんですかぃ、そうですかぃ。

　……ご無礼を承知でお聞きしてぇんですが、本当にアースドラゴンをお一人で討伐したんですかぃ？」

　顔の上に突き出した丸い目を細めながら私をじっとりとした視線で見やるペイジン。護衛達も何やら疑いの視線を私に向けていて……なんとも不機嫌そうな表情だ。

　ふーむ、ペイジン達は一体何をそんなに疑っているのだろうか？

　……もしかしてあれか？　アースドラゴンを倒したのでなく死体をたまたま見つけて拾って来たとでも思われているのかな？

　それで私がドラゴン殺しを詐称していると……うん、そう言いたげな顔だな、アレは。

　ドラゴンはこれからも見つけ次第に狩るつもりで、そうやって手に入れたドラゴン素材は領の特産品にでもしようかとも私は考えている。

　これからの領の発展を担うことになる大事な商品に、そんな疑いを持たれるのは良くないな、うん。

　……これはしっかりと証明してみせる必要がありそうだな。

「アルナーもその場には居たが、戦ったのは私だけだったな。

　戦い方としてはアースドラゴンの上に乗って甲羅を割って倒した訳だが……言葉で説明しても分からないよな。

　だから実際にその様を見せようかと思うんだ。

　クラウス、私は戦斧を取ってくるから、その間に割るに丁度良さそうな大きめの甲羅を倉庫から出しておいてくれ」

「ひょっ、はっ、えっ？

　割るって……えぇっ!?」

　私のそんな言葉を受けての驚きのせいか、喉を大きく膨らませて不思議な声を上げ続けるペイジンをそのままに私はユルトへと向かい、クラウスは何も言わずに頷いて倉庫の中へと入っていく。

　戦斧を手に取り次第倉庫前へと戻ると、クラウスがちょうど甲羅を倉庫前の地面へと置いていた所で……では早速やろうかと両手でぐっと戦斧を握り直して構えを取る。

　アースドラゴン討伐後の解体で一番手間がかかったのが甲羅の解体だった。

　鬼人族の職人達が甲羅を熱して冷やしてを繰り返して、甲羅になんとかヒビを入れて、そのヒビにタガネを入れてハンマーで叩いて、そうやって少しずつ少しずつ砕いて割っていくので精一杯。

　兎に角手間がかかり燃料がかかり、体力と力が必要で兎に角大変な作業だったらしい。

　そこで私は甲羅をどうにか簡単に割る方法を探るべく戦斧でもって、甲羅を叩いて叩いて叩き続けることにした。

　そうすることで甲羅の弱点というか、割りやすい部分というか、そういうものを見つけられないかという試みだ。

　何日か叩き続けるうちに甲羅の隙間というか、筋というか、衝撃が伝わりやすい部分を見付け出した私は、そのことを意識しつつ更に殴り続けて数日が過ぎて……。

　そうして私は戦斧でもって甲羅を一撃で割る技を編み出すことに成功したのだった。

　一度成功しコツを摑んだら後は楽なもので、私は次々と戦斧で甲羅を砕いて砕いて解体を手伝っていった。

　それを見たクラウスが『これはもう立派な戦技です、是非名前を付けましょう！』なんて言い出して、勝手に『戦斧竜甲断』なんて名前を付けてしまった。

　近くで見ていたアルナー達にまずそれが定着して、それが伝わって鬼人族達にまで定着してしまい……今では鬼人族の村に行けば子供達に戦斧竜甲断を見せてとせがまれる有様だったりする。




　そんな経緯で誕生した戦斧竜甲断を、ペイジン達に見せつけるようにして甲羅へと放つ。

　ガキィィンという音と共に戦斧が地面へと突き刺さり……綺麗に二つに割れた甲羅が左右に割れ落ちて、ドサリと地面に横たわる。

　それを見たペイジンは口を大きく開け、そこから長い舌をダラリとぶら下げながら呆然とし……では、護衛達はと言えば恐々と顔を青くし、硬直し、腰を抜かして地面に座り込んだりと様々な反応を見せている。

「この……戦斧竜甲断はアースドラゴンとの戦いの後で身に付けた技だが、それでもアースドラゴンを倒せる程の力が私にあるということはこれで分かってくれたと思う。

　これからも見つけ次第アースドラゴンを倒して素材を商品として出荷するつもりだからよろしく頼むよ」

　驚いたまま呆然としたままのペイジン達に私がそう声をかけるとペイジンがハッと意識を取り戻しながら激しく首を上下に振って何度も何度も頷く。

「ももも、勿論でさぁ！

　き、牙も爪も甲羅も、そっちのあっし達に技を見せる為に割ってくれた甲羅も全部を買い取らせて頂きまさぁ！

　価格も適正価格で相場通りに致しやすのでご安心くだせぇ。

　おい！　お前達！　さっさと荷降ろしをしぃや！

　こいだけの素材、手持ちの金貨だけじゃ払いきれんや！」

　そんなペイジンの大声での指示でようやく自分を取り戻した護衛達が動き出し、幌馬車の中からあれやこれやと荷物を馬車の外へと運び出し始める。

　何が入っているのか多種多様の形をした木箱に樽に麻袋にと、様々な荷物が倉庫の前に積み上げられていく。

　ペイジンは荷物の目録の書かれているらしい羊皮紙を片手に、もう片手には珠を動かすことで数を数える……アバカスという名前の計算の為の道具を持って、慌ただしく右へ左へと走りながら荷物の数を数えていく。

　これは銅貨何枚で、これは銀貨何枚で、これは金貨何枚で、とそんなことを呟きながら荷物の値段だろう数字を加算していって……そうしてペイジンはニィッと口の端を上げて笑顔を作り出す。

「よしよし、なんとか支払いに足りてくれそうで良かったでん。

　これで足りんかったら旅路の食料まで売らんといかんとこやった。

　ああ、そうだ……ついでだからほれ、馬車の奥のアレも出してしまい。

　獣人国では全く売れんかったけど、ディアスどんは人間族じゃし買ってくれよう」

　ペイジンがそう言うと荷降ろしをしていた護衛の一人が頷いて……そして馬車の奥から幼い、本当に幼い二人の子供を抱えながら馬車の外に連れ出してくる。

　護衛が倉庫前に連れて来た子供は……とても酷い格好だった。

　ボロ布を体に巻いただけの格好で、その体は痩せこけて、その肌もその金の長い髪も汚れきっている。

　そしてその目にあるはずの子供が持つべき輝きは失われていて……それを見るだけで二人の境遇が察せられる。

　……あの目を見るにこの二人は私と同じ孤児なのだろう。

　ペイジンはさっき売れなかった、とそう言ったよな……つまりこの子供達が商品なのか？

　ペイジンは孤児の子供達を売っているのか？　奴隷として……！

　なんとも表現し辛い怒りと、不快感が湧き出して来て私の胸の奥で燻くすぶり始める。

　そんな怒りと不快感をなんとかしようと、私がギシリと歯を軋ませる程に力を込めていると、そんな私の腕をアルナーが無言のままに摑み、落ち着いてくれと声をかけてくる。

　……そして私のそんな様子を近くで見ていたらしいマヤ婆さんが、やれやれと呟きながら私の前へと進み出る。

「ディアス坊や、子供の前でそんなおっかない顔をするんじゃないよ。

　……それと商人さんや、申し訳ないけど坊やも私達も奴隷は嫌いでね、勘弁してもらえんかね」

　ペイジンと護衛達は怒りに震える私の様子を見て……そしてマヤ婆さんの言葉を耳にして……焦り、狼狽し、顔色を激しく悪化させる。

　ペイジンは顔色をどんどんと悪くしながら口をパクパクと激しく動かして弁解を始める。

「ち、違いまさぁ、こいつらは奴隷というかそうでないというか。

　……ひ、人助け……そう、人助けの結果あっしらの商品になった子供らでん、あっしらが商品にせなんだら死んでた子供なんでさぁ。

　決して悪さしたとか、そういうんじゃないで、面倒な事情があるんでさぁ……」

　ペイジンはじっとりとした脂のようなものを肌に浮かべながら面倒な事情とやらを話し始める。




　子供達はある里で同じ日同じ時に生まれた双子なのだそうだ。

　その里では双子は『災厄をもたらす獣人腹の子』として忌み嫌われているらしく、生まれた翌日には里の全員が集まっての話し合いで子供達の処刑が決定されてしまったらしい。

　だが両親は子供を殺されてたまるかとその決定に反発、子供達を抱えながら里から逃げ出したのだそうだ。

　里を離れて、誰も居ない森の中での親子だけの生活を始めて、数日して親子は偶然にペイジンと出会って、そうしてペイジンのお得意様になったのだとか。

　だが森の中で家族だけでの生活は尋常の苦労では済まされず、そんな疲れから両親は病に倒れてしまったそうだ。

　両親は病を治そうと様々な薬をペイジンから買ったのだが、そのどれも効果は薄く病はどんどん悪化していき……そうして死の淵まで追い込まれてしまった両親はペイジンに子供達を託したいと懇願し始めたのだそうだ。

　しかしペイジンはあくまで商人としてここにいる、儲けにもならない慈善活動は出来ないとそんな懇願を拒否。

　ならばと両親は子供達を『商品』として預かってくれと再度懇願してきたらしい。




「災厄の子なんてモンを預かるのは御免だったんですけんど、少なくない金まで積まれて死の間際に懇願されたら嫌とも言えんで、子供の世話ばしてくれる良かモンに売る時まで預かると約束したんでさ。

　けんど誰もが災厄の子なんていらんと言うもんで中々買い手もつきませんで……そうするうちに預かった金も尽きてしまって、食事に世話に金がかかるばっかりで赤字も赤字。

　そんな状態が続いて今日、ディアスどんと出会ったという訳だでん……。

　に、人間族は奴隷を買うのも飼うのも好きと聞いたもんで、あくまで好意でん取引きしようかと……悪気は無かったんで、本当に勘弁してくだせぇや……」

　そんな言葉で説明を終えてペコリペコリと頭を下げるペイジン。

　そういう事情ならまぁ……仕方ない……のだろうな。

　ペイジンに悪気が無かったのならばと私の怒りはただの八つ当たりでしかなかったなと、私は謝罪の言葉を口にしながらペイジンに倣って頭を下げる。

　ペイジンはそんな私に更に頭を下げながらいやいや自分が悪かったと謝罪して、そうして二人で謝罪し合っていると、いつの間にやら私の背後に隠れていたらしいアルナーが私の背中を指で突付き、ボソリと小さな声で言葉を漏らす。

「ペイジンは噓は言っていない、それとあの双子の色は強い青だ」

　私にだけに聞こえたであろうアルナーのその言葉を聞いた私は、先程から全く動かず言葉も発さず、目の前でちょっとした騒動があったというのに瞳すら揺らさないでいる双子をじっと見つめる。

　……戦争が始まる前はこの双子のような孤児達の世話ばかりしていたのだし……ならまたそれをやるってだけの話じゃないか。

　……なら迷うまでもないかと私は心を決めて……ペイジンへと視線を移しながら口を開く。

「私は奴隷制というのはどうしても好きになれなくてな……だから買うという行為には抵抗がある。

　だが行き場の無い子供を引き取ると言うのなら話は別だ。

　あくまで今回だけの特例なんだが……今までの赤字分……いや、この子達を今まで育てるのにかかった分の全てを素材で支払おう。

　それで……どうだろうか？」

　私がそう言うとペイジンは驚きに目を丸くしながらも、ニッコリと笑いながら、良かでん良かでんと頷いてくれる。

　……こうして私は領民として……いや、家族として、そんな双子達を迎え入れたのだった。













イルク村を離れながら────ペイジン・ド










「ゲッコゲコゲコゲコ、上客上客！

　お人好しのディアスどんはひっさびさの上客、企み知らずのお客様のありがたきこと～……この上なし！」

　イルク村での取引きは上出来も上出来、そんなに儲けのない取引きだったけっどん、厄介な荷物を降ろせて極上の献上品まで手に入ったんじゃし不満は無いでん。

　手綱を持つ手も御者台に座りっぱなしの腰もご機嫌でご機嫌で疲れ知らずってモンやでん。

　早う早う西へ真っ直ぐに草原を抜けて、獣王国に行きたいもんや、ドラゴンの牙やらを獣王様に献上したらどんなお褒めの言葉があるやらな楽しみで仕方ないわぁ。

　国境向こうのあの草原の歴代領主はどいつもこいつもしょうもない阿呆だらけで、厄介で危険でしょうもなかっただっどん、あのディアスという男なら何の警戒もする必要なさそうでん、獣王様に良い報告も出来そうだでん。

「……ペイジン・ドよ、それで良いのか？

　あれはドラゴンを一人で倒すような化物だぞ。獣王様の……いや、我々の障害となるんじゃないか？」

　そんなしょうもないことをのたまうのは護衛の熊人族、いつの間にやら鉄の兜も脱いでまって黒い毛に覆われた頭上の耳が剝き出しになっちょる。

「ゲッコゲコ、腕っ節ばっかいっくら強うても問題無い無い。

　アレは根っからのお人好しで呆けモンじゃ。

　家族やら友人にするにゃ良いが、王に向かん男だでん。

　覇気も無し、王器も無しでん、そもそも野心もあらん。

　城もなんも無い草原のみすぼらしい村で満足そうに笑う男はそこまでだでん」

「そういう物なのか？

　……お人好しってのは確かにその通りだと思うが……。

　奴隷嫌いというだけでも人間族として稀け有うなのに、異族の子供の為にああも怒ってみせるとはな……」

「お人好しのディアスどんは、幼子抱えながら争いを起こそうだなんて思わないはずでん、アレは安全安心優良お隣さんになってくれるでん。

　……それにああいう手合は誰かの下で働いて初めて真価を発揮するモンだや、あっしらのような獣人だら獣王様の良い牙になったどもな～」

「いや……お前達は獣人というか……どちらかと言えば魚人寄り……」

「あぁん!?

　リザードマンが獣人やればフロッグマンも獣人じゃろ！

　水棲ってだけで差別すいなや!!」

　なんてこと言い出すんじゃ、このアホ熊人！　馬用の鞭で引っ叩いたろうか！

　おい、兎人に犬人に猫人も笑ってないでん、しっかり護衛の仕事せぃや！

「……リザードマンも獣人というかなぁ……毛があるだけ人間族のが獣人に近いような……」

「は～～～、差別主義者はこれだかんら！

　毛のあるなしだけで差別するでん、まるで人間族の貴族のようだでん！」

「おっ、お前っ、それは言い過ぎだろう！」

「ゲッコゲコゲコ……ああ、そいで思い出したや、ディアスどんを危険視しない理由は貴族と縁遠そうな態度もあんで。

　貴族特有の面倒な礼儀を知らん無骨さに、賄賂も要求せん素直さ、アレは絶対、王国の貴族共とは反りが合わんだでん。挨拶の時に家名も名乗らんかったしなぁ。

　あれだけの腕っ節であんな草原に押し込まれたんもそのせいじゃろ」

　人間族はやたらと家名を欲しがって、家名をありがたがるものらしいけんど、何故名乗らんかったんじゃろうな、領主なら家名があろうもんに。

「……なるほどな。

　あいつの体とあのとんでもない斧には人間の血の匂いが染み付いていた……それと奴隷嫌いを合わせて考えると……奴隷好きの貴族でも斬って都を追放されたか？」

「流石にそこまでやったら死罪になりそうだども、近いことをやったかも知れんでん。

　ディアスどんが王国の貴族達の敵っちゅうならあっしらの味方みたいなもんだでん。

　そんなディアスどんがこの草原に居てくれれば女子供を拐さらいに来る阿呆も減ってくれるかもしれんで、もしディアスどんが貴族達と揉めだしたら支援しても良いくらいだでん」

　アホの熊人はそいで納得したのかなるほどなと頷いて護衛の仕事に戻ったん。

　口には出さんだでん、本当は理由はもう一つあるでん……そいは草原の北の山。

　ディアスどんがあの村を育てて発展させたなら遠くないうちに北に手を伸ばすはずでん。

　北の山は魔物の巣窟だどん、ディアスどんの腕っ節ならそれも苦にならんはず……そうなったらディアスどんはあの山の主だでん。

　あの山は鉱物の宝庫と予測されている山だでん、そんな山を手に入れたディアスどんを良い取引き相手のままにして旨みを分けて貰うんか、それとも山ごと獣王国に飲み込むかは獣王様が判断することだどん、どちらにせよ今は仲良うしとくべきだと思うでん。

　うまーくディアスどんと獣王様に渡りを付けて、お二人があれやこれやとやる間にちょっとだけ……ほんのちょっとだけ利権の端っこを齧らせて貰う為にもこれについては誰にも言わずあっしの胸の奥の奥に秘めておくとするでん。

　さぁさぁ草原も後少しで終わりでん、獣王国の国境も見えてくる頃、あと少しの旅路を気張って行くとしまひょ。













取り引き後のイルク村で────ディアス










　ペイジン達にドラゴンの素材を引き渡し、ペイジン達が再びイルク村へと来る時用の注文と領民募集の宣伝についてのお願いを済ませて、それでペイジン達との初めての取り引きは終了となった。

　色々と予想外のことはあったものの、こうして終わってみれば悪くない取り引きだったと思う。

　なんだかたくさんの品物が手に入ったしな。

　急ぐ用事があるからと取り引きが終わるなりに帰還の準備をし始めたペイジン達を手伝い、そして村の外まで見送って、草原の向こうへと馬車が消えるのを確認してから……私の足元をトコトコと歩くフランシスとフランソワと共に倉庫前へと足を向ける。

　倉庫前には先程と変わらず、アルナーとクラウス、マヤ婆さん達がいて倉庫前に積み上げられた品々と、その前に立ち尽くしながら依然無表情のまま言葉も発さない双子のことをどうしたものかと見つめている。

　アルナーやクラウスは兎も角、マヤ婆さん達も子供のことが苦手なのか……驚きだな。

「クラウス、これを頼む」

　そう言って私は戦斧をクラウスへと預けてから、双子達へと近付いて、両手でガバリと双子達を抱きしめ、そのまま抱き上げる。

「歳は３歳か、４歳か？

　二人共痩せすぎだから今日からはしっかりとご飯を食べて貰うぞ。

　アルナーの作ったご飯は美味しいからな、楽しみにしとくと良い。

　……それで、だ、私の名前はディアスと言うんだが、君達はなんという名前なんだ？　教えてくれないか？」

「……」

「……」

　双子達を抱きしめたまま、隙間が無いほどの近距離で顔を突き合わせ右の子と見つめ合い、左の子と見つめ合い、そんな風にして交互に二人の目を見ながらそう声をかける。

　だが双子は相変わらず無表情のまま、その緑色の瞳もわずかも揺らさないままで……それでも私は諦めない。

　何人もの孤児の世話をしてきた私の諦めの悪さを思い知るが良いと双子を抱きしめたままに私はあれやこれやと声をかけ続ける。

　好きな遊びは何か、好きな食べ物は何か、そしてなんという名前なのか。

　好きな歌は何か、好きな昔話は何か、そして再度名前のこと。

　笑顔を絶やさぬようにと気をつけながら、双子の目を見つめたままに声をかけ続ける。

「なんだなんだ黙ったままで、もしかして名前が無いのか？

　名前が無いのなら私が名付け親になってやるぞ。

　こう見えて子供の名付けは初めてじゃないからな、いい名前を考えてやるぞ。

　さーて、どんな名前が良いかな？　二人は女の子だから可愛い名前が良いかな？」

　私が笑顔のままそう言うと双子の瞳が僅わずかに揺れる。

　里を捨てる程にこの子達を愛していた両親であるならば、当然にこの子達も両親のことを愛していたはずで……そんな両親が付けてくれた名前を捨てられるはずもなく、

「……やぁ！」

「……いらない」

　と双子達はたまらずに声を上げる。

　その様子に私は良かった良かったと、子供用に作り上げたのではない心からの笑顔となる。

　双子が動きもせず喋りもせずに居たのは、両親を失った絶望からなのか、それとも両親以外の大人である私達に対し自分達の世界に入ってくるなとの抗議の為なのか……もしかしたらその両方だったのかもしれない。

　そうなった子供は自分の殻の中の世界に籠りがちになり、外の世界の全てを恐れてそのままに殻を破れなくなってしまうことがあり、そんな子供を私は何人か見て来た。

　そうなった子供の結末とは……大体が悲惨なもので……だがこの双子は両親への想いを力にして、見事にその殻を打ち破ってくれた。

　よくぞやってくれた、と褒めそやしたい気持ちをぐっと抑えながら私は再度二人に話しかける。

「……そうかそうか、私の名付けは嫌か。

　それなら私に名前を教えてくれないか？

　教えてくれないと君達をなんと呼んだら良いのか分からなくて私達が困ってしまうんだよ」

「……セナイ」

「……アイハン」

「そうかそうか、セナイとアイハンか！

　名前を教えてくれてありがとう。二人ともとても可愛らしい良い名前じゃないか！

　それじゃぁセナイとアイハン、私とそこにいる男、クラウスはこれからこの荷物の整理をしなくちゃいけないんだ。

　だからそれが終わるまで、そこにいるアルナーお姉さんとマヤ婆さんと一緒に水浴びして、新しい服へと着替えて……食事も済ませておいて欲しいんだが、出来るかな？」

　私がそう言うとセナイとアイハンはアルナー達へと視線を移して、不満そうに口を横に結びながらもゆっくりと頷く。
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　この様子ならもう大丈夫だろうと私はセナイとアイハンをゆっくりと地面へと下ろして、何やら驚愕の表情となっているアルナーとマヤ婆さんにさっき言った通りの世話を頼むと声をかける。

　アルナーもマヤ婆さんも何やら私に言いたいことがあるとの表情を見せていたが……まずは二人の世話を先に済ませるべきだと分かっているのだろう。セナイとアイハンの手を取って二人に優しい声であれやこれやと話しかけながら倉庫前を離れていく。

　そんな一同を見送っていると戦斧を大事そうに抱えたクラウスが近付いて来て良い笑顔で声をかけてくる。

「いやぁ、驚きましたよ。

　ディアス様が子供の扱いが上手だなんて知りませんでしたから」

「クラウスには言ってなかったかもしれないが、戦争前は孤児達のまとめ役みたいなことをしていてな、さっきのやり方はその中で編み出した下手くそな方法の一つだよ。

　……あの頃は孤児の親代わりに色々とやったもんでな、それこそ生まれたばかりの赤ん坊の世話をしたこともあるぞ」

「な、なるほど。

　名付けというのもその子のことですか？」

「ああ、その子にも名付けたし、他にも色々とな。

　自分の名前を捨てたいだとか、覚えてないだとか、理由は様々だったよ。

　名付けたのは全部でー……10人くらいだったかな。今も元気にしていると良いんだが……」

「……ディアス様が戦争に行くとなった時、その子達はどうしたんですか？」

「ああ、一緒に孤児達の世話をしていた男が居てな、そいつに任せたよ。

　今は何処で何をしてるやらなぁ……」

「元気にしているのならいつかディアス様の噂を聞きつけてここに会いに来てくれるかもしれませんね」

「そうだと良いんだがな……さて、話はここまでにして荷物の整理を始めよう。

　ペイジンに貰った目録を見る限り、かなりの数があるし……急いでやらないと日暮れまでに終わらないぞ」




　私のそんな一言で荷物の整理が開始される。

　目録を見る限り荷物の殆どが食料だ。

　時間もそう無いので中身の吟味まではせず、箱や樽の蓋を軽く開けて品物と目録が合っているかの確認だけを済ませていく。

　干し肉に干し魚、干しブドウなんかもあるようだな。

　小麦が10袋に……殻のままのくるみが一樽分!?　凄い量だな。

　んん、この樽はぶどう酒か……。これはアルナーが見つけてしまわないうちに倉庫の奥にしまっておこう。

　後はー……なめした動物の革に、鉱石まであるのか。

　それに塩樽が３個に……塩樽の中には腸詰めも入れてあるらしい。

　ああ、チーズもあるのはありがたいな、滋養がある物だし後でセナイとアイハンに食べさせよう。




　と、そうやって私とクラウスは目録を確認し、保存の利く物や食料以外の物を倉庫の奥へと、早めに食べるべき食料を倉庫の手前へと運んでいく。

　ドラゴンの素材もまだまだ残っているし、色々と物が増えてきて倉庫も手狭になってきた……近いうちに倉庫の拡張も頼まないといけないかもしれないな。

　さて……これで目録の荷物は終わり……って、んん？　なんだこの小さな木箱は？

　箱には目録番号が書いてないし……そもそも目録の荷物は全部倉庫にしまったはずだぞ？

　私が目録とその木箱を交互に見つめて、おかしいなと首を傾げていると、クラウスも私の手元の目録を覗き込んで来て……そして私と同じように首を傾げる。

「ディアス様、この箱は一体？」

「うぅむ、何だろうな？　ペイジンが持ってきた荷物のはずなんだが、目録には何も書いてないし……。

　……とりあえず中身を確認してみるとしよう」

　私がそう言うとクラウスは頷いて、一応安全の為に自分が開けますと言ってから木箱へとゆっくりと手を伸ばす。

　クラウスは恐る恐る慎重に箱の蓋を開けて……そうして木箱の中身が明らかとなる。

　……どうやらこの木箱は小物入れだったらしく、雑多に様々な小物達が詰め込まれている。

「ああ、なるほどな、小物の商品は全部まとめてこの木箱に入れていた訳か。

　目録に記載が無いのは……商品価値が無いからかな？」

　私がそう言うとクラウスは無言で頷いてから木箱の中身を手にとって取り出し始める。

　丸かったり、四角だったり、筒だったり……どれもこれも初めて見る物ばかりで……これらは一体どうやって使う道具なんだろうか？

「あ、これは知ってますよ、遠眼鏡です、遠眼鏡。

　特別なガラスが使われていて覗き込むと遠くのことが見えるとかなんとか、王都の方で騎士達が使ってましたよ。

　確か高価なものだって……あ、二つもある」

　黒い塗料の塗られた丸い筒を持ち上げながらクラウスがそんな説明をする。

　ははぁ、そんな便利な道具があるんだなぁ。

「後は……。

　このガラスのケースの中でくるくる周る針は……磁石なんですかね？　他の鉄の品物に反応して動いていますよ。

　ああ、これはこの辺りの地図ですね、王都で見たのより随分と精巧だなぁ。

　紙とペンとインクあるし……この細いのやら曲がりくねったのやら鉄の束は…‥鍵開けの道具……かな？

　それと鉄の手て枷かせなんてのもありますね」




　なんとも統一感の無い道具達だなぁ、特に鍵開けの道具なんてのは下手に売りに出したら怒られる品物なんじゃないか？

　そんな品物を扱っていて大丈夫なのか？　ペイジン達は。

「小さく細い鉄のヤスリに、ベルトのバックルに隠せる仕込みナイフに……なんだか物騒な品物もありますね。

　んー……駄目だ、半分くらいは使い道どころか何で出来ているのかも分からない道具ばっかりですね」

「物騒な物もあるなら正体の分からないものはその木箱にしまったままにしておいて、今度ペイジンが来た時にでも使い方を聞くとしよう。

　遠眼鏡は色々と便利に使えそうだから早速使わせて貰おうか。

　後は……地図は私のユルトの中にでも貼っておいて皆がいつでも見れるようにするかな」

　私がそう言うとクラウスは頷き、同意してくれて、木箱の蓋をしっかりと閉めながら、あの子供達が触ったりしないように自分のユルトに隠しておきますと言ってくれる。

　そうして今度こそ荷物の整理は終わりとなって、丁度そのタイミングでアルナーとマヤ婆さんが身綺麗になったセナイとアイハンを連れてこちらへと戻ってくる。

　流石に服をこの短時間で用意出来なかったのか、メーア布を体に巻き付かせて腰紐で縛っただけ、という格好だが、それでもさっきまでのボロ布よりはよっぽど良い格好となっている。

　ああ、足にも布を巻いて靴代わりにしているのか、この草原なら踏んで足を痛める物も少ないだろうし、当分はそれで良いかもしれないな。

　よしよし、ならさっきみたいに抱き上げてもう一回二人と話を……ってどうしたアルナー、何故立ちはだかって二人を私から守ろうとしているんだ？

「ディアス、自分では気付いていないのかもしれないが、さっきの汚れたままの二人を抱き上げたのと荷物の整理で、ディアスの体と服がかなり汚れている。

　この子達を抱き上げたければ水浴びを済ませてからにしろ」

　アルナーにそんなことを言われて……改めて自分の服や腕を見れば……うん、言われた通りかなり汚れているな。

　ならば水浴びをしてくるよ、と一声かけて私は同じく薄汚れてしまったクラウスと共に、フランシス達を引き連れながら小川へと足を向ける。

　そうして小川に向かいながら振り返って見るとアルナーと少しだけ打ち解けたのか、小さな笑顔を作りながらアルナーと会話をするセナイとアイハンの姿が見えて……ああ、良かったなと思わずに呟く。

　……うん、いや、本当に心からそう思っているぞ……だから私は嫉妬しているとかではなくてだな。

　だからフランシスとフランソワ、そうやって私を慰めようと体を擦りつけたりしなくて良いんだぞ？

　メァーメァー!!

　メァーメァー!!

　あぁ……まぁー……うん……お前達のその気持ちだけ受け取っておくことにするよ。







　水浴びを終えて小川から戻りユルトで洗いたての服への着替えを済ませた夕暮れ。

　フランシス達と共に倉庫へと向かうと倉庫前には村で暮らす皆が集合していた。

　セナイとアイハンとアルナーを中心に、輪になりながら双子をかわいか、かわいかと見つめる婆さん達に……。

　……マヤ婆さんだけが何故だか集団から少し離れ気味だな。

　そしてそんな集団の中心でアルナー達が何をしているかと言えば……セナイの髪の編み込みだった。

　まずはセナイ、次はアイハンだとアルナーが始めたそれはアルナー曰く大事な草原の女の嗜みなのだそうだ。

　アルナーが大事にしている複雑な彫刻が彫り込まれた木製の宝石箱の中には様々な種類の宝石がしまわれている。

　それらの中で髪飾りに使う為の宝石は輪っかのような形に加工されていて、その輪っかの穴に赤い紐を通し、その紐を髪と一緒に編み込むことで髪の先端に宝石が揺れるあの鬼人族の女性独特の髪型が完成するというわけだ。

　髪と紐を編み込むのも、解くのもどちらも非常に時間と手間がかかる作業であり、だというのにアルナーは毎日髪を洗う度にそれを繰り返している。

　以前アルナーに毎日そうするのは面倒で手間じゃないのか？　と聞いたこともあったが子供の頃からやっている日常の一部であり、面倒だとか大変だとかは考えたこともないとの返事だった。

「これはサルヤクット、病を追い払う宝石だ。

　これはサフィシュ、いざという時に光を放って敵からお前達を守ってくれる宝石だ」

　とアルナーは宝石の名前とどんな力があるのかを一つ一つ説明しながらセナイの髪と共に編み込んでいく。

　セナイは髪を編んで貰うのが嬉しいのか微笑みながら、アイハンは興味深そうにアルナーの手元を見つめながらアルナーの説明に耳を傾けている。

　二人が大きくなるまではアルナーがこうして毎日編み込んであげるが、大きくなったら自分達の手で出来るようになるのだぞと優しく語りかけるアルナーに双子達は素直に頷いていて……身綺麗になり、食事をしたこともあって落ち着いたのか、だいぶ心を開いてくれたようだ。

　良かった良かったと双子達とアルナーのことを眺めているとフランシス達がまたも体を擦りつけて来て……いやいや、嫉妬とかしてないからな、仲良しなのは良いことだからとフランシス達を撫で回す。

　いや、ほんとに気にしてないからな、うん。

　そんな風にしてフランシス達とじゃれあっていると、マヤ婆さんが何やら難しい顔をしながらこちらに近付いてくる。

「……坊やはあの子達が人間じゃないって気付いているかい？」

　近くに来るなりいきなりそんなことを言い出すマヤ婆さん、一体何を言っているんだと私は思わず顔を顰しかめてしまう。

「いやいや、どう見ても普通の人間の子供じゃないか。

　まさかマヤ婆さん……あの二人がモンスターだとでも言うつもりなのか？」

「そうじゃなくてだね、あたしはあの子達が人間族じゃないって言いたいんだよ。

　見てごらんよ、あの耳……変に尖っていて横に長いだろう？」

　マヤ婆さんの言葉に促されて、セナイとアイハンの耳へと視線をやると……確かに耳の上の方が外に向かって尖っていて、横に長い。

　しかしあのくらいなら……。

「人間、誰しも顔の何処かに特徴的な部分があるものだ、あの耳はその範疇じゃないか？」

「見た目だけの話じゃないんだよ。

　あの子達からは何か特別な気配というか雰囲気を感じるんだよ……あのカエル頭が災厄の子だなんて物騒な呼び方をしていたのも気になるじゃないか。

　あたしの気にしすぎなのかもしれないのだけど……坊やの方でも気にしておいてくれないかい？」

「ふーむ……分かったよ、マヤ婆さん。

　元々当分の間はあの子達から目を離さないつもりだったし、気をつけるようにするよ」

「……頼んだよ、ドラゴン殺しの坊や。

　何かあればアンタが頼りなんだからね……まぁ相手がドラゴン殺しとなったら災厄の方も裸足で逃げ出すかもしれないけどねぇ」

　そう言ってマヤ婆さんはヒェッヒェッヒェと笑い、セナイとアイハンを見守る婆さん達の輪へと合流し、セナイ達のことを見やり、婆さん達とあれやこれやと言葉を交わし始める。

　……あの子達が人間じゃないかもしれない、か。

　人間じゃないというだけならアルナー達鬼人族もそうだと言える訳だが、マヤ婆さんの口振りからするともっと他の……何か特別な物があの子達にあると……そういうことなのかな？

　私からしたら耳が長くて尖っているだけの普通の女の子なのだがなぁ。

　と、そんなことを考えながらセナイ達へと視線を向ければ、どうやら髪の編み込み作業は終わったらしくセナイとアイハンは髪が編まれたことが嬉しいのか、それとも宝石達が夕日を反射して輝いているのか楽しいのか、ピョンピョンと飛び跳ねながら宝石達を揺らしていて……うぅむ、やっぱり普通の女の子だよな。

「セナイ、アイハン、二人ともよく似合ってるじゃないか」

　との声をかけながら私が近寄っていくと……セナイとアイハンは編み込まれた髪を手に取って。

「見て見て、きれい！」

「……ひかってる」

　との言葉を返してくれる。

　まだぎこちなくはあるものの二人は笑顔を見せてくれていて、いやはやこの短時間で変わるものだと私は驚きを隠せない。

　少し前までふさぎ込んでいた子達と同一人物だとはとても思えない笑顔を見ると、やはり女の子には宝石とか綺麗な物が一番効果あるんだなぁとただただ感心してしまう。

　セナイとアイハンと視線を合わせる為にしゃがみ込み。

「これはどんな宝石なんだい？」

　と私が質問すると、二人はたどたどしく宝石の名前を間違えたりしながら一生懸命に説明をしてくれて……そんな微笑ましい光景には頰が緩むのを止められない。

　微笑ましい二人のそんな様子がもっと見たくてこの宝石は？　この宝石は？　と私は質問を繰り返し、セナイとアイハンは素直にそれに応じてくれる。

　私とセナイ達がそうしていると、アルナーは何やら宝石箱から髪に下げるにしては少し大きい、黄色い二つの宝石を取り出してその宝石に細工を施し始める。

　鉄の針で穴をあけ、そこをざらついた獣の革で削りなめらかにし、穴に紐を通して……どうやらペンダントを作っているらしいな。

　ペンダントを完成させたアルナーは、手の平に二つのペンダントを載せてそれをセナイ達の前へと差し出し、ゆっくりと静かな声で語りかける。

「セナイ、お前の名前は古い言葉で『月のように綺麗な人』という意味だ。

　アイハン、お前の名前は古い言葉で『聖なる月』という意味だ。

　お前達の両親が何を思ってその名を付けたのかは知らないが、何か月に深い思い入れがあったのだろう。

　だからこのアーイという宝石をお前達にやろう。

　アーイは月の力を秘めていると言われる宝石だ、この丸い月はセナイ、欠けた月はアイハンだ……大事にするんだぞ」

　そう言ってセナイとアイハンの首に今作ったばかりのペンダントをかけてやるアルナー。

　セナイとアイハンは宝石を貰った喜びと、自らの名前の意味を知った驚きと、両親のことを思い出してしまった悲しみで顔をくしゃくしゃに歪ゆがめて涙ぐみ始める。

　そんなセナイ達に私とアルナーは互いに視線を合わせて、そして頷き合って……私がセナイを抱きしめて頭を撫でながら慰めて、アルナーがアイハンを抱きしめて背中を撫でながら慰める。

　グスリグスリと泣く子の体温が上がっていくのを感じつつ、セナイのことを撫で続ける。

　いやはや、二人の名前にそんな意味があったとはなぁ、古い言葉で月の……ん？　古い言葉？

「なぁ、アルナー。

　その古い言葉というのは村の名前を決める時にも言っていたよな。

　私はてっきり鬼人族にだけ伝わる言葉かと思っていたんだが……もしかしてセナイとアイハンの両親は鬼人族に関係があるのか？」

「……それは私にも分からない。

　古い言葉はもう使われていない、いつ使われていたのかも分からない言い伝えの中でだけ存在する言葉だ。

　鬼人族以外に知っている者が居るかもしれないし、居ないかもしれない……なんとも判断が付かないな。……セナイとアイハンはどうやら人間族ではないようだし……もしかしたら過去に鬼人族と交流のあった種族なのかもしれないな」

　とアイハンのことを撫でながらアルナー。

　ふぅむ……セナイとアイハンの耳のこと、そして古い言葉のこと、どちらも心に留めて置く必要がありそうだな……。

　と、どうしたフランシスにフランソワ、そんなに必死に体を押し付けて。

　メァーメァー。

　メァーメァー。

「自分達も二人を慰めたいそうだ、子供をあやすのは得意だとも言っているな」

　そんなアルナーの翻訳に私はなるほどと頷いて、セナイとアイハンを開放してフランシス達の手……いや、毛に委ねる。

　フランシス達が体を擦り寄せるとセナイとアイハンはフランシス達の柔らかい毛の感触にすぐに反応し、そして抱きついて、毛の中に顔を埋めながらグスリグスリと泣き続けて、そうして泣いていたかと思えばすぐにスースーと寝息を立て始める。

　流石というか、なんというか、あの毛の威力は凄まじいな。

　私もメーアの毛の寝具で寝るようになってから寝付きが良くなったからなぁ……うぅむ、メーアの毛、恐るべし。

　眠るセナイとアイハンのことを体で受け止めながらどうだ見たかと言わんばかりの仕草で鼻を突き上げるフランシスとフランソワ。

　私とアルナー……だけでなくその様子を見ていた大人達全員は、寝た子を起こさぬようにと声を上げずに静かに笑うのだった。













10日後、夜明けのユルトで────










　いつものように陽の光を感じて目を覚まし……そして違和感を覚えて両手を寝床の周囲に彷徨さまよわせる。

　そこにモフリとしたあの感触は無く、フランシス達は何処へ行ったのだろうと私は体を起こして目を擦りながら周囲へと視線を巡らせる。

　そうして隣の寝床へと視線をやって……ああ、そうだったなと私は苦笑する。

　視界に入ったのは隣の寝床に寝るフランシスとフランソワにその二つの毛玉に抱きついたままに寝息を立てるセナイとアイハンの姿だ。

　セナイ達が私達と一緒に暮らすようになり、そしてセナイ達がフランシス達と一緒に寝るようになってもう10日が過ぎた。

　それだけの時が経ったのだからいい加減一人の寝床に慣れても良い頃だろうと私は自分に苦笑する。

　そうして私はセナイとアイハンのなんとも幸せそうな寝顔を見つめながらに、これまでのことを思い返す、騒動まみれの怒濤過ぎる日々のことを。

　セナイとアイハンの夜泣き騒動に、続くおねしょ騒動、新生活に慣れぬ不安からのセナイ達の激しすぎる姉妹喧嘩に、私達との距離感をはかろうとするセナイ達による悪戯騒動。

　セナイ達が唐突に高熱を出したことによる騒動などなど……私達はセナイ達が次々に生み出す騒動達に今日までの間、ずっと振り回され続けたのだ。

　忙しく、騒がしく、今までの静かな村が噓のように思える目が回るような日々……だがそうした振り回され続ける日々を嘆くことは誰もしなかった。

　騒動を解決する度、乗り越える度にセナイ達の硬かった態度が軟化していって、次第にその顔に笑顔が増えていったのだからそれも当然のことだろう。

　セナイとアイハンは両親を失った寂しさをまだその内に残しているようだったが、それでも乗り越える為の第一歩は踏み出せたようで笑顔に陰は無くなり、元気な声を上げるようになり、村の誰もがセナイ達を我が娘のように思うようになっていた。




　そんな村の中でもセナイ達と特に仲が良いのはフランシス達だろうな。

　フランシス達はセナイ達のことを我が子のように愛し、構い、そんなフランシス達にセナイ達はとてもよく懐いていた。

　その毛が柔らかく気持ちの良い寝具というだけでなく、泣けば慰めてくれたり、寂しければそれを癒やしてくれたりと、親であり友達であり……ペットでもあるフランシス達はセナイ達にとっての特別な存在となっている。

　フランソワが妊娠中……赤ちゃんをお腹の中で育てている最中なのだと知ると、セナイとアイハンは驚き、戸惑ってしまって、少しの間フランソワにどう接したら良いのかと困惑していたようだが、マヤ婆さん達とアルナーに色々な助言を貰うことで立ち直って、今ではフランソワの為、赤ちゃんの為と積極的にフランソワのブラッシングなどの世話に精を出している。

　次に仲が良いのはアルナーなのだがセナイ達がアルナーに抱く感情は親しみだけではなく、かなりの割合で恐れが含まれていたりする。

　アルナーが恐れられている理由の一つが厳しい躾だ。

　厳しさも愛情の内だとアルナーはセナイ達が何かをやらかす度にとても厳しく[image: ]りつけるのだ。

　声を無闇に荒らげたり、手を出したりはしないのだが、声を低く響かせながらの淡々とした長い説教は私でさえ少なくない恐怖を感じるのだからまだ幼いセナイ達にはかなりのものだろう。

　もう一つの理由がアルナー手製の薬湯だ。

　凄まじい臭いと苦みを発する深緑色のそれをアルナーは毎日欠かさずに、しかもかなりの量をセナイ達に飲ませている。

　鬼人族達に古くから伝わるそれは赤ん坊に歯が生え始めた頃から薄めた物を少しずつ飲ませていくものらしく、そうすることで病への抵抗力を養っていくのだそうで、子供を育てていく過程で絶対に欠かしてはいけないものであるらしい。

　当然に鬼人族ではないセナイ達はそんな薬湯など飲んだことなどあるはずもなく、その代わりになるような薬なども口にした覚えはないらしい。

　そうと知ったアルナーはそのままでは病気になってしまう、今までの遅れを取り返す必要があるのだと、特別濃厚な薬湯をわざわざ煎じて毎日のようにセナイ達に飲ませているのだった。

　飲ませるだけでなく皮膚の病気を避ける為にとたまに薬湯でセナイ達の全身を洗ったりもしているようで、そうされた後のセナイ達は自分の体に染み付いた強烈な匂いにやられてなんとも嫌な顔をしながら意気消沈していたりする。

　それでもセナイ達がアルナーに親しみを抱いているのはアルナーが持つ本来の優しさのおかげなのだろうな。

　髪を編む時や昼寝をする時にアルナーが歌う、優しい歌声での子守唄はセナイ達にとても好評で、もっと歌ってとセナイ達にしつこくせがまれ困り顔になってしまっているアルナーをよく見かける。

　食事などの世話に、セナイ達の服などを仕立ててくれるのもアルナーで、若いながらに母親であろうとしているアルナーにセナイ達は小さな我儘を言うことで甘えているらしかった。

　次に仲が良いのはマヤ婆さん達かクラウスか悩む所だな。

　マヤ婆さんを含めた婆さん達は兎に角セナイ達を可愛い可愛いと褒めそやし、甘やかし、クラウスはクラウスでセナイ達は私とアルナーの娘なのだからとお嬢様お嬢様と必要以上の敬意を払って接している。

　そんなマヤ婆さん達とクラウスをセナイ達が嫌うはずもなく普通に会話する程度には仲が良い。

　さて、残るは私な訳だが……私とセナイ達の仲に関しては自身のことなのもあってどう評価して良いか分からないというのが正直な所だ。

　よく会話もするし、一緒に家事をやったりもするし、一緒に散歩にも出かけたりするので仲は悪くないはずだ。

　悪くないはずなのだが……しかし距離が近いかと言われるとなんとも言えない。

　我儘を私に向かって言うことはたまにあるのだが、癇癪をぶつけられることも少ないし、私がセナイ達の色々な世話をしようとすると嫌がられてしまうこともある。

　なんとも言えないこの距離感……まぁ最初に強引に名を聞いたりしたのが原因なのかもしれないが……それでも、もう少し甘えてくれない物かと寂しく思ったりもする。




　ああ、いかん、いつまでも寝床に入ったまま考え事ばかりしてもいられない、そんなセナイ達の世話もあるのだし、そろそろ朝の支度をしなければと自らの頰を叩いて眠気を飛ばしながらに立ち上がる。

　そうして朝食の準備をしているアルナーに朝の挨拶をして、フランシス達とセナイ達を静かに揺すって起こし、もう一度朝の挨拶。

　ユルトの外に出てマヤ婆さんとクラウスにも朝の挨拶をして、井戸へと向かう。

　井戸の側でセナイ達と一緒にフランシス達の世話をしつつ、寝ぼけ眼のセナイ達の顔を冷たい井戸水に浸した手ぬぐいで拭いてやったりと、朝の身支度を済ませていく。

　そんな身支度が終われば今度は朝食の時間だ、村での食事は誰が言い出した訳でもなくいつの間にやら自然と皆で一緒に食べるようになっていた。

　天気が良い日は村の中央に位置する、広場と皆が呼んでいる場所で、天気が悪い日は集会所のユルトの中で、食事を持ち寄っての食事会だ。

　今日は雲の多い空模様なので集会所での食事会になる。

　セナイ達を連れて集会所へと入れば、中央に置かれた大きめのテーブルには様々な料理が並べられていて……そしてそのほとんどにくるみが使われていたりする。

　くるみ料理が多い理由はペイジンとの取り引きで大量に手に入ったから……というのもあるのだが、何よりセナイとアイハンが先日くるみが大好物であるとの発言をしたのが最大の理由だったりする。

　くるみと薬草入りのスープに、焼いた肉に砕いたくるみがパラパラとかけられていたり、煮て潰した芋とくるみを混ぜた物に……うん、本当にくるみだらけだな。

　この調子でくるみを食べていたらすぐ無くなりそうだし、なんとかして追加のくるみを手に入れる方法を考えないといけないな……などと、そんな考え事をしつつに食事を終わらせて、セナイとアイハンのぎこちない食事の様子をそれとなしに眺め始める。

　不器用にスプーンを握りながら、懸命にスープを飲んだり、食べ物を口いっぱいに頰張る姿はとても愛らしく食後にそれを眺めるのが村の大人達の密かな楽しみとなっていたりする。

　あまり露骨に見つめすぎると嫌がられるので程々にする必要があるのだが……っと、どうした？

　セナイにアイハン、急にユルトの外なんか見つめたりして……？

「ディアス、また誰かが来たようだ。

　数は一人と１匹、方向は東。……移動の速度からして馬に乗った人間だな」

　とアルナーが角を光らせながらに声をかけてくる。

　はぁー……やれやれ、また東からか、一体何の用事で誰が来たのやらなぁ。

「アルナー、馬の速度はどのくらいだ？」

「早駆け……という程でもないが、それなりの速さで一直線にこちらに向かっているな。

　直にここに来てしまうかもしれない」

　変に村に近づけてしまうよりは、こちらから出向いた方が良いだろうな。

　んー……私が行くのは当然として、マヤ婆さん達は留守番、セナイとアイハンも留守番だな。

　そうなるとクラウスも残って貰った方が良さそうだし、私とアルナー、フランシスにフランソワで移動、かな？

　メァーメァー。

　メァーメァー。

「ディアス、フランシスとフランソワは今回は残るそうだ。

　ディアスから離れるのは辛いがそれよりも今はセナイとアイハンの側に居たいらしい」

　アルナーがフランシス達の声をそう代弁してくれて……ならばフランシス達も留守番に決定だな。

「セナイとアイハンのことを頼むぞ」

　との声をかけながらに私はフランシスとフランソワを撫で回す。

　フランシスは任せておけと雄々しく、フランソワは僅かに瞳をうるませながらに頷いてくれる。

　さて、出かける準備をするかと集会所の外へと出ようとすると、いつの間にやら集会所を出ていたらしいクラウスが戦斧と私の鎧の一部、胸当て、籠手、ブーツと手早く身に着けられるパーツ達を抱えながらに集会所へと駆け込んでくる。

「ありがとう、クラウス。

　助かったぞ」

　そんな私の言葉に満面の笑みとなったクラウスに手伝って貰いながらにそれらを身に着けて戦斧を持って、よし、準備完了だな。

　そうして集会所の外へ行こうと一歩踏み出そうとするとセナイとアイハンが私の前へと駆けてきて、伏目がちに何かを言いたげな様子でもじもじとし始める。

　いかんいかん、そうだよな、セナイとアイハンにもちゃんと挨拶をしないといけないよな。

「すぐに帰ってくるからな」

　と、しゃがんで床に膝を突いてセナイとアイハンに視線を合わせながらに私が声をかけると。

「早く帰ってきてね！」

「……まってる」

　とセナイとアイハンがニッコリと笑いながらに声を返してくれる。

　そんな二人の笑顔に私がやる気を溢れさせていると、いつの間にやら弓を手に持ち、矢筒を腰に下げて支度を終えたアルナーが同じようにして、床へと膝を突き、セナイとアイハンにすぐに戻るとの声をかけて挨拶を交わし合う。

　そうしてやる気に満ち溢れた私はアルナーと共にユルトを飛び出し、一直線に今回の来訪者の居る方角へと駆け始める。

　相手が何者で何が目的なのか分からない以上はセナイ達が居るイルク村には近付けたくはない。

　村から出来るだけ離れた位置での接触となるようにとアルナーの魔法を頼りにしながら懸命に駆け続ける。

　相手の気配が近付いてきたという所でアルナーが隠蔽魔法で姿を消し、少し離れた所で弓を構えている……らしい。

　ならばと私は草原に戦斧を突き立てどっしりと構えをとって、これから現れるだろう相手のことを待ちながらにアルナーの示した方角へと視線を向ける。

　奇襲があっても良いようにと警戒しながらに相手が視界に入るのを待って……しばらくして見えてきたアレは……うーむ……あの姿では敵なのか味方なのかなんとも判断し辛いな。

　男で白髪を油か何かできっちりと整えている老人で、黒い上着に白いズボン、黒の革長靴……王都で見かけた乗馬服ってやつか？

　腰には短めの細剣が光り、その柄にも鞘にも結構な飾りが施されていて、馬は茶毛で立派な馬体で……中々に上等な馬だ。

　服も相当な上等の生地のようだし、あんな格好でこの草原に一体何の用だと言うのだろうか。

（あれは白だ）

　と私の近くで囁かれるアルナーの声。

　以前魂鑑定の色は出来るだけ早めに教えて貰えるとありがたいとお願いしたのもあって、今回は早い段階での報告となる。

　そうか、白か……。

　白ってのもまた判断に困る色だよな、青ならまぁ安心出来るし、赤なら赤で覚悟も決まるってものなのだが……。

　と、そんなことを考えているうちに老人はこちらへ気付いたようで、こちらに視線を向け、目礼してから馬の速度を緩めながらに近付いて来て……私の目の前で馬を停止させる。

　そうしてなんとも優雅な所作で馬からひらりと地面へと降り立つ老人。

「突然の訪問、失礼致します。

　御身はディアス様で相違無いでしょうか」

　片手を胸に当てながらに深々と頭を下げた老人が口を開く。

「ああ、私は確かにディアスだが……貴方が何者で一体何の用でここに来たのかを聞いても良いだろうか？」

「これはまた失礼をば致しました。名乗りが遅れたこと誠に申し訳ありません。

　わたくしの名はカマロッツと申します。

　主命を果たす為にと気持ちが焦ってしまいました。

　……わたくしが今回この地にお邪魔した用件は主人の先触れなのです。

　主人エルダン・カスデクス様がディアス様にお会いしたいとのことで、既にこちらへと向かっているのです。

　もしディアス様がよろしいのであればこれからそちらの居宅での会見をと───」

「ここで会おう」

　私はカマロッツの言葉が終わるのを待たずにそう言葉を被せた。

　エルダンは確か何日か前にマヤ婆さんが教えてくれた、隣領のカスデクス家次男の名前だったはずだ。

　隣領の現領主で父親がエンカース・カスデクス、跡継ぎの長男がジャーニ・カスデクス、そして次男がエルダン・カスデクスだったなと思い出す。

　次男は確か……父親と兄に反逆し内乱を起こした奴隷好きの女好きだという話だ、そんな男をイルク村に近付けてたまるものかと私はカマロッツのことを睨みつける。

　内乱の結果、エルダンが勝ったのか、負けたのか……どうなったのかを私達は知らない。

　勝ったなら新領主としての……なんらかの挨拶。

　負けたとするなら逃亡中の身なので匿ってくれだとかそういう話なのだろな。

　カマロッツはそんな私の言葉に頭を下げたままの姿勢でしばらく固まっていたが、固まるのを止めて顔を上げて……そして私に睨まれているのに気付いてすぐにまた頭を下げる。

「……わ、分かりました、そのように主人にお伝えします」

　とそのまま絞り出すような声で呟いたカマロッツは再度の一礼をし、今度は先程と違ってぎこちない所作になりながら馬へと跨り、来た道を相当な早駆けで戻っていく。

　そんなカマロッツの背中を睨みながらに見送った私は、小さな溜め息を一つ吐いてから……戦闘になることも覚悟しておく必要があるかもなと、力を込めながらに戦斧を握り直すのだった。







　馬上のカマロッツが走り去ってからしばらくして、カマロッツが走り去ったその方向から現れたソレを目にした時……私はまさかと自分の目を疑った。

　木の軋む音と女性達の歌声を響かせながら大きなベッドが草原を移動してくるというその光景は誰が見たとしても我が目を疑うに違いない。

　もしかしたらあのベッドはベッドではなく馬車なのかもしれない、何しろベッドの土台には車輪がついていてそんなベッドを４頭の馬が引いたりしているのだから……。

　ベッドなのか……馬車なのか……いっそベッド型馬車とでも呼ぶべきだろうか。

　ベッド型馬車の上には透き通った白い布を垂れ下げる立派な天蓋があり、そんな天蓋と白い布に覆われたベッドの上には数々のクッションや色とりどりの花びら、そして枕などが置かれている。

　そんな寝具の中心には恐らくエルダン・カスデクスだと思われる丸々と太った男がどっしりと座っていて……その周囲には10人程の女性達の姿が見える。

　女性達は誰もがゆったりとした全身を覆う白いドレスに身を包み、白い布を頭に被りそれを顔全体に巻きつけることで目以外の部分を覆い隠している。

　そんな格好の女性達はカスデクスに何か食べさせてみたり、扇であおいでみたり、歌声を上げてみたりとあれやこれやとカスデクスの世話を焼いていて……。

　いやはや、多くの女性を侍らせているとは聞いてはいたが実際に目にすると、なんとも凄まじい光景だな。

　そんな有様のエルダン・カスデクスは想像していたより随分と若く15、６歳くらいのように見える。

　エルダンは顔だけを見れば色男と言って差し支えのない顔立ちで……独特の形に整えられた茶色の短い髪をしていた。

　丸々と太った体は白い布で作られた裾と袖の長いゆったりとした服を着ていて……その服の上から太陽のようなシンボルの描かれた布を体全体に巻き付けるようにして身につけている。

　そんなエルダンが乗るベッド型馬車の周囲には馬に乗ったカマロッツに、同じく馬に乗った護衛と思われる剣や槍などを手に持った鎧姿の……体格からして女性達が５人。

　護衛まで女性なのかとの驚き半分、呆れ半分の気持ちでそれらを眺めていると、隠蔽魔法で姿を隠しているアルナーから囁き声での報告が入る。

（あの樽のような腹をしている男は強い青、周囲の女達は薄い青だったり白だったりだが赤は居ない。

　護衛達は全員白だ）

　あんな男なのだから当然に鑑定の結果は赤なのだろうし、さっさとお帰り願って……って、ん？　青？

　今、アルナーはカスデクスは青だと言ったか？

（私がディアスと初めて出会った時程ではないが、相当に強い青だな、あの男は）

　全く想像だにしていなかったアルナーのその報告に私はまさかと驚き、呆然としてしまう。

　アルナーの言葉を疑う訳じゃないが、まさか噂のエルダン・カスデクスが青という結果だとは……。




　私がそうやって呆然としているうちにベッド型馬車は私達の目の前へと到着して、到着と同時にエルダンは何故だか焦った様子でベッド型馬車から飛び降りてドタバタと腹を揺らしながらこちらへと駆け寄ってくる。

「申し訳なかったの！　申し訳なかったの！

　勝手に領地に入ってしまって本当に申し訳なかったの！

　ディアス殿を怒らせるつもりはなかったの……僕はただ憧れのディアス殿に一目会いたかっただけであるの」

　カスデクスは甲高く響く声での独特の……どこかペイジンのことを思わせる口調で言葉を続ける。

「僕の名前はエルダン・カスデクス、エルダンって呼んで欲しいの。

　救国の英雄ディアス殿のことは子供の頃から知っているの、たくさんたくさん戦場での活躍のお話を聞いたの！

　だから僕はディアス殿のことを尊敬していて、とっても憧れているの！

　頑張って頑張って領主になってみたら、お隣の領主がディアス殿だなんて奇跡みたいだと思ったの！

　それで会いたくなってしまったの、仲良くなりたくなってしまったの。

　本当にそれだけなの、悪いことは絶対にしないの……だから怒らないで欲しいの、そんなに睨まないで欲しいのー……」

　最後には消え入るような声になってしまっていたエルダンの顔は今にも泣き出してしまいそうな程に不安の表情を浮かべている。

　あー、いや……怒っているつもりはなかったんだが……強く睨んでいたせいでそう思わせてしまったか。

　……先程のカマロッツに対する態度も、あまり褒められた態度ではなかったなとガシガシと自分の頭を搔いて反省する。

「あー……こちらこそ申し訳なかった、エルダン……殿。

　怒っていた訳ではないんだ……突然の来訪者に警戒していたもので、つい、な。

　どうやら私はカマロッツ殿にも失礼な態度を取ってしまっていたようだ」

「良いの良いの、呼び捨てで良いの、エルダンって呼んでくれて良いの。

　カマロッツのことも呼び捨てで良いし、失礼だとか気にする必要なんて無いの。

　僕はディアス殿と仲良く出来たらそれで良いのー」

　私が謝罪の言葉を口にするとそれで安心したのか、エルダンは笑顔となって腹をプルンプルンと揺らしながらそう言ってくれる。

　その態度と笑顔を見るにエルダンはどうやら本当に青のようで、私と仲良くしたいが為に此処へとやって来たというのも噓ではないらしい。

　隣領の領主と仲良くしたいというのはこちらも同じこと。女性を侍らせているあのベッドの有様だとか色々と言いたくなってしまう部分もありはするが……余所者である私が言うことでもないだろうと言葉を飲み込んで、握手でもしようかとエルダンへと近寄ろうとするとエルダンが私の隣へと視線をやりながら口を開く。

「ところでディアス殿、隣のお嬢さんは誰であるの？

　ディアス殿とおんなじ匂いがするからもしかしてお嫁さんであるの？

　それなら紹介して欲しいの！

　僕も16人もお嫁さんが居るからお互い紹介し合うの！」

　隣のお嬢さん？　ああ、アルナーのことか。

　アルナーは嫁ではなくて婚約者───いや、待て、今エルダンは何と言った!?

　エルダンには隠蔽魔法で隠れているアルナーのことが見えているのか!?

「そこに居るお嬢さん、とっても隠れんぼがお上手なの。

　でも僕は耳と鼻が凄く良いからそこに居るのが分かっちゃうの、お嬢さんはディアス殿と一緒の優しい良い匂いであるのー」

　何気なくそう言い放つエルダンの様子に悪意は感じられず、その顔もニコニコと裏のない笑顔を浮かべている……が、その言葉は私を激しく動揺させる。

　まさか隠蔽魔法をこうも簡単に破ることが出来る人間が存在するだなんて考えても居なかった。

　そこにアルナーが隠れているのだと分かっていても、私では気配の欠片も感じ取ることが出来ないのが隠蔽魔法だ。

　それをまさかエルダンが破ってしまうとは……。

　私は懸命に、必死に頭を働かせてどうにかアルナーのことを隠す方法は無いだろうか、誤魔化す方法は無いだろうかと思考を巡らせる……のだがそんな都合の良い答えを私が見つけられるはずもなく、思考は空振りに終わってしまう。

　私がそうして無駄に時間を使っていると……私やエルダンが何かを言うよりも先に観念してしまったらしいアルナーが隠蔽魔法を解いて姿を見せるという暴挙に出てしまう。

　隠蔽魔法を解いたアルナー……と言うよりもアルナーの額に生える角のことを見るなりエルダンと、エルダンの背後に控えていたカマロッツや女性達もが目を見開きながらに驚愕して、驚きのあまりに声も出ないようだ。

　一行の中でも一段と激しく驚愕し、その表情をこれでもかと歪めているエルダンは、全身をわなわなと震わせ、耳と鼻をピクピクと痙攣させたりしながら言葉を絞り出すようにゆっくりと口を開く。

「……そ、そのお嬢さんは、だ、誰であるの、何者であるの？

　な、な、なんと言うお名前で、なんと言う種族で、ディアス殿とはどういう関係であるの!?」

　エルダンは言葉を絞り出す度に声を上擦らせていって、言葉の最後の方には悲鳴のような声となってしまっている。

　エルダンのそんな尋常ではない様子に私は警戒心を強めながらもここはしっかりと私達がどういう関係であるか示すべきだろうと口を開く。

「アルナーは私の婚約───」

「私はアルナー、ディアスの嫁だ」

　私の言葉を遮って、私の声より何倍もの大きい声でそう言い放ってしまうアルナー。

　そんなアルナーの言葉を耳にしたエルダンは体の震えを一層強くして、アルナーのことをじぃっと見つめながら言葉を続ける。

「あ、アルナーさんのその角は生まれつきであるの？

　アルナーさんは亜人であるの？」

「私は鬼人族でこの角は生まれつきだ、亜人という言葉は初めて聞いた言葉なので答えられない」

「亜人は人間以外の人間に近い種族を指す言葉なの。

　獣人、魚人、そういった種族は全て亜人と呼ぶの」

「そうか、なら私は亜人と言えるだろう」

　アルナーのその言葉に対するエルダンの反応は更なる驚愕……ではなく硬直だった。

　目を見開いたまま、瞬きもせずに震えることも止めての硬直。

　そんな硬直がしばらく続いたかと思ったら見開かれたままの目からポロリポロリと大粒の涙が溢れ始める。

「うぉぉぉおぉぉん、うぉぉぉぉぉぉおぉぉん!!」

　涙を流しながら大声を上げ始めたエルダンのそれは号泣となって、号泣したままにエルダンはこちらへと駆け寄ってくる。

　いきなりのエルダンのその行動にアルナーに何かするつもりなのかと私がアルナーの前に立って身構えれば、エルダンはアルナーには目もくれずに……駆ける勢いそのままに私に狙いを定めて飛びつき、抱きついてくる。

「ディアス殿ぉぉぉ、ディアス殿ぉぉぉ、お子は、お子はどうであるの？

　アルナーさんとの間のお子は居るであるのぉぉ!?」

「ぐうっ……おいっ、待て待て待て、なんで私に抱きつくんだ、なんで泣いてるんだ!?

　アルナーとの間に子はまだ居ない！　居ないから落ち着け!!」

「ディアスと私の間にまだ子は居ないが、ディアスは……恐らく亜人だと思われる孤児を二人、引き取って育てているぞ」

　あっ、こら、アルナー、余計なことを言うんじゃない！

　相手がいくら青だと言ってもセナイ達のことは隠すべきだろう！

「亜人のお子を育てているの!?

　ディアス殿は亜人がお嫁さんで、亜人がお子であるの!?

　うぉぉぉおぉぉん、うぉぉぉぉぉぉおぉぉん！

　お母様ぁぁーー、お母様ぁぁーーー！

　ここにも仲間が居ましたぁ、同志が居ましたぁぁ、お母様がよく話してくださるディアス殿がその人でしたよぉぉぉぉ!!」
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　エルダンがそんなことを叫びながら一層激しく号泣し始めると、何故だかカマロッツや女性達もが泣き始めてしまって、シクシクとすすり泣くそれらの声達がエルダンの号泣との合唱を始める。

　一体何故エルダン達は泣いているのか、エルダンの今の言葉に一体どんな意味が込められているのか、そんなことを考えながら号泣騒動の中心で私が困惑していると……その騒動を上回る、いや、上回るどころでは済まないとんでもない事態が起こってしまう。

　何がきっかけでそうなってしまったのか、号泣を続けるエルダンの耳が突然に大きくなってしまったのだ。

　いや、大きくなったというのは正しくない、丸くて薄くて大きな耳に変化したと言うのが正しいだろう。

　エルダンの変化はそれだけでは終わらなかった。耳が変化した次の瞬間にはエルダンの鼻に長い何か……腕のような物が生えて来て、長く伸びるそれはグニャリと曲がったかと思えば私の腰へと巻きついてしまって、凄まじい力を発揮しながら私をグワリと持ち上げてしまう。

　謎の腕によって宙に持ち上げられてしまった私はどうしたものかと右手で握る戦斧をじっと見つめる。

　戦斧をこの腕のような何かに叩きつけさえすればそれで私は解放されるのかもしれない、が……まるで赤ん坊のように号泣し続けるエルダンを攻撃するのはどうにも躊躇ためらわれて、戦斧を握る手に力が入らない。

　謎の腕はただ私を持ち上げているだけで、何か私を害しようだとか攻撃しようだとかの様子を見せていないということも私に攻撃を思い留まらせてしまう。

　近くでそんな状態の私のことを見つめているアルナーもまたエルダンを攻撃しようとは思っていないようで、だがどうにか私をその腕から解放出来ないかと思案顔になっている。

　そしてそんな私とエルダンの様子を見たカマロッツは慌てながらにすすり泣くのを止めて、エルダンへと駆け寄って。

「エルダン様！　エルダン様！

　鼻を！　鼻を落ち着かせてくださいませ！

　エルダン様のお鼻がディアス様を持ち上げてしまっています!!」

　と、とんでもないことを口に出す。

　は、鼻……？

　いや、確かに鼻があるべき位置から生えてはいるが……この腕がよりにもよって鼻だと言うのか!?

　私とアルナーはカマロッツのその発言に驚くやら何やらで最早言葉も声も無く、ただただ呆然としてしまう。

　お鼻を、お鼻を落ち着かせてくださいと繰り返されるカマロッツの言葉は号泣し続けるエルダンの耳には中々届かなかったようで、結局エルダンが泣き止み落ち着きを取り戻し、そして私を解放してくれるまでには結構な時間がかかってしまうのだった。







「エルダンの体に一体何が起きているんだ？」

　ベッド型馬車の上に横たわり女性達に介抱されながら、ぐったりとした様子のエルダンへと視線をやりながら、私はカマロッツにそんな疑問を投げかける。

　泣き止んで落ち着きを取り戻して、鼻から私を開放したエルダンはその直後に何故だか急激に顔色を悪化させてしまって、その場にへたり込んでしまったのだ。

　立ち上がろうにも立ち上がれず、よろけてばかりのエルダンをカマロッツと女性達は慌ててベッド型馬車の上に運ぼうとしたのだが力が足りず、ならばと私も手伝おうとなって、そうして私達は力を合わせながら見た目以上に重いエルダンの体をどうにかこうにかベッド型馬車の中央へと運び上げた。

　それからベッド上の女性達の手による必死のエルダンの介抱が始まって、エルダンの体調が一応の落ち着きを見せたのがつい先程で……エルダンが落ち着いたならばと私はカマロッツに説明を求めたのだった。

　私より頭一つ分程背の低いエルダンが、人間一人……しかも大柄な方だと言える私を持ち上げたりしたのだから多少体調が悪化するのも仕方のない事なのかもしれないが……それにしてもあのエルダンの様子は悪化し過ぎのように見えるし、そんな体調のことだけでなく、耳のことや鼻のこと、私を持ち上げた怪力のことも気になってしまう。

　私のそんな意図を察したのかカマロッツは何も言わずに頷いて、エルダンへと視線をやり事情を説明しても良いでしょうかとの許可を求める。

「勿論構わないの、ディアス殿とアルナーさんなら問題無いの。

　僕のことを全部話して構わないの」

　横になりながらのエルダンの言葉に深く一礼したカマロッツは私とアルナーへと向き直ってゆっくりと口を開く。

「エルダン様は亜人と人間との間に生まれた特別なお方なのです。

　エルダン様の御尊母ネハ様は亜人、獣人と呼ばれる方々の中でも特に優れた御力をお持ちの象人族であり、エルダン様はその御力を受け継がれているという訳なのです」

　カマロッツの説明によると象人族は大きな耳と長い鼻と、他種族とは一線を画す巨きよ軀くと怪力を持ちながら、他者を守る優しい心をも併せ持つ種族なのだそうで、かつては神として崇められたこともあるのだそうだ。

　エルダンは人間の父エンカースと象人族の母ネハとの間に生まれた半亜人というかなり特殊な存在で、エルダンが生まれ持つ特殊な魔力とかなりの体力を消費することで、人間から象人族の姿へ、象人族から人間の姿へと変化することが出来るのだそうで、先程は喜びと興奮のあまりに、ついそれをやってしまったらしい。

「ああ、なるほどな。

　それであの耳とあの鼻とあの怪力……酷く疲れた様子にも納得がいったよ。

　しかしエルダンは巨軀、という程でもないようだが……？」

「エルダン様の半分は人間ですので……。

　半亜人であることはエルダン様の強みでもあるのですが、同時に弱みでもあると言う訳でして……。

　象人族と人間では必要な食事量やかかる病気、睡眠などの生活習慣などで大きな違いがあります。

　その為エルダン様のお体には様々な不都合が起きてしまうことがあり……エルダン様が象人族にしては小さく人間にしては恰幅が良いのもその不都合の一つという訳です。

　先程から行われているあのような奥様方のお世話もエルダン様の生活には欠かすことが出来ません」

　私の疑問にそう答えたカマロッツはその世話についての説明を一つ一つ指で指し示しながらにし始める。

　大きなベッド型の馬車は疲れの溜まったエルダンが不意に眠りに落ちて、不意に怪力での寝返りを打ってしまった時の対策で作られた物なのだそうで……普通の馬車は既に数台壊してしまっているらしく使えないのだそうだ。

　女性達がエルダンに食べさせていた物はエルダンに必要な薬を混ぜ込んだ栄養食。扇であおいでいたのはエルダンが体温調節を苦手としているから……なのだそうだ。

　象人族はその大きな耳を常に動かし続けることで体温調節をするらしいのだが、人間の姿の時のエルダンには当然にそんなことは不可能で、そのまま何もしないままでいると高熱になってしまうことがあるのだとか。

　ちなみに女性達の歌に関しては純粋にエルダンを喜ばせる為のものであり、体調などには一切関係無いそうだ。

「あの世話はそういう事情だったのか……。

　しかしあの女性達は全員がエルダンの嫁なんだよな？

　ただ世話するだけなら別に嫁である必要は無いんじゃないか？

　王国法では重婚は禁じられているのだし……」

　と私が尋ねるとカマロッツは少し難しい顔になって、何から説明したものかと言葉を濁らせる。

　そのまましばらく頭を悩ませてから、カマロッツは言葉を選びながらの説明を始める。

「エルダン様の奥様方について説明する為にはエルダン様の夢についても説明する必要が御座いまして……エルダン様は人間と亜人が共に歩み共に生活し、種族の垣根無く皆が幸せに暮らせる世の中を作りたいとの夢……大望をお持ちなのです。

　エルダン様自身が半亜人であり、御尊母様が亜人であり……しかしながら王国……カスデクス領での亜人、亜人奴隷の扱いは言葉に出来ぬ程に酷く。

　物心の付いたエルダン様は、そんな領内の様子に心を痛めるようになって、そうして大望を抱くようになり……奴隷狩りを行ってきた者達に罰を与え、亜人達を保護するという活動を行って来た……という訳です」

　しかし父エンカースは亜人奴隷推進派、その活動の目的を正直に亜人を保護する為だと言う訳にもいかず、表向きにエルダンには強い亜人ハーレム願望がある、ということにしていたそうだ。

　エルダンがハーレム要員を欲して、奴隷狩り達に亜人奴隷を献上せよと命令するのだが奴隷狩り達はそれを拒否、拒否されたことに怒ったエルダンが奴隷狩り達に罰を与えて亜人奴隷達を没収した。というエンカース好みの脚本でもって保護活動は繰り返されて、エンカースはそんなエルダンのことを耳にして領主の息子に相応しい言動だと絶賛したというのだからエルダンの目論見は的中したと言えるのだろう。

　老若男女問わずエルダンに保護された亜人達はそんなエルダンの夢と活動に共感し心酔し、しかもエルダンがかつて神と崇められた象人族の血を引いていることを知れば一層深く心酔したのだそうで、その中でも特に女性達は本当にハーレムを作りましょうと口に出す程にエルダンに惚れ込んでしまったらしい。

　保護活動は何も成功ばかりではない、失敗することも当然にあって、失敗の現場には悲惨な光景が広がっていることもあり……そんな苦難の道を歩むエルダンは心を痛めることが多々あったのだそうだ。

　それでも活動を続け心を痛めながら弱っていくエルダンを見たエルダンに惚れ込んでいた女性達は自分達がエルダン様を癒やしてみせるのだと心を定め、積極性を増して……結果エルダンは多くの女性達をお嫁さんにすると宣言、ただの女好きのそれとは全くの別物なんだな。

「亜人の方々にとってハーレムは特段珍しいことではないのです。

　子供がどう生まれるかなどの問題もありますが、活動の表向きの理由に真実味を帯びさせる効果も期待出来ますし、ネハ様もエルダン様のハーレムには賛成なさったので止める者も無く……という訳なのです」

　そんなカマロッツの言葉に私はなるほどな、と頷くしかなかった。

　これはもう余所者がどうこう言う話ではないのだろう。

　しかし、鬼人族も重婚には肯定的だったし……そう考えると一人を愛せと教える王国の方が少数派だったりするのか？

　だが両親には特にそれについては厳しく言われて来たからなぁ……たくさんの嫁だとかは私には無理だろうな。

　これで大体聞きたいことは聞けたかな？　とカマロッツの話を整理していると、隣で一緒に話を聞いていたアルナーが少し良いか？　と声を上げる。

「……ディアス、カマロッツ、口を挟むようで悪いが気になったことがあるから一つ質問をさせてくれ。

　どうしてエンカースはエルダンを自由にさせたんだ？　いくら見た目が人間だと言っても奴隷の子、亜人の子なのだろう？

　エンカースは亜人を奴隷にしたがっているのではなかったのか？」

　アルナーのその疑問におお、言われてみればそれもそうだな！　と私が驚いていると、カマロッツは苦笑しながらアルナーの質問に答え始める。

「それについてはなんと申し上げたら良いのか……。

　ネハ様はエンカースの奴隷であり、エンカースの妻室では御座いません。

　エンカースの妻室はジャニアという名の、人間の女性で御座いまして……。

　エンカースとジャニアの子の長男ジャーニはエンカースにとても良く似て……その醜悪さと性根の悪さは領民の間で噂になる程で御座いました。

　エンカースは自分によく似たそんなジャーニのことをあまり良くは思っていなかったようでして……大層な美男子の……人間のお姿のままにお生まれになったエルダン様を一目見たエンカースは、この子こそが我が子であると、自分の全てを受け継いだ理想の子であるとそれはもう領内を挙げての大騒ぎをしたのです」

　そうして亜人の子であることは周囲にも本人にも伏せられたままとなり、そんな状態でエンカース達に育てられることになったエルダンは、奴隷として使用人として側で見守るネハが自分の母であるとは気付かないまま日々を過ごしていたそうだ。

　だが５歳のある日、一人で遊んでいたエルダンがふとしたきっかけで自分の耳と鼻が変化することに気付き、その耳と鼻がネハそっくりだということにも気付いて……ネハが自分の母であると気付いたのだそうだ。

　それからエルダンはネハと積極的に、しかしエンカースに隠れながらネハと母子の交流を深めていったらしい。

　例の夢、大望を抱くきっかけはこの母子の交流にあったのだそうだ。

　アルナーはその話を聞いて、エンカースの所業になんとも呆れ果てたという顔になり、私もまた同様の理由で開いた口が塞がらなくなってしまう。

　自分に似た子を嫌い、自分に似ない子を優遇し……しかもそこに愛情が全く感じられないというのがまたなんとも凄まじい。

「エルダン様はいつかネハ様をそんな境遇から救い出そうと、そして大望を叶えようと懸命の努力を重ねるようになりましてその結果、様々な分野で才覚を発揮するようになったエルダン様は、エンカースにも気に入られて嫡男として期待されるようになったのです。

　当然ジャニアとジャーニはそんなエルダン様のことを邪魔に思い、憎悪し、あの手この手の妨害や嫌がらせを繰り返し、エルダン様はそれでもネハ様の為、夢の為に負けるものかと奮闘を続けて来た……とそういう訳なのです」

　カマロッツがエルダンの話をする時は、余程にエルダンの事が誇らしいのだろう、その声色は弾むような温かい声色となり、一方エンカースやジャーニ達の話になると、その声色は低く響く冷たい声色になる。

　そして今の話をした時はとても冷たい声色となっていて……妨害と嫌がらせという単語で済まされたジャーニ達が仕掛けたそれは余程の内容だったのだろうということが想像出来る。

「なるほどな……。

　内乱騒ぎがあったと聞いたが、それはもしかしてエルダンとジャーニの後継者争いだったのか？」

　私がそう尋ねると、カマロッツは少しだけ口ごもる。

「いえ……エルダン様はただ大事な人々を守ろうとしただけなのです。

　ジャニア達は嫌がらせの中で得た情報でエルダン様の活動の真の目的、エルダン様の意図に気付いてしまい……当然エンカースにもその話は伝わりまして……。

　話を聞いたエンカースは激怒、エルダン様とネハ様と亜人達も皆殺すとの宣言を出し……エルダン様は大事な人々を守る為にとエンカース達を討つことを決意されたのです。

　傍目には後継者争いに見える戦いだったかもしれませんが、エルダン様は領主の立場を何がなんでも欲した訳ではなく、ただ皆様と幸せに生きたかっただけなのです……！」

　拳を握り込みながら語気を荒らげるカマロッツ、エルダンは争いを望んでいた訳ではないと、そういうことか……。

　しかし戦いは、内乱は始まってしまって、領内の人々はエンカースを支持するか、エルダンを支持するかの選択肢を迫られたそうだ。

　が、人々はあっさりとエルダン支持を表明、エンカースに近い立場の従者達までもがエルダンに味方したというのだからエンカースの人望の無さが窺える。

　エルダンのことを普段目にする人々が知るエルダンの欠点は、ハーレム願望くらいのもので、真面目に暮らし、努力を重ね、普段から領民を思いやる姿を見せていたエルダンが支持されたのは当然のことだったと自慢気に語るカマロッツ。

　マヤ婆さんの住んでいた村にエルダンの悪い噂ばかりが広がって、良い方の噂が広がらなかったのは……人が悪い方の噂を好むからということなのだろうか？

「エルダン様とお味方の皆様は協力しあいながら懸命に戦い、あちらに多数の裏切り者が出たこともありまして、ついにエンカース達を討ち取るに至り、王都の許可がまだ無い状態ですので自称ではありますが、エルダン様は自らがカスデクス領の領主であることを宣言したのです」

　それからエルダンはすぐに政務に取り掛かり、領内を落ち着かせ、建て直していきながら領内を外敵から守る為にと周囲の情報収集も積極的に行い始めて、その情報収集の途中で私がこの草原に居るとの話を耳にし、そうして私に会いに来たとそういうことらしい。

　カスデクスの家に長年仕えていたカマロッツが耳にし目にし、エルダンの側で記憶して蓄えて来た怒濤の如くの物語。

　それを満足いくまでに語れたとカマロッツは満足そうに溜め息を吐いている。




　全くもって凄まじいとしか言えないエルダンの生い立ちの話の数々に私もまた溜め息を吐いてしまう。

　そんな物語を紡いで来たエルダンに憧れているだとか会いたかっただとか言われてもただただ決まりが悪いだけで、自分みたいな人間にと申し訳無さまで感じてしまう。

　居たたまれなさから頭を搔き、何処を見るともなく周囲へと視線を巡らせて、アルナーのことをふと見れば、エルダン……というよりエルダンのことを甲斐甲斐しく世話する女性達のことを見つめながら、密着とも言えるエルダンと彼女達の距離感を羨ましそうにしていて……ああ、うん、アルナーの興味はそっちか。

　アルナーと、アルナーの視線を追う私の視線に気付いて、そこそこに体力を戻せたらしいエルダンがもじもじとしながらこちらへと近寄ってくる。

「ディアス殿、先程は申し訳無かったの。

　とても無礼なことをしてしまったの。

　……僕は見たことなかったの、亜人をちゃんとしたお嫁さんにする人を僕は見たことなかったの。

　亜人がお嫁さんでお子も亜人で……アルナーさんはとても幸せそうなの、アルナーさんがそうならきっとお子達も幸せなんだと思うの。

　そんなアルナーさんを見て僕は勘違いしてしまったの、少し暴走してしまったの。

　僕と同じ夢を持つ同志だ、仲間だなんて言ってしまったの……ちゃんと確認もしていないのにそう言ってしまったの……」

　エルダンはそんなことを口にしながら、長い鼻を上下に揺らし耳をパタパタと動かしながら……何かを言いたげに私のことをじっと見つめてくる。

　エルダンが何を言おうとしているのかはわざわざ問うまでもないことで……ならばちゃんと応えるべきだろうと私はエルダンのことをじっと見つめ返しながら口を開く。

「エルダンの夢には私も賛同するぞ。

　私の住む村では既に人間と亜人が入り混じって平和に暮らしているからな、あの光景が国中に広がっていくというのは素晴らしいことだと思う。

　同志だなんて大層な存在にはなれないかもしれないが、応援するし、出来る限りの手伝いもしよう。

　……それとエルダンの夢は本当に立派な夢なのだからもっと胸を張って堂々とした態度になっても良いんじゃないか？」

　私がそう言うとエルダンはまたも泣きそうになって、それでも必死に涙を堪えてみせて、もじもじとするのを止め、鼻を大きく振り上げながら堂々と胸を張ってみせる。

　すると今度はそんなエルダンのことを見たカマロッツとエルダンの嫁達が大きく声を上げて、泣き出してしまって……結局そんな涙に釣られてエルダンは堂々と胸を張りながらも一筋の涙を流してしまうのだった。













特製ベッド型馬車の上で────










「ディアス殿！　ディアス殿！

　ディアス殿のお話も聞かせて欲しいの！」

　長話に付き合わせてしまったし少し休憩していって欲しい、そんな言葉でベッド型馬車の上へと招かれた私とアルナーが寝具の上に腰を下ろすなりに飛び出したエルダンのそんな言葉に、私はそう来たかと思わずに苦笑してしまう。

　あれだけ深い部分の事情までエルダン達は話してくれたのだ、当然私も可能な範囲で話をするべきなのだろうが……エルダンの凄絶な話の後に私なんかの話をしてもなぁという決まりの悪さがどうしても私の口の動きを重くしてしまう。

「ディアス殿の最近のお話とか、戦場でのお話とか、王都で何があったのかも聞きたいであるの！」

　そんな私の葛藤に気付いているのか、いないのか、耳をパタパタと揺らし鼻をグルグルと振り回し、ワクワクが止められないといった様子でエルダンは言葉を続けてくる。

　そんなエルダンの目は期待の色に満ち溢れながらこれでもかと輝いてしまっていて……その目を見た私はこれは逃げられないだろうと諦めて……小さく溜め息を吐き出す。

　大した話は出来ないがとの前置きをしてから、エルダンとエルダンの後ろで自分達も話を聞きたいとの態度を隠さないカマロッツやエルダンの嫁達に向かって、私の事情……私のこれまでの話を思い出しつつゆっくりと語っていく。

　孤児になったことや、それから志願兵となったこと、戦場での話は細かく話し始めるとキリが無いのでそれなりに活躍したと簡潔に。

　それから終戦後の領主となった経緯に、アルナーとの出会いに……鬼人族については勝手に私があれこれ話す訳にはいかないので、隠すべき部分は隠しておく

　その後の草原での生活の話に始まり、アースドラゴン狩りの話や、クラウスにマヤ婆さん達の話をして、セナイとアイハンのことにも軽く触れておく。

　そんな私の話を聞いたエルダン達の反応は様々だった。

　戦争の話がすぐ終わってしまったことには残念そうにしつつ、アースドラゴンを倒した話には大いに盛り上がり、アルナーとの婚約の話にはエルダンの嫁達が特別な盛り上がりを見せたりもした。

　クラウスとの再会の部分にはエルダンが何度も質問を繰り返し、マヤ婆さん達の話には棄民の件についてエルダンが平謝りしたりして……セナイとアイハンの話にはその場の誰もが微笑んでくれた。

「やっぱりディアス殿はお母様が話してくれた通りのお人柄だったの！

　ディアス殿と仲良くなれてほんとに良かったのー」

　私の話を聞き終えてのそんなエルダンの感想に私はふとあることが気になって、首を傾げながら口を開く。

「ふと気になったんだが……ネハはどうやって私のことを知ったんだ？

　私はアルナーと出会うまでは亜人の存在なんて知りもしなかったし……当然ネハに会った覚えも無いのだが……」

「その答えはディアス殿の武勇伝にあるの！

　お母様はディアス殿の武勇伝の数々を耳にしてディアス殿のことを知ったの。

　戦地から‥…王都から離れた所にあるカスデクス領でもディアス殿の武勇伝は皆が知っているお話なの」

　そう言うとエルダンは鼻を器用に折り曲げて右へ左へと動かしながら、身振り手振り鼻振りといった様子で英雄ディアスの武勇伝についての話をし始める。

　なんでも私に限らずあの戦争で活躍した者達の武勇伝は戦場から王都へと伝わり王都の劇場で演劇となっていたのだそうだ。

　戦意高揚の為、志願兵を多く集める為にとそれらの演劇は毎晩のように上演されていたらしい。

　孤児出身の志願兵でもある英雄ディアスは無双の強さを誇り、万の敵を愛用の戦斧で薙ぎ払い、万の味方を敵の凶刃から守り抜く。

　ただ戦果を上げ続けるだけでなく、両親の遺言を大切にする英雄ディアスは弱きを助け強きを挫く、そんな生き方を良しとして、戦地で横暴を繰り返す貴族達を拳でもって窘めたり、かと思えばそんな貴族達を命の危機から救い出したりと数々の武勇伝を今でも戦場で生み出し続けている……と私の演劇はそんな内容だったのだそうだ。

　そこそこの人気となったらしい私の演劇、しかし貴族達はそんな演劇の内容を問題視したとかで、公開から一週間も経たないうちに公開中止命令が出されてしまったのだそうだ。

　だがそんな公開中止命令は逆に人々の関心を呼び起こす結果へと繫がって、それから演劇の中で語られた私の武勇伝の数々は人の口から口へと伝えられる物語となって国中へと広まることになり……それらがカスデクス領にも伝わって来たのだそうだ。

　奴隷として……使用人として働きながらネハはそんな英雄ディアスの話のいくつかを耳にして、特に両親の遺言に従っての生き方はまるでかつての象人王のようだと絶賛、以来幼いエルダンに私のような立派な大人になるようにと言い聞かせるようになったのだとエルダンはなんとも楽しげに語ってくれる。

　うーむ……なるほどなぁ……。

　私は戦場で貴族に会った覚えなどは一度も無く、当然改心だとかの話にも覚えは無い訳で……父母の遺言についてはまぁその通りだとしても、それ以外の武勇伝のほとんどの部分が噓というか……完全に演劇用に創作された物語になってしまっている。

「あー……エルダン、その貴族だとかの話、私は全く覚えが無くてだな……。

　どうやらエルダン達が知る『英雄ディアス』と『私』には大きな隔たりがあるようなんだ」

「ディアス殿、僕も話に聞いただけの武勇伝全てが本当だとは思っていないの。

　でも皆褒めていたの、帰還兵の皆とか、戦場帰りの商人達だとか、家庭教師の先生とか、戦場のディアス殿を知る人は皆ディアス殿を褒めていたの、だから僕はディアス殿に憧れたの。

　そして実際にディアス殿と会ってお話をしてみて、さっきのディアス殿のこれまでのお話を聞いて、やっぱりディアス殿は憧れていた通りのお人だと僕は思ったの、だからディアス殿は間違いなく英雄ディアス殿であるの！」

　私の言葉の後、間髪容れずに返って来たエルダンの笑顔でのそんな言葉に私は返す言葉が無くなってしまう。

　その言葉と笑顔はとても力強く、エルダンが虚像に憧れてしまっているのではないかという私の愚かな考えは何処かへと吹き飛ばされてしまう。

「だからディアス殿、僕と、僕達ともっともっと仲良くして欲しいの。

　仲良くして一緒に頑張りながら領を大きくしていって、そして一緒に亜人と人間が笑顔で暮らせる世の中を作るの！」

　そう言ってエルダンは笑顔のまま握手を求める手を私へと差し出してくる。

　年齢以上の大きな器を見せてくるエルダンに私は敵わないなと胸中で呟いてから…差し出された手を握り、力強く握手する。

　エルダンはそんな私の手をしっかりと、両手でもって包み込むようにして握り返してきて、今日のエルダンの笑顔の中でも一際の満面の笑みを見せてくれたのだった。







　それから私とエルダンは、カマロッツの淹れてくれたお茶を飲みながら色々な事柄について話し合った。

　例の３人娘の話だとか、クラウスの言っていた王都の後継者争いの話だとか、エルダンがやたらと興味を示した私とアルナーの仲のことだとか、エルダンの体調のことだとか、いつか暇を見つけてネハに会ってみたいだとか、そういったことを色々とだ。

　そして話は互いの領内の食料の備蓄の話へと至り、その話の途中で私はエルダンにこんなことを言われてしまう。

「ディアス殿、もっと保存食だとかの備蓄が無いと大変だと思うの、もし何かあったらすぐに足りなくなって大変なことになってしまうの。

　それに領民を増やすだけじゃなくて食糧生産も領内でやっておかないと駄目だと思うの……。

　冬は遠いようで近いの、今から準備しておかないと駄目なの」

　え？　あれ？　そうか？

　結構な種類も揃ってきたし量もあるしで十分だと思うんだが……？

　……そうか、全然足りないか。

　よし……なら今後は食料のことを念頭に置きながら行動していかないとだな。

　とりあえずは……草原を耕して畑でも作ってみるか？

　なぁに、戦争前は散々農作業の手伝いをしてきたんだ、畑の一つや二つ、完璧に作って見せるともさ！













夜更けのユルトで────ディアス










　語り尽くせない程の色々なことがあったエルダンとの会談を終えて村へと戻り、時が過ぎての夜更け過ぎ、寝床でフランシス達と一緒になって静かな寝息を立てるセナイとアイハンの側に座りながら、その寝顔をじぃっと見つめて……やっと寝てくれたかとホッと溜め息を吐く。

　その寝顔は先程まで感情のままに暴れていたとは思えない程に穏やかで愛らしく……なんとも言えず苦笑を誘う。

「セナイとアイハンはようやく寝たか。

　……全く、幸せそうな寝顔をして……さっきまでとはまるで別人のようじゃないか」

　竈の火の始末をしていたアルナーが細く小さい声でそう言いながら、私の側へと寄ってくる。

「ああ、本当にな……。

　随分と元気に暴れていたが……流石に体力の限界らしい。

　眠いと一言呟いたかと思ったらそのまま寝てしまったよ」

　私もセナイとアイハンを起こさぬようにと小さく声を絞りながらそう言葉を返すとアルナーが先程私がしたような、なんとも言えない苦笑をその顔に浮かべる。

　……セナイとアイハンは、つい先程まで感情のままに暴れまわっていた。

『すぐに帰ってくるって言ったのに！』

『まってたのに!!』

　なんてことを言いながら、エルダンとの話が長引いてしまって村に戻るのが遅くなってしまった私とアルナーへの怒りを爆発させて暴れまわっていた。

　……いや、二人の目からは涙が流れていたし、怒りだけではなかったのだろうな。

　私達のことを心配しての心労もあったのかもしれないし、私達が側に居なくて心細かったのもあったのかもしれない。

　兎に角二人はそうして小さな体から精一杯に感情を吹き出させて暴れたい放題に暴れまわっていた。

　……今朝方に少しは癇癪をぶつけて欲しいなんてことを考えもしたが……まさかその日のうちにそうなってしまうとはなぁ……。

「しかしディアス、二人を一言も[image: ]っていなかったが……良かったのか？」

「良くはないんだろうが……約束を破ったのは私だしな、[image: ]るよりは謝りたかったんだ。

　……それに家族になったばかりの子ども達がああして我儘を言ったり暴れたりして、大人を試すのは良くあることだから……今はそれを受け入れようと思う。

　だがまぁ……受け入れてばかりだと悪い方向に育ってしまうから、明日も続くようならしっかり[image: ]るつもりだよ」

　私がそう言うとアルナーはしばし何かを考えてから静かに微笑み、そして私に何かを言おうとして……突然ピクリと何かに反応し、緊張感をその身に纏いながらある一点を見つめ始める。

　角が緑色に光っているところを見ると……まさかまた誰かがやってきたのか？

「……ディアス、複数……結構な数の侵入者だ。

　南東の方角からこちらへと向かって来ている」

「南東……？

　東ではないのは初めてだな。

　エルダンの仲間が迎えに来たとかの可能性は？」

「エルダン達がやって来た方角とも、今向かっている方角とも違う方角からの侵入だ、それは無いだろう。

　何者かは知らないが……こんな時間に外をうろついている時点でまともな連中でないだろうさ」

　そうなると……盗賊、野盗の類か。

　全く、こんな夜遅くに迷惑な話だな。

「分かった、私が様子を見てくる。

　アルナーは……夜も遅いし留守番を───」

「駄目だ、私も一緒に行くぞ。

　今夜は新月だ……新月の夜の草原で何の頼りも無しに連中を見つけることは不可能だろう……それどころか方角を見失い迷う可能性すらある。

　……ならば私の魔法は欠かせないはずだ。留守番なんかはクラウスにやらせたら良い」

　私の言葉を途中で遮って、声は小さいながらも強い口調でそう言い放ったアルナーは、私をじっと見つめてくる。

　ユルトの中を照らすランプの灯りを吸い込んで、燃えているかのように力強く輝くアルナーの目はその意思の強さを映し出しているかのようで……『安全なここで待っていて欲しい』『私を心配する必要は無い』『アルナーの方が心配だ』と、私がそんな言葉を口に出そうとする度にその輝きを強くする。

　……確かに今夜は新月で、外は自分の足元も見えない程の暗さとなっている。

　アルナーの力が……魔法があれば、助けになるのは間違い無いだろう。

　……ならばまぁ……これ以上は無粋かな。

「……分かったよ、アルナー。

　力を貸してくれ、一緒に行こう」

　私がそう言うと、アルナーはその目に強い光を宿したままに微笑んで……静かに音を立てぬようにと道具を取り出して、その顔に初めて出会った時のあの戦化粧を施していく。

　そうして装備を整えた私とアルナーは、不在の間村のことは頼むとクラウスに事の仔細を報告してから……侵入者達の下へと向かうのだった。













夜更けの草原で────侵入者の頭目










「本当にこんな所に人が居るのかよ……？」

　依頼人の前ではあるが、たまらず口が滑る。

　手に持つ松明を右に振っても左に振っても視界に入るのは草ばかりで、食料になりそうな物は何一つ見当たらず……こんな所で生きていけるのは草喰いの獣か、獣人くらいのもんだ。

　いくら草ばかりの草原だといっても、普通は木の１、２本はあるもんだが……ここには本当に草しか無いし、当然人の生活の痕跡なんかも見当たらない。

「ブツブツとうるせぇやつだな、黙って仕事に集中しろよ。

　相応の仕事しねぇようなら金は返して貰うぞ」

　と、そんなことを言ってくるのは依頼人だ。

　……なんで現場に付いてくるんだろうね、この野郎は。

「……まぁ、十分な金は貰いましたから、しっかりとやらせて頂きますがね……。

　本当にこんな所に標的は居るんですかい？」

「居るとの確かな情報があるから大枚をはたいてお前達を雇ったんだろうが……！」

「……そうですかい。

　ついでなんで聞かせて貰いますが、わざわざこんな月の無い夜に決行させたのはどういう訳で？」

「……相手はあのディアスだぞ？

　真っ昼間に正面から相手して勝てる相手かよ。

　闇夜に紛れて寝込みを襲って……それでも楽に殺せるか分からん相手なんだからな。

　……この奇襲、あのクソ野郎に気付かれたら終わりだと思えよ」

　戦時中に戦場から聞こえて来た噂によると、確かにディアスという標的はそういった類の化物であるらしい。

　しかしこういう噂は大体が過剰なくらいに誇張されている物だし、何よりこれだけの人数を揃えて勝てない相手ってのはなぁ……。

　俺と部下が15人……これだけ居ればたとえドラゴンが相手だって負ける気がしない。

　俺達だってそれなりに名の知れた裏稼業モンなんだ、腕には相応の自信があるし……ちったぁ信用してくれないもんかね。

「ああ、それとな、エルダンってのも見つけたら殺しておけよ。

　なんでも今はクソ野郎に会う為にこの草原に居るそうだからな、物のついでだ。

　領主の椅子が空席になるってのは多ければ多い方が良い」

　……そんなことをしている間にディアスに気付かれる可能性ってのを考えないのかね、この依頼人は。

　まぁ……金が貰えるってなら、なんだってやるけどな。

「……エルダンとやらを殺した場合、追加の報酬はあるんでしょうね？」

「ディアスを殺した時には金貨10枚を追加で払う約束だったな。

　……ならエルダンは銀貨１００枚だ」

　随分と安い命だな、エルダン。

　その安さじゃぁ狙う気にはなれないな。

　まぁ、金貨にしても銀貨にしても、まずは標的が何処に居るかを探し出さなきゃ話にならないか。

「よぅしお前ら、気合入れて獲物を探すぞ！

　殺して、奪って、いつも通りの大儲けと行こうや！」

　闇夜の探索という面倒な仕事を前にして、ここは一つ手下達の士気を上げておくかと、そう吠えた時だった。

　目に入るのが先だったか、耳に入るのが先だったか……前方の少し離れた場所に赤い、血のような赤い光が現れたのとほぼ同時に、ヒュンッとの風切り音が聞こえて来る。

　あの光は一体何だ、この風切り音は一体何だと困惑し、咄嗟の判断を出来ないでいると、直後手下達の悲鳴が聞こえてくる。

「がぁぁぁっ」

「か、頭っ、ライルが矢で射られた!!」

「あの光の方から矢が飛んで来たぞ!!」

　風切り音の正体が矢のそれだと分かり、今自分達が襲撃されているのだと分かって……困惑していた頭が急激に冷えて落ち着くのを感じる。

　敵だ、襲撃されている、手下が負傷した。

　ならどうする？　答えは簡単だ、反撃だ！　戦え！　舐めた真似をしてくれた敵に目にもの見せてやれ……！

「敵の襲撃だぁー!!

　相手は弓持ちだぁ！　的になる松明を捨てて身を伏せろぉぉ！

　弓を持ってるやつぁあの光に矢を射返せぇぇー!!」

　手下達全員に聞こえるように、出来るだけの大声でそう指示を出す。

　当然敵にも聞こえちまうだろうが……今は仕方ない。

　指示を終えたら、松明を投げ捨てて剣を抜き放ち、体勢を低くしながら慎重に光の方へと歩を進める……が、こちらの指示を聞いての反応か、赤い光はその光を弱めて闇の中へと消えてしまう。

　それから数瞬遅れて手下達が放った矢が光のあった場所へと到達するが、悲鳴だとかは聞こえて来ず……どうやら敵には当たらなかったようだ。

　他に当ても無いのでと歩を進め、光のあった場所へとたどり着き、再びあの光が見えないか、あるいは僅かな敵の気配でも感じ取れないかと神経を研ぎ澄ませる……が、僅かな音も気配も感じ取れない。

　あの赤い光は何者だったのか、そして何故消えたのか、今何をしようとしているのか。

　そんなことを考えながら敵の気配を感じ取ろうとしていると……またも風切り音が聞こえてくる。

　その音は手下達が放ったものではなく……、

「ぎゃぁぁぁぁっ!?」

「ジャン!?　くそっ、一体何処からっ……いったぁぁぁぁ!!」

「い、今治療を……ぐがっ」

　敵が放ったもののようで、悲鳴と風切り音と悲鳴と風切り音と悲鳴が後に続く。

　闇夜の中から放たれてくる風切り音は、この闇夜の中で不気味な程正確に手下達を射抜いていっているようだ。

　くそったれ、敵は何処に居て、どうやってこっちの位置を特定してやがるんだ!?

　音で特定しているのか……？　いや、音を立ててねぇやつも狙われているし、何より負傷者の悲鳴の渦巻くここで音なんか頼りに出来ねぇだろ。

　まさか……この闇夜の中で目が見えているのか……？

　闇を見通す能力をもった亜人……？　いや、そんな化物みてぇな亜人は聞いたことがねぇな。

　なら魔法……もねぇな、光で闇を照らすなら兎も角、光無しに闇を見通す魔法なんてのも聞いたことがねぇ。

　……そんなことを考えている間も風切り音は止むことなく闇の中から放たれ続けていて……手下達の被害がどんどん増えていく。

　手下達も当然、矢が飛んでくる方を狙っての弓矢での反撃を繰り返しているが……周囲に響くのは手下達の悲鳴ばかりで、敵の悲鳴は聞こえてこない。

　……そういや、依頼人はどうしたかな？　全く気配もしねぇし、声も聞こえてこねぇが……声を出す間も無く死んだか？

　まぁこうなっちまったら依頼も何もねぇし、依頼人がどうなったかなんて、どうでも良い話か。今はこの状況をなんとかすることだけを考えねぇとな。

「お前らぁ、手は休めるなぁ！

　矢を射続けろぉー！

　狙いは正確だが、手数は少ねぇ！　相手は一人だ！

　位置さえ分かれば数で勝るこっちの勝ちだ！　矢を射まくって相手を燻り出せぇ！」

　闇夜の中散り散りで、もう何人残ってるかも分からねぇ手下達にそんな檄を飛ばす。

　風切り音からして相手の数が少ないのは間違いない、もしかしたら一人じゃないかもしれないが……しかし今はそんなことはどうでも良い。

　兎に角手下達の士気を上げることが優先だ。……相手の位置さえ分かれば勝ちの目が見えるってのは事実だしな。

　そうして檄の効果があったか、手下達が放つ矢の数を増していく中、少し離れた所から手下達以外の声が聞こえてくる。

「────！」

「────！」

　それは女の短い悲鳴のような声と、男の太い怒声のような声。

　手下に女はいねぇ、つまりこれは敵の声だ、しかも悲鳴だ！　どうやら手下達の放った矢が当たってくれたようだな！

「敵の位置が割れたぞぉぉー！

　この機を逃すなぁー!!」

　敵の位置が分かったならばとそう声を上げて、剣を構えながら声が聞こえた方へと駆け出す。

　敵に再度潜伏されるのだけはなんとしても避けたいので全力での速攻だ。

　兎に角形振り構わず敵へと肉薄し、手下達にその位置を教えながら数で囲む、今の状況で敵に勝つにはこれしか無い。

　直後、俺の目の前に黒い影が現れる。

　どうやら俺が駆け出したと同時に敵もこちらへと駆け出していたようで、その結果鉢合わせになってしまったらしい。

　黒い影は大きく、凄まじい気配と怒気を放っている、影の大きさからして男の方か。

　俺は咄嗟にその影めがけて剣を振るい……影も同じく手に持つ得物を振るう。





ガキィィィン。






　剣と相手の得物がぶつかりあい、派手な音を上げながら火花が散る。

　散った火花に相手の男の姿が照らされて、その瞬間の絵が脳裏に焼き付く。
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　金髪碧眼、静かな怒りの表情、鉄鎧姿、得物は大斧、両手持ち。

　その人相と目立つ大斧という得物から、目の前の影の正体が例のディアスであることに気付く。

　全く……噂も馬鹿にしたもんじゃないな、なんなんだこの化物は。

　俺の全力の一撃を軽々弾き飛ばした挙げ句に、愛剣をぶっ壊してくれやがった。

　暗くてはっきりとした様子は見えねぇが手に持つ感覚で分かる、柄からしてガタガタになっちまっていてこれじゃぁもう使い物にならねぇ。

　そうしてドタリと尻が地面につく。

　剣を壊す程の衝撃を受けきれず体勢を崩してしまっての末路だ。

　いや、必死で踏ん張れば堪えられたかもしれないが……しかし堪えた所でどうするんだって話だ。

　とんでもねぇ怪力と闇夜を見通す目を持つ化物がすぐ目の前に居るのに武器は無し。

　……剣と共に俺の心も折れてしまっていた。

　そうして大斧に真っ二つにされる自分の将来を思い浮かべながら、人生を終える覚悟を決めていると……予想だにしていなかったディアスの足が、俺の腹にドスリと突き刺さる。




　こ、ここで蹴りが来るのかよ。













森を駆けながら────謎の男










　松明を手に持つ男が駆けている。

　闇夜の草原を抜けて、草原の東の森へと入り、何かから逃げるようにして行く当ても無くただただ闇雲に駆けている。

「クソックソックソッ！

　何が最高の傭兵だよ役立たずがっ！　あっさりやられやがって……！

　気付かれたら終わりだっつったろうが!!」

　言わずにはいられないとの苛立ちを込めた声で、その男は息を切らしながら誰に言うでもなくそんな言葉を吐き出す

　そうして荒く息をしながら、追手が無いかと何度も後ろを振り返っての確認をしながら駆け続けた男は、森の深い所まで足を進めた後に、はたと立ち止まり耳を澄ませ始める。

　周囲に音は無く、何かがいる気配も無く……それでも警戒心を失うことなく周囲へと意識を向け続けた男は、かなりの時間が過ぎた後にようやく完全に逃げ切れたようだとの安堵をし、深く息を吐く。

　そうして一瞬だけ緩んだ表情をした男だったが……突然何かに反応しビクリと体を震わせて、その顔を狂気で歪めていく。

「ディアスゥゥゥゥ!!　お前のせいでまた古傷が痛み始めたじゃねぇかぁぁあ！

　なんだってお前はそうなんだよぉぉぉ!!

　孤児上がりのくせにぃぃぃ！　俺の邪魔ばっかりしやがってぇぇぇ!!

　狂犬がぁぁぁ！　化物がぁぁぁぁ！　なんで素直に俺に殺されねぇんだよぉぉぉぉ!!」

　ジリジリと燃え上がるように痛む古傷の痛みに苛まれながらそんな大声を上げた男は、この程度では足りやしないとばかりに大声を上げた勢いそのままに罵詈雑言を喚き始める。

　全身に力を込めて、その額に腕に足に血管を浮き上がらせ、わなわなと全身を震わせながら男は、男の奥底からせり上がってくる狂気を糧にして、多種多様のあらゆる悪意の言葉を口から吐き出していく。

　……そうしてしばらくの時間が過ぎた後、全身全霊で喚き続けたおかげか、古傷の痛みが治まって……男の顔から狂気が薄れていく。

「はぁぁぁぁー……クソッ、今回は失敗か。

　随分と金をかけたんだがなぁ……まぁ仕方ねぇか。

　くどくど失敗したことを考えるよか、次だよな、次次次次ぃ。

　ディアスぅぅ、この恨みを晴らすまで俺は諦めねぇからなぁぁー……」

　狂気が薄れて幽鬼のような顔になったその男は、そんなことを呟きながらフラフラとした足取りで森の奥へと姿を消すのだった。













戦いを終えて────ディアス










　黒尽くめの格好で、松明と武器を手に持ちながら大勢でたむろして、これから盗賊行為を行うのだと宣言していた……なんとも間抜けな盗賊達との戦いは私達の圧勝という形で決着した。

　そんな宣言をしていたことと、魂鑑定の結果が強い赤だったということから、アルナーによる生命感知魔法を使用しての容赦の無い奇襲が行われて……そのまま一気に盗賊達を制圧、という流れだ。

　途中、アルナーの顔を敵の矢が掠めるなんてことがあったりして、少しばかり頭に血が上ってしまった私が敵中央に突っ込んでしまうなんてことがあったが、アルナーにも私にも怪我は無かったので圧勝と言って良いだろうと思う。

　ちなみに盗賊達の状況は、矢傷が12人、私に蹴られて骨折が４人、戦闘中に逃亡したのが一人となっていて……奇跡的に死んだ者や致命傷を負った者は居ない。

　一人逃してしまったことは悔やむ部分ではあるが……しかしまぁ、これだけの人数差があったのだから仕方ないとも言えるだろう。

　そうして捕らえた盗賊達は、武器を取り上げ、如何に盗賊行為が愚かなのかとの説教を十分にしてから、草原の外へと追放する処分とした。

　アルナーはそれだけでは処分が甘すぎると渋い顔をしていたが……しかしまぁ、盗賊行為自体は未遂であった訳だし、このくらいの処分が妥当な所だと思う。

　……もし、また領内で悪さするようなら……その時は容赦も手加減もしないがな。

　兎にも角にもそうして我が領内での初の盗賊騒動は終わりを迎えたのだった。




「盗賊狩りはな、一気に金が稼げる仕事なんだ。

　盗賊を狩るだけでも報奨金が出るし、鉄製の武具を奪えばそれとの交換で更に多くの金が手に入る」

　盗賊騒動を終えてのイルク村への帰路の途中、魔力で角や宝石を光らせながら私を先導してくれていたアルナーが、前を向いたまま突然そんなことを言ってくる。

「……こんな武器が金になるのか？」

　と、私は両腕いっぱいに抱えている盗賊達から取り上げた武器達を見つめながら言葉を返す。

　盗賊の武器達はそのほとんどが低品質の物か、それか壊れているかで……価値があるとは思えない物ばかりだ。

「ディアス、草原では鉄は貴重品なんだ。

　武器としては価値が無いかもしれないが、溶かせば色々な道具に化けてくれて……だから金になる。

　……私の実家は裕福とは言えない家だったからな……こうして大勢の盗賊を狩るのが夢だったよ」

　アルナーは私と出会う前は草原の見回りと狩りを生業にしていたそうだ。

　鬼人族で裕福な者は家畜やメーアを多数所持していて、その家畜による収入だけで生活が出来るので、狩りをするのは十分な家畜を持てない程貧しい者か、それか結婚の為の結納の品を揃えようとする男衆に限られているのだそうだ。

　貧しさを脱却するには盗賊狩りが手っ取り早いが、しかしこの草原に盗賊がやってくることは稀で、まして大猟などは夢のまた夢であったと……アルナーは静かに語る。

「……ディアスが乗って来た馬車を感知魔法で見つけた時は、盗賊が来たのかと心が弾んだものだったよ。

　だがまぁ、すぐにその動きから盗賊ではないのだと気付いて……心が弾んだ分、肩を落としたのだがな」

　馬車で現れて、一人だけで馬車を降りて……周囲をウロウロしたかと思えば、途端に動かなくなって……。

　そんな私の動きを感知したアルナーは、棄民が馬車から捨てられて、そして自殺したか野垂れ死んだのだろうと考えたらしい。

　死んだのであればすぐに確認に行く必要も無い、翌日の見回りのついでに確認したら良いと、そう考えて翌日の朝に私の所に向かったならば───。

「男が幸せそうな寝顔で寝息を立てて居たのだから啞然としたよ。

　どういうつもりなんだか草原で無防備に寝ている目の前の変人に声をかけるべきか、それともまずは暴れられないように縛り上げるべきか……。

　そんなことを考えながら念の為と魂鑑定を使ったら強い青なんて結果が出てしまって……対処に困り果てたのを覚えている……。

　いっそ盗賊だったということにして、寝ているうちに殺して斧と鎧を奪うか、なんて考えも一瞬だが脳裏をよぎったよ」

　だがアルナーは私を害することなく私を起こす道を選び、私と会話するという道を選んで……そうして私達は出会うことになった。

「あの時の私がどうしてディアスと言葉を交わそうと思ったのか、そしてどうしてディアスを殺そうとしなかったのかは……実のところよく分からないんだ。

　ただ気付いた時には私はディアスを起こしていて……そしてディアスと言葉を交わしていた。

　……その結果として今の生活があるのだから、間違った判断ではなかった訳だが……それでもたまに疑問に思う時がある。

　……一体全体どうして私はディアスと言葉を交わそうとしたのだろうな？」

　と、アルナーはそう言ってくるりとこちらへと振り返り、光る角と宝石に照らされた満面の笑みを私に向けてくる。

　アルナーのそんな笑顔を見つめながら……はて、どうしてなのだろうかと私が思考を巡らせていると……突然フッとアルナーがともしていた魔力の灯りが消えてしまう。

　一体何が起こったのだと私が状況を飲み込むよりも、行動を起こすよりも早く、アルナーは私のすぐ側へと一足に踏み込んで来て……そして私の頰に柔らかい口付けをしてくる。
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　暗闇の中で何も見えず、武器を抱えているせいで両手が塞がってしまっていた私は、アルナーの突然の行動に、何をすることも出来ずにただただ呆然としてまう。

　……そんな暗闇の中に灯りが戻ったのは、それから少しの時間が過ぎた後だった。

　アルナーは私からかなり離れた位置に立っていて、こちらには背を向けているので、その顔を見ることは出来ない。

　……そのまま黙ったまま、立ったままで微動だにしないアルナーに、何か言葉をかけるべきだろうかと私が逡巡していると……アルナーは突然タッと駆け出してしまう。




　それから数瞬遅れて……この暗闇の中でアルナー無しではイルク村に辿り着けないということに気付いた私は、アルナーを追いかけるべく腕の中の武器達を落とさぬようにと抱え直しながら、全力で駆け出すのだった。





２巻に続く
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過日。婚姻の祝宴の翌日、ユルトの中で────アルナー










　鬼人族の村で盛大に執り行われたディアスとの婚姻の祝宴から一夜が明けて、新しい生活が始まった日の昼過ぎ、アルナーはユルトの中で一人、外歩きの準備をしていた。

　平たく大きい土皿の上で、虫除けと厄除けの香を焚いて灰を作り、その灰を薄く身体に塗ってから……ビレーシャと鬼人族達が呼ぶ、染色したメーア毛の織物とメーアの毛皮を張り合わせて作った１枚の布から成る服を身体に巻きつける。

　そうする途中、アルナーは既婚者だけに許された上半身を起点に覆う形でビレーシャの巻き方をしようとするが、良人おつとであるディアスが『婚約』という聞き慣れない状態にこだわっていたなと思い出して……未婚の者がする、腰を起点に覆う巻き方でビレーシャを身体に巻いて、形を整えて……解けぬようにと腰紐をきつく結ぶ。

　そうやって身支度をしたら、弓を担ぎ、矢筒を腰紐に下げて、ジャラリと重い音をさせる大量の宝石の入った革袋を胸元にしまい込む。

　コツコツと集めてきた大事な宝石達をそうやって誰にも見られぬようにとしまい込んでから……胸元に手をやって祈るような仕草をしたアルナーは、一つの決意を胸に灯しユルトの外へと足を向ける。




　ユルトを出ると、騒がしい男衆の掛け声と、掛け声と一緒になって響いてくる井戸掘りの音が聞こえてくる。

　土を掘る音、土を放る音、土を踏み固めたり、土をハンマーで殴ったりする音、そうした様々な音がしてくる方へと目を向けると井戸掘りに精を出す鬼人族の男衆達の姿と……それを手伝い、額に汗するディアスの姿が視界に入る。

　アースドラゴンの素材という十分過ぎる程の対価を既に渡しているのだから、男衆達を手伝ってやる必要は全く、微塵も無いのだが……それでもディアスはただ見ているだけというのは性に合わないからと、自ら進んで……笑顔で男衆達の作業を手伝っていた。

　メーア達の世話、飼育小屋の清掃、倉庫内の荷物の整理、ユルト組みの練習などを終えた後でそうするディアスのそんな姿が、アルナーの胸に灯る決意をより強い物とする。

「ディアス、少しその辺りを見回ってくる。ついでに夕食用の鳥を２、３羽狩ってくるつもりだから、帰りは少し遅くなる」

　作業を続けるディアスにアルナーがそう声をかけると、ディアスは作業の手を止めて、アルナーの下へと駆け寄ってくる。

「見回りと狩りが必要なら私が行ってくるぞ？　弓矢で鳥を獲るなんていう器用な真似は無理だが……黒ギーの２、３頭くらいならなんとなるはずだ」

　駆けてきながらそんなことを言ってくるディアスに、アルナーは思わず苦笑してしまう。

「ディアス、今日はもう十分過ぎるくらいに働いただろう？

　今もそうやって井戸掘りを手伝っているし……その上見回りまでやるとなったら身体がどうにかなってしまうぞ。

　見回りと鳥を狩る程度の事は私に任せて、少しは身体を休めてくれ」

　苦笑しながらそう言葉を返すアルナーに、ディアスは心配でしょうがないと言わんばかりに眉尻を下げながら……アルナーがそう言うならばと、それ以上は何も言わずに言葉を飲み込む。

　アルナーはそんなディアスの顔をじっと見つめて、自分のことを心配してくれるディアスの気持ちをありがたく思い、また愛おしく思いながら……そんなディアスに隠し事をしているという事に心を痛める。

　だがもし仮に、外出の本当の目的を言ってしまえば、ディアスはもっと……余計なまでに心配をするのだろうから……本当の目的を言う訳にはいかないなとアルナーは口元を引き締める。

「‥…そう心配するな、いざという時は隠蔽魔法もあるんだから大丈夫だ。

　心配してくれるよりも、良い獲物が獲れるように幸運を祈っていてくれ」

　尚も心配そうな顔をし続ける良人に、そんな言葉をかけてから、アルナーはディアスの視線を振り払いながら、草原に向かって歩き始める。

　そうしてディアスの視線が届かない所まで来たならば……魔力を込めた脚でもって地面を強く蹴り跳んで、草原を凄まじい速さで駆け始める。




　そうやって向かうのは、最も警戒が必要となる王国に隣接する草原の東側だ。

　魔力で脚力を強化し、草原に吹く風と一体となりながら駆けて駆けて駆け続けて、広い草原を駆け抜けていく。

　魔力による身体能力の強化は身体への負担のことを考えるとあまり褒められたものではないのだが、移動する距離が距離なので今回は仕方ない事だとアルナーは自分で自分に言い訳をする。

　普通に駆けたなら１日はかかるであろう距離をそうやって駆け抜けて……草原の東端、草原が終わり、森が始まる場所へと到着する。

　目的地に到着し一息ついたアルナーは、胸元から革袋を取り出して、その中から宝石を一つ、取り出し……その宝石に魔力を、魔法を込めながら足元の土の中へと埋め込んでいく。

　宝石が土の中に完全に埋まると、そこから微かな魔力が放たれていって……瞬間、アルナーの角が緑色に光る。

　その光は生命感知魔法による光だった。

　魔法の範囲内に生命ある者が侵入したなら、魔力の繫がりによって使用者にそのことを知らせてくれるその魔法を、アルナーはそうやって宝石の中に込めながら、草原の東端のあちらこちらに仕掛けていく。

　仕掛けながら宝石に魔法を組み込む際に小型の動物や虫などは感知しないように、一定の大きさの生命力を持つ者にだけ反応するようにとの調整も忘れない。

　そうしておかないと小さな虫１匹１匹にまで感知魔法が反応してしまって無駄に魔力を消費してしまうからだ。




　実の所、アルナーがそうするまでもなく、草原内には鬼人族達が埋め込んだ生命感知魔法がいくつも存在している。

　アルナーはそれらの生命感知魔法と魔力を繫ぎ、使用することも出来るのだが……しかしそれらはあくまで鬼人族の為にと仕掛けられた魔法だ。

　ディアスの為にそれらを使うというのはどうしても躊躇ためらわれて……アルナーは自らの宝石を使い、自らの魔力でもって、自分だけが魔力を繫ぐことの出来る、ディアスと自分の為だけの生命感知魔法をそうやって仕掛けていたのだ。

　いずれディアスと鬼人族の利害が一致しない時が来るかもしれない。その時のことを思えば尚更こうしておく必要があるだろうとアルナーは考えていた。

（私はディアスの妻であり、ディアスの家族だ）

　と、アルナーは宝石を埋め込みながら胸中で呟く。

　鬼人族ではないディアスに嫁いだ以上、自分はディアスの伴侶として、鬼人族とは向かう先を違える存在であるはずだ。

　鬼人族との縁を大事にしないという訳ではない、両親家族との縁を大事にしないという訳ではない。

　それらの縁よりもディアスとの縁が大事なのだと、アルナーはその強い想いを抱き締める。




　アルナーはそうしながらふと思う、自分がディアスに惹かれ始めたのはいつのことだったのだろうか、と。

　初めてディアスのその姿を目にした時、鍛え抜かれた身体だと思った。働き者の荒れた手だと思った。その傷だらけの顔を見て、戦いに身を置いて来た男なのだなと、思いはしたが……しかしその時はまだ惹かれる気持ちなど微塵も無く、小さな興味と大きな警戒心があるだけだった。

　ディアスの過去とその想いを族長のモールと一緒に聞いた時も、王国に人間にもこんな奴が居るのだなと見直しはしたが……だがまだ惹かれてはいなかった。

　ディアスが黒ギーを狩ってみせて男気を見せてくれた時も惹かれていたかというと……恐らくは違ったのだと思う。

　その男気を見て、狩りの成果を見て、不安で仕方なかったディアスとの生活に光明が見えて……それが嬉しくなって……いや、多少は惹かれていたかもしれない。

　しかし決定的だったのはディアスとアースドラゴンとの戦いだった。

　それがドラゴンであると知らなかったとは言え、あの巨体を相手に怯むことなく戦ってみせて、攻撃が通用しなくとも諦めることなく戦い続けて……そしてアルナーがアースドラゴンに睨まれて、命を狙われたとなるや、心火を燃やして一撃の下にアースドラゴンを討伐してみせた。

　男気だけでは無いそれ以上の何かをディアスが見せてくれたあの時に、アルナーは決定的なまでにディアスに惹かれてしまったのだった。




　異族と婚姻するという事への不安や恐怖などの、後ろ向きな気持ちの全てを吹き飛ばしてくれたその想いは……今もこうしてアルナーを突き動かしている。

　貧しい生活の中で少しずつ溜め込んで来た宝石達を使い、鬼人族達には使えないよう、見つからないようにと魔力を編んで……そんな生命感知魔法を草原に仕掛けるというこの行為は、アルナーにとっては、昨日の鬼人族の村で行われた祝宴以上の意味を持つ……こちらの方が本当の婚姻の誓いだと言える程の決意が込められたものだった。

　ディアスの妻として、これからの人生をディアスと歩んでいくのだと、母なる大地である草原に示して……当分は気付かないのだろうが、いつかはこれに気付くであろう鬼人族達にも示して、そして何よりも自分に示して……覚悟を決める。

　これはそういった、アルナーなりの誓いの儀式だったのだ。




　そんなことを考えながら隠蔽魔法を仕掛け続けたアルナーは、ふと頰を撫でる風が冷えて来たということに気付く。

　色々なことをつらつらと考えながら、魔法を仕掛けながらだったので気付かなかったが、空を見れば日が傾きかけていて、もう夕方が近いようだ。

　草原の全体に魔法を仕掛けるとなれば今日で全てが終わる訳も無く、ならば続きは明日だなとアルナーは宝石の入った革袋を胸元へとしまい込む。

　そうしてアルナーは担いでいた弓を構え、矢を矢筒から引き抜いて……ディアスに狩ってくると言ってしまったからなと、今日の夕飯となる鳥を探しながらディアスの待つユルトへと向かって歩き始めるのだった。













アルナーを待ちながら────ディアス










　日が沈み始める時間となって、井戸掘りをしてくれていた鬼人族達は今日の作業はこのくらいにしておく、と言い残して鬼人族の村へと帰っていった。

　事が井戸掘りとなれば当然１日では終わるはずもなく、当分の間はこうした作業が続くらしい。

　帰路へとつく鬼人族達を見送ってから……ユルトの前で一人佇んで、さて、どうしたものかと唸り声を上げる。

　作業中もずっと気になっていたのだが……アルナーの帰りが妙に遅い。

　アルナーは出かける際に、帰りが遅くなるとは言っていたが……かと言って、たかが鳥を狩るくらいでこんなに時間がかかるものだろうか？

　……もしやアルナーに何かがあったのではないか？　とそんなことを考えると胸がざわつく。

　今朝のアルナーは少し様子がおかしかったようにも見えたし……うぅむ、どうしたものだろうか。

　探しに行くべきだろうか？　しかしそうするとここが無人となってしまってフランシス達を守る者が……。

　いっそフランシス達も一緒に……？　いや、それでは行き違いになってしまった時、アルナーに変な心配をさせてしまうかもしれない……。




　むううう、と唸り、一体どうしたら良いのだろうかと頭をひねっていると、風の音が颯々と鳴って、ふわっとアルナー愛用の薬草と灰のような香りと……血の臭いが鼻に届く。

　うん？　と首を傾げながらその香りのする方を向くと……３羽の大きな鳥の足を吊るし縛った紐を握りながらこちらへと歩いてくるアルナーの姿がそこにあった。

「ディアス！　キジが３羽も獲れたぞ！

　キジは美味いが草原では中々姿を見かけないんだ、ディアスが祈ってくれたおかげか今日は運に恵まれたな。

　昨日の祝宴で貰った米があるから、今日はキジ肉と干しぶどうの煮米飯にしよう」

　私の視線に気付いたアルナーは、元気な声を上げながら、自慢げにキジの足を縛った紐を掲げて、満面の笑みを見せてくる。

　そんなアルナーの笑顔を見た私はアルナーに気付かれないように小さく溜め息を吐いてから……それは美味そうだ！　との声と共にアルナーの側へと駆け寄って、アルナーからキジ達を受け取る。

「随分と立派なキジだな……凄いじゃないか。

　ああ、捌くのは私に任せて少し休むと良い、狩りで疲れているのだろう？

　なぁに、私はこう見えて鳥を捌くのは得意だから任せて欲しい」

　長い時間をかけた狩りでさぞや疲れているだろうからと考えて、私がそう言うとアルナーは満面の笑みを柔らかい笑顔へと変えてから、

「いや、二人でやろう。

　そっちの方が早く済むだろうし、私だって鳥を捌くのは得意なんだ」

　との言葉を返してくる。

　これから夕食の支度もあるだろうし、私としては休んでいて欲しかったのだが……ああ、いや、ならば私が夕食の支度を手伝えば良いのか。




　そうして私とアルナーは、二人でキジを捌き、二人で夕食の支度を済ませて……想像していた以上に美味しく出来上がった、甘酸っぱい味付けのされたキジ肉料理に舌鼓をうつのだった。
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ある日の午後、ユルトで────ディアス










　ある日の昼下がり、草原でのフランシス達の食事を終えてユルトへと帰ってくると……竈かまど近くに座ったアルナーが傍らに大量の草を積み上げながら……何かをもくもくと咀そ嚼しやくしていた。

　その草はそこらに生えている今しがたフランシス達が食べてきた草と同じもので……まさかその草を食べているのかと私が驚きの表情を見せた瞬間、アルナーは手に持つ陶器にでれりと口の中の物を吐き出す。

　一体何が……何を……と私が混乱していると、アルナーは口元を布切れで拭いながら、

「どうした？　そんな顔をして？」

　と、事も無げに声をかけてくる。

「え、あ、いや、その……何だってまた、草を食べているんだ？」

「ん？　いや、食べてはいないぞ。

　歯ですり潰して唾液を混ぜていただけだ」

　私の疑問の声に、そう言葉を返すアルナー。

　……うん、更に疑問が増えてしまった。

「すり潰して唾液を混ぜてって……一体何の為にそんなことを？」

「うん……？

　……ああ、そうか。ディアスは知らないんだったな、これはこうして使うんだ」

　と、そう言うとアルナーは、口元を拭った布切れでもって吐き出した元草を包み込み、布を捻り、ぐっと絞って……その絞り汁を陶器の中に溜め込んでいく。

　そうして絞り汁が一定の量になったら、脇に置いてあった袋から取り出した黒い木の実を別の陶器の中ですり潰し、先程の布を使い木の実の絞り汁を作って、それを草の絞り汁の中に流し込む。

　そうすると濃い緑色だった絞り汁の色が、濃い紺というか、黒というか……そういった濃く暗い、沈んだ色に変わっていく。

　一体全体その汁を……その液体をどうするのだろうか？　と私が首を傾げていると、アルナーはフランシス達の毛で作った白い布を一枚取り出して……その布を液体の中にぶちこんでしまう。




　それは思わず声を上げてしまいそうになる程の衝撃的な光景だった。

　真っ白でとても綺麗で清潔感のあるメーア布が、黒くて濁った……混ぜ汁色に染まっていってしまう。




　折角のメーア布に、そんなことをしてしまったらフランシスとフランソワの機嫌を損ねてしまうんじゃないか？　と私の足元に居るフランシス達へと視線をやると……何故だかフランシス達はワクワクとした表情を浮かべていて、機嫌を損ねるどころか、むしろその行為を歓迎しているかのようだった。

　一体何が……？　と私が首を傾げる中、アルナーの作業は、汚い色に染まった布を絞り、それを壺の中で洗ってと進められていく。

　そうして何度目かの水洗いを終えると汚い色に染まっていたはずのメーア布は、鮮やかな青色の、空のようなとても綺麗な色をした布へと変貌していて……その布をパンッと広げて見せてくるアルナーは、どうだ？　と言わんばかりの笑顔をこちらに向けてくる。




　今、私の目の前で行われた一連の作業は、鬼人族に古くから伝わる伝統的な染色方法なんだそうだ。

　草の汁と、唾液と、黒い木の実の汁。これらの材料を混ぜ合わせると、布を鮮やかな青色に染める染色液が出来上がるらしい。

　どういう理屈でそうなるのかは知らないが、兎に角そうなるものだと鬼人族達は知っていて……日常的にこの染色方法を行っているんだそうだ。

　草の汁の量だとか、唾液の量、木の実の量で青さの度合いが変わり、鮮やかな青色から濃い紺色まで様々な色を作り出せるんだとか。

　他にも鬼人族には様々な染色方法が伝わっていて……それらの染色法が鬼人族達が身につける鮮やかな色の、綺麗な柄のあの布……ビレーシャを作り出しているんだそうだ。




「これで完成……という訳では無く、何日かの間、陰干しをして、しっかりと色を定着させる必要がある。

　それが終わったら糸を通して、布を何枚か重ねるか、メーアの毛や毛皮を貼り付けたらビレーシェは完成だな。

　このサイズだとまぁ……赤ん坊用になる……かな」

　と、そんな言葉で説明を終えたアルナーは……頰を赤く染めて照れたように視線を逸らす。

　すると、足元のフランシス達が何か、私を責めるような目を私へと向けて来て……それらの視線を受けて、居た堪れなくなった私は踵きびすを返し……何も言わずにユルトの中から逃げ出すのだった。













あとがき










　皆様はじめまして、作者の風楼です。

　あとがきということで色々と書きたいことがあるのですが、まずは皆様へのお礼の方をさせて頂きたいと思います。

　小説家になろうにて応援してくださった皆様、この作品とこんな作者に目をかけてくださった編集部の皆様、作者が想像していた以上の世界を作り出し、この作品をより良い作品へと押し上げてくれたイラストレーターのキンタさん、素敵なデザインをしてくださったデザイナーさん、皆様のおかげでこうして本を出すことが出来ました、ありがとうございます。

　そしてこの本を購入し、手にとってくださった皆様には、より一層の感謝を申し上げたいと思います。

　感謝の気持ちが溢れんばかりで、こうして感謝しても感謝しきれない程です。

　本当に、本当にありがとうございます！




　と、感謝を詰め込んだだけのあとがきで終わっても良かったのですが、それだけでは短すぎるかと思いますので、作品についての話もしたいと思います。




　この作品には私の好きな物がこれでもかと詰め込んでありまして……遊牧民、羊、草原、獣人亜人などがそれに当たります。

　そして私はこれらの中でも特に遊牧民の方々のことが大好きなのです。

　遊牧民の方々の民族性というのは調べれば調べる程に面白いものでして……女性の地位が高く女性が指導者になることが多かったり、余所者の異民族であろうともそれが一族の利となるのであれば誰であろうと受け入れて厚遇することがあったりと、農耕民族とも狩猟民族とも違った民族性を遊牧民の方々は持っているんだそうです。

　無駄な争いを嫌い、話し合いでの解決を好み、勝てない戦いからはさっさと逃げることを良しとしていて……それらは何より命を大事にするという、人口が少ないからこその合理的思考があったからなんだとか。

　そういった命を大事にする民族性からか、健康にも特に気を使っていたようで、今でも伝わる遊牧民独特の健康法がいくつもあったりしまして、それらのおかげかその地域で結核が流行しても遊牧民の方々だけは結核にならなかったとかのエピソードがある……と、遊牧民という方々は調べれば調べるほどにロマンが溢れてくるとても素敵な方々なのです。




　そんなロマンを自分なりに嚙み砕いて、そこにファンタジー要素を混ぜ込んで、草原と羊という最強の組み合わせを付け合わせて、出来上がったこの物語はもう少しばかり……いえ、かなり長く続く予定です。

　この物語に込めたい、もしくは込めているけどまだ表に出てきていないロマンはたくさんありまして、それらの全てを表に出せるか、その全てをこうして本に出来るかは、まだ分かりませんが……そう出来るように私の全身全霊を込めて頑張っていきますので、皆様にもそうなるようにと応援して頂けたら嬉しいです。







　次の巻ではディアスは、本編中で宣言していた通り、畑作りに精を出します。

　そうする中で色々なトラブルが起こり、いろいろなキャラクター達が登場して、新しい領民が増えたりする中で、今までに無い大きなトラブルが起きたりも。

　それらをどうディアスが、ディアス達が乗り越えていくのかを、２巻で楽しんで頂けたら幸いです。




　では、また２巻のあとがきでお会い出来ることを祈りながら、これにてあとがきを終わらせていただきます。








２０１８年　９月　風楼
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新作のご案内








※ＱＲコードは掲載サイト「小説家になろう」の作品ページへリンクされています







二度転生した少年はＳランク冒険者として平穏に過ごす ～前世が賢者で英雄だったボクは来世では地味に生きる～ （著：十一屋 翠　イラスト：がおう）






「……ちょっとまった。あのドラゴン、お前さんが狩ったのか？」

「はい！　町に来る途中で狩りました！」

「そうです！」

「……やっぱりドラゴンかー。ワイバーンには見えないもんなー」

　どうしたんだろう？　試験官さん、なんだか凄い汗をかいてるぞ？

「では試験を……」「合格っ!!　冒険者試験合格!!」

「……ええっ!?」

　英雄と賢者という二つの前世の記憶を持って生まれた少年レクスは、前世で憧れていた冒険者となり、地味な生活を満喫していた。

　ただし、自分の活躍が『滅茶苦茶派手』という事に気づかずに……。
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流星の山田君　ーPRINCE OF SHOOTING STARー（著：神埼黒音　イラスト:姐川）






　若返った昭和のオッサン、異世界に王子となって降臨──！　不治の病に冒された山田一郎は、友人の力を借りてコールドスリープ治療を受けることに。

　一郎が寝ている間に地球は発達したＡＩが戦争を開始し、壊滅状態に。

　たゆたう夢の中で、一郎は願う。来世では健康になりたい、イケメンになりたい、石油王の家に生まれたい、空を飛びたい！　寝言は寝てから言え、としか言いようがない厚かましい事を願いまくる一郎であったが、彼が異世界で目を覚ました時、その願いは全て現実のものとなっていた。

　一郎は神をも欺く美貌と、天地を覆す武力を備えた完全無比な王子として目覚めてしまう。

　意図せずに飛び出す厨二台詞！　圧巻の魔法！　次々と惚れていくヒロイン！　本作は外面だけは完璧な男が、内側では羞恥で七転八倒しているギャップを楽しむコメディ作品です。ＷＥＢ版とは違い、１から描き直した完全な新作となっております。

　平凡な日本人である一郎が、異世界を必死に駆け抜けていく姿を楽しんで頂ければ幸いです！
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最強パーティーの雑用係〜おっさんは、無理やり休暇を取らされたようです〜（著：peco）






「クトー。お前、休暇取れ」「別にいらんが」

　クトーは、世界最強と名高い冒険者パーティーの雑用係だ。しかもこのインテリメガネの無表情男は、働き過ぎだと文句を言われるほどの仕事人間である。

　当然のように要請を断ると、今度は国王まで巻き込んだ休暇依頼、という強硬手段を打たれた。

「あの野郎……」

　結局休暇を取らされたクトーは、温泉休暇に向かう途中で一人の少女と出会う。

　最弱の魔物を最強呼ばわりする、無駄に自信過剰な少女、レヴィ。

「あなた、なんか弱そうね」

　彼女は、目の前にいる可愛いものを眺めるのが好きな変な奴が、自分が憧れる勇者パーティーの一員であることを知らない。

　一部で『実は裏ボス』『最強と並ぶ無敵』などと呼ばれる存在。

　そんなクトーは、彼女をお供に、自分なりに緩く『休暇』の日々を過ごし始める。
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領民０人スタートの辺境領主様（著：ふーろう　イラスト：キンタ）






　長きに渡る戦乱の中で活躍し、英雄と呼ばれた男が手に入れたのは、見渡す限りに何も無い、草以外に何も無い……ただ広いだけの草原だった。

　その草原には人影は無く、人影どころか人工物すらも無く……男は食料も水も金も持たず、仲間も領民も無いままに、呆然と一人、立ち尽くす。

　人は言う、これは栄達である。

　人は言う、これは厄介払いである。

　そんな状況でも腐らず諦めない男、ディアスは、状況を少しでも良くしようと動き始め……そうして一人の少女と出会う。

　少女の名はアルナー。銀髪紅眼の彼女の額には、青く輝く一本の角が生えていて───。




　ディアスとアルナーの出会いをきっかけに物語は動き出し、誰もいなかったはずの、何もなかったはずの草原に多種多様な人が集まり始めて……一つの村が出来上がっていく。

　これはそんな新米領主の日々を綴った剣と魔法の世界の物語である。
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善人のおっさん、冒険者を引退して孤児院の先生になる〜エルフの嫁と獣人幼女たちと楽しく暮らしてます（著：茨木野　イラスト：ヨシモト）






「おめーらこんちゃー、です！　ぼくはキャニス！」

「へろー、あいむコン。みーたち獣人ぷりてートリオだよ」

「きょ、きょうはラビたちが、この作品の、えと、面白いとこを紹介するのですっ」

「ぼくはにーちゃんが色んなものを作れるのがすげーおもれーと思うです！」

「主人公のにぃは物をコピーして何でも作れる能力がある。なにそのチート」

「たべものとか、塩とか、とにかく何でも作れてとってもすごいのです！」

「あとエルフのコレット先生と、にぃとのらぶすとーりーもみのがせないね。おっとおこちゃまには刺激が強いかな」

「おめーも子供です……って、そろそろページがやべーです!!」

「では最後に、どくしゃさーびすで、なんとラビがぬぎます」

「は、はわわ！　そんなことできないのです……」

「うそぴょーん」「コンちゃんー！」

「そんなわけでみんな本を買ってくれや、です！」

「み、みなさんまたなのですー！」

「つづきはうぇぶで、じゃなくて本で。しーゆー」




[image: ]




[image: ]











平穏を望む魔導師の平穏じゃない日常～うちのメイドに振り回されて困ってるんですけど～（著：笹 塔五郎　イラスト：竹花ノート）






　彼の名前はフエン・アステーナ。

　目が覚めたら五百年もの時が経過していた──そんな彼にも相棒と呼べる存在がいる。

「そして私の名前はレイア。マスターの最愛の人です」

「急に出てきたね！　しかも最愛を名乗るの!?」

「いけませんか？」

「いや、急だったから……」

「イケマセンカ？」

「怖いから！　べ、別に名乗るのはいいけど」

「マスターの許可が下りたので婚姻届を出しに行きましょう」

「え、どういう流れでそうなるの!?」

「マスターならば私の気持ちが理解できると思っていたのに……」

「いやいや！　色々と急過ぎて理解できないだけで……」

「女の子みたいな見た目をしているのに？」「関係なくない!?」

　フエンの日常は、自身の作ったはずの魔導人形メイドにいじられる日々になっていたのだった。
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元勇者のおっさん、転生して宿屋を手伝う～勇者に選ばれ親孝行できなかった俺は、アイテムとステータスを引き継ぎ、過去へ戻って実家の宿屋を繁盛させる（著：茨木野　イラスト：へいろー）






「やっほー！　ふぃーはソフィ！　ゆーくんの幼なじみだよ！」

「同じくソフィ……違った。フィオナだ。宿屋【はなまる亭】の従業員をしている。今日は作品の告知に来た。さっさと終わらせるぞ」

「はーい！　えっと、えっとねー……。しょーかいってどうすればいいのぉ～？」

「どけ小娘。この話は、主人公の勇者、ユートが、魔王討伐の旅に出ている間に、潰れてしまった実家の宿屋を、過去に戻って立て直す、というのが物語の大筋だ」

「えぇ!?　ゆーくんって勇者だったのー!?」

「強くてニューゲーム状態のユートは、復活したばかりの魔王を速攻撃破したり、アイテムを使って宿のサービスを拡充したりする」

「んもー！　むしすんなー！」「黙れ。紹介の邪魔をするな」

「ひどいっ！　ふぃおなちゃんのいじわるー！」

「……過去の自分に、いじわると言われると凹むな」

「かこー？」「何でもない。とにかく紹介は以上だ」

「この冬、発売よてーだよー！　みんな楽しみに待っててねっ！」
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